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Ⅰ．調査の概要

（１）調査目的

第３期大網白里市子ども・子育て支援事業計画の策定に向けて、子ども・子育て支援の現状や

子育て中の保護者の利用希望などを把握し、計画に反映させるために調査を行った。

（２）調査対象

大網白里市内在住の未就学児童の保護者：1,262 世帯（全数）

大網白里市内在住の小学生児童の保護者：750 世帯（無作為抽出）

（３）調査方法と時期

未就学児の保護者へは、保育施設での配布または郵送配布のいずれかで配布し、回収は郵送ま

たはオンラインでの回答。

小学生児童の保護者へは、通っている小学校で配布し、回収は郵送またはオンラインでの回

答。

調査期間は、令和 5年 11月 1日（水）から令和 5年 11 月 30 日（木）の 30日間。

回収状況は、下記のとおりである。

（４）報告書の見方と注意点

ž グラフ中の「Ｎ＝○○」はサンプル数を表す。表示のないものは、未就学児童（０～６歳）の

保護者では有効回答数Ｎ＝822、小学生児童の保護者では有効回答数Ｎ＝514 となっている。グ

ラフ内数値や表の単位は、特に断りのない限り「％」である。

ž 本文グラフ及び表では、複数回答のクロス集計以外は「無回答」を含んで集計した。

ž 単数回答の単純集計結果を表す本文グラフの中で、百分率の内訳数値は、四捨五入の結果、合

計が 100.0 にならない場合もある。

ž 本文中の設問の選択肢について、長いものは簡略化している場合がある。

ž 自由回答式の設問については、原則として回答者の記入したとおりに引用・掲載しているが、

明らかな誤字・脱字等については修正してある。

未就学児童（０～６歳）の保護者 小学生児童の保護者

対象数 1,262 世帯 750 世帯

回収数 822 票 514 票

回収率 65.1 ％ 68.5 ％
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II．調査結果

１ 未就学児童（０～６歳）の保護者

（１） お住まいの地域について

問１ お住まいの地域はどこですか。

問２ 大網白里市に住んでどのくらいになりますか。

4.4

33.1 17.0 20.0 9.4 6.9 8.4

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

季美の森小学校区 大網小学校区 大網東小学校区 瑞穂小学校区

増穂小学校区 増穂北小学校区 白里小学校区 未回答

5.5 10.7 16.2 30.8 10.9 25.2

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

１年未満 １年～２年 ３年～４年 ５年～９年 10 年～14 年 15 年以上 未回答

回答者の居住地域は、「大網小学校区」（33.1％）が最も多く、次いで「瑞穂小学校区」、

「大網東小学校区」の順に多くなっている。

回答者の居住年数は、「５年～９年」（30.8％）が最も多く、次いで「15 年以上」、「３～４

年」の順に多くなっている。
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（２） お子さんとご家族の状況について

問３ 宛名のお子さんの生年月をご記入ください。

問４ 宛名のお子さんは何人きょうだいですか。そのうち未就学児のお子さんは何人ですか。

■きょうだいの人数

■そのうち未就学児の人数

14.0 16.9 15.2 15.5 13.9 16.2 8.0

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 未回答

34.9 41.5 17.5

4.7

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

1人 2人 3人 4人以上 未回答

68.1 24.0

3.3

4.6
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

1人 2人 3人以上 未回答

子どもの年齢は、「１歳」（16.9％）が最も多く、次いで「５歳」、「３歳」が多くなってい

る。

きょうだいの人数については、「２人」（41.5％）が最も多く、次いで「１人」、「３人」の

順に多くなっている。また、そのうち未就学児の人数については、「１人」（68.1％）が最も

多く、次いで「２人」が多くなっている。
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問５ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えくださ

い。

問６ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。

問７ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。

89.9 9.6

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

母親 父親 その他

92.6 7.2

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

配偶者がいる 配偶者はいない 未回答

58.6 39.1

0.9
0.7

0.2 0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 未回答

回答者の続柄は、「母親」が 89.9％、「父親」が 9.6％、「その他」が 0.5％となっている。

回答者の配偶関係は、「配偶者がいる」が 92.6％、「配偶者がいない」が 7.2％となってい

る。

子育てを主に行っているのは、「父母ともに」（58.6％）が最も多く、次いで「主に母親」

（39.1％）が多くなっている。
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（３） 子どもの育ちをめぐる環境について

問８ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（施設）ですか。

問９ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に、影響すると思われる環境すべてに○をつけてくださ

い。

67.0
27.9

1.5
26.5

15.6
40.8

3.6
2.9

0.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

父母ともに

母親

父親

祖父母

幼稚園

保育所・小規模保育施設

認定こども園

その他

未回答

N=822

96.2
49.0

33.6
59.1

11.7
9.9

2.9
0.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

家庭

地域

幼稚園

保育所・小規模保育施設

認定こども園

療育センター（児童発達支援事業など）

その他

未回答

N=822

子育てに日常的に関わっているのは、「父母ともに」（67.0％）が最も多く、次いで「保育

所・小規模保育施設」、「母親」の順に多くなっている。

子育てに影響すると思われる環境は、「家庭」（96.2％）が最も多く、次いで「保育所・小

規模施設」、「地域」の順に多くなっている。
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問 10 保育所等施設の通所の有無に関わらず、日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいま

すか。

問 10-1 問 10 で「日常的に祖父母の親族にみてもらえる」または「緊急時もしくは用事の際には祖父

母等の親族にみてもらえる」に○をつけた方にうかがいます。祖父母等の親族にお子さんをみ

てもらっている状況についてお答えください。

27.5

62.8

1.9

9.0

12.5

0.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる（近所の人も含む）

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

未回答

N=822

57.8

38.8

30.5

20.8

8.7

2.9

0.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

祖父母等に気兼ねすることなく、安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい

環境であるか、少し不安がある

その他

未回答

N=689

日頃、子どもをみてもらえる親族・知人については、「緊急時もしくは用事の際には祖父母

等の親族にみてもらえる」（62.8％）が最も多く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみても

らえる」が多くなっている。

祖父母の親族に子どもをみてもらっている状況については、「祖父母等に気兼ねすることな

く、安心して子どもをみてもらえる」（57.8％）が最も多く、次いで「祖父母等の親族の身体

的負担が心配である」、「祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が心配である」の順に

多くなっている。
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問 10-2 問 10 で「日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる（近所の人も含む）」または「緊急

時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」に○をつけた方にうかがい

ます。友人・知人（近所の人も含む）にお子さんをみてもらっている状況についてお答えくだ

さい。

問 11 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相

談できる場所はありますか。

46.4

13.1

28.6

32.1

2.4

3.6

33.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

友人・知人に気兼ねすることなく、安心して子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発育にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある

その他

未回答

N=84

90.4 7.1

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

いる／ある いない／ない 未回答

友人・知人に子どもをみてもらっている状況については、「友人・知人に気兼ねすることな

く、安心して子どもをみてもらえる」（46.4％）が最も多く、次いで「自分たち親の立場とし

て、負担をかけていることが心苦しい」、「友人・知人の時間的制約や精神的な負担が心配で

ある」の順に多くなっている。

お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人・場所は、「いる／あ

る」が 90.4％、「いない／ない」が 7.1％となっている。
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問 11-1 問 11 で「いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。お子さんの子育て（教育を含む）に

関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。

問 12 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのようなサポート

があればよいとお考えでしょうか。

81.0
68.0

11.6
9.6

31.5
12.4

0.3
8.7
9.2

3.4
3.9

10.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設（地域子育て支援拠点、児童館等）・NPO

保育士

幼稚園教諭

民生委員・児童委員

保健センター(健康増進課)・保健所

かかりつけの医師

市の子育て関連担当窓口(子育て支援課)

その他

未回答

N=743

21.4

20.1

19.7

25.2

61.4

31.1

9.4

27.3

11.4

6.7

5.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

子育て中の先輩ママに妊娠中の不安や

悩みを聞いてもらえるようなところ

妊娠中からの仲間づくりをサポート

 出産前から「子どものしつけ」「子ども
との接し方」などを教えてくれる講座

乳幼児期の子育てについての講座

子育て中の親がリフレッシュできる機会の提供

父親を対象とした子育て講座や仲間づくりのサポート

 祖父母を対象とした子育て講座

 乳幼児の発育や食事・栄養についての相談事業

特になし

その他

未回答

N=822

子どもの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先としては、「祖父母等の親

族」（81.0％）が最も多く、次いで「友人や知人」、「保育士」の順に多くなっている。

子育てをする上で周囲に期待するサポートとしては、「子育て中の親がリフレッシュできる

機会の提供」（61.4％）が最も多く、次いで「父親を対象とした子育て講座や仲間づくりのサ

ポート」、「乳幼児の発育や食事・栄養についての相談事業」の順に多くなっている。
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（４） お子さんの保護者の就労状況について

問 13 宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。

※雇用形態ではなく、１日の労働時間でお答え下さい。

(1) 母親

(2) 父親

34.1 12.3 26.0

2.1

23.4

1.6

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない
フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である
パートタイム（「フルタイム」以外の短時間の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない
パートタイム（「フルタイム」以外の短時間の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である
以前は就労していたが、現在は就労していない
これまで就労したことがない
未回答

90.6

1.1

1.0
0.0 0.0

0.2

7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない
フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である
パートタイム（「フルタイム」以外の短時間の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない
パートタイム（「フルタイム」以外の短時間の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である
以前は就労していたが、現在は就労していない
これまで就労したことがない
未回答

現在の就労状況は、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」

（34.1％）が最も多く、次いで「パートタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中で

はない」、「以前は就労していたが、現在は就労していない」の順に多くなっている。

現在の就労状況は、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が

90.6％となっている。
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問 13-1 問 13 で「就労している（フルタイム・パートタイム）」に○をつけた方にうかがいます。週当

たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。

(1) 母親

■１週当たりの就労日数

■１日当たりの就労時間

(2) 父親

■１週当たりの就労日数

■１日当たりの就労時間

0.2 2.0

5.2 15.5 69.6

4.7

1.0 1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=612

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 未回答

0.5 1.0

1.5

5.1

10.9 14.7 11.4 35.5 17.3

2.1
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=612

１時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間 ６時間 ７時間 ８時間 ９時間以上 未回答

0.1 0.4 1.3

1.3

63.9 28.5

2.6 1.8
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=762

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 未回答

0.1
0.4 0.1

0.7 0.5

0.7 1.8

37.0 56.4

2.2
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=762

１時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間 ６時間 ７時間 ８時間 ９時間以上 未回答

ž 週当たりの就労日数は、「週５日」（69.6％）が最も多く、次いで「４日」、「３日」の順

に多くなっている。

ž １日当たりの就労時間（残業時間を含む）は、「８時間」（35.5％）が最も多く、次いで

「９時間以上」、「６時間」の順に多くなっている。

ž 週当たりの就労日数は、「５日」（63.9％）が最も多く、次いで「６日」、「７日」の順に

多くなっている。

ž １日当たりの就労時間（残業時間を含む）は、「９時間以上」（56.4％）が最も多く、次

いで「８時間」、「７時間」の順に多くなっている。
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問 14 問 13 で「パートタイムで就労している」に○をつけた方にうかがいます。

フルタイムへの転換希望はありますか。

(1) 母親

(2) 父親

※以下、回答数が少ないため、グラフ省略 N=8

11.3 22.9 57.6 5.6

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=231

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パートタイム（「フルタイム」以外の短時間）の就労を続けることを希望

パートタイム（「フルタイム」以外の短時間）をやめて子育てや家事に専念したい

未回答

現在パートタイムで就労中の方のうち、フルタイムへの転換希望があるかについては、「パ

ートタイムの就労を続けることを希望」（57.6％）が最も多く、次いで「フルタイムへの転換

希望はあるが、実現できる見込みはない」が多くなっている。

現在パートタイムで就労中の方８人のうち、フルタイムへの転換希望があるかについて

は、４人が「パートタイムの就労を続けることを希望」と回答している。

「パートタイムの就労を続けることを希望」 ４票

「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」 ２票

「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」 １票

未回答 １票
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問 15 問 13 で「以前は就労していたが、現在は就労していない」または「これまで就労したことがな

い」に○をつけた方にうかがいます。就労したいという希望はありますか。

(1) 母親

■一番下の子どもが何歳になったころに就労したいか

■希望する就労形態

25.4 45.9 26.8

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=205

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1 年より先に就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

未回答

4.3

29.8 19.1

2.1

10.6 21.3

5.3 0.0 5.3 2.1
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=94

２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 １０歳以上 未回答

8.1 73.2 18.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=149

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） パートタイム（フルタイム以外） 未回答

ž 現在就労していない方の就労希望については、「１年より先に就労したい」（45.9％）が

最も多く、次いで「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が多くなっている。

ž １年より先に就労したい場合、一番下の子どもが何歳になったころに就労したいかにつ

いては、「３歳」が最も多く、次いで「７歳」が多くなっている。

ž 希望する就労形態は「パートタイム」（73.2％）が最も多く、次いで「フルタイム」とな

っている。

ž 週当たりの希望就労日数は「４日」（44.0％）が最も多く、次いで「３日」、「５日」の順

に多くなっている。

ž 1 日当たりの希望就労時間は「５時間」（40.4％）が最も多く、次いで「４時間」、「６時

間」の順に多くなっている。
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■週当たりの希望就労日数

■１日当たりの希望就労時間

(2) 父親

※以下、回答数が少ないため、グラフ省略

0.9 0.0

37.6 44.0 17.4

0.0 0.0
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=109

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日

0.0 0.0

4.6

38.5 40.4 12.8

2.8

0.9

0.0
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=109

１時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間 ６時間 ７時間 ８時間 ９時間以上

現在就労していない方（２人）の就労希望については、「子育てや家事などに専念したい

（就労の予定はない）」が１人 50.0％で、１人は未回答となっている。
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（５） 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について

問 16 宛名のお子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を利用されていま

すか。

問 16-1 問 16 で「利用している」に○をつけた方にうかがいます。宛名のお子さんは、平日どのよう

な教育・保育のサービスを利用していますか。年間を通じて「定期的に」利用しているサービ

スをお答えください。

68.5 31.4

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

利用している 利用していない 未回答

9.1

16.0

2.1

53.3

7.5

9.9

0.9

1.8

2.0

0.0

1.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

公立幼稚園（通常の就園時間の利用）

私立幼稚園（通常の就園時間の利用）

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

認可外の保育施設

居宅訪問型保育

その他

N=563

定期的な教育・保育事業の利用状況については、「利用している」が 68.5％となってい

る。

年間を通じて平日に定期的に利用しているサービスとしては、「認可保育所」（53.3％）が

最も多く、次いで「私立幼稚園」、「小規模な保育施設」の順に多くなっている。
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問 16-2 問 16 で「利用している」に○をつけた方にうかがいます。平日に定期的に利用している教

育・保育のサービスについて、どのくらい利用していますか。また、希望としてはどのくらい

利用したいですか。

(1) 現在

■週当たりの利用日数

■１日当たりの利用時間

■利用開始時間

■利用終了時間

0.9 0.5 0.7

4.4

89.0

3.7

0.0 0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=563

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 未回答

0.5
0.0

0.4

0.4

2.0

19.5 13.5 18.7 15.5 20.1 9.1

0.5
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=563

１時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間 ６時間

７時間 ８時間 ９時間 １０時間 １１時間以上 未回答

0.0 0.0

10.7 38.7 33.9

1.6

0.0

15.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=563

５時 ６時 ７時 ８時 ９時 １０時 １１時以降 未回答

0.2
0.5

0.2

2.1

18.7 22.0 12.6 23.8

4.1 0.2

15.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=563

１１時 １２時 １３時 １４時 １５時 １６時 １７時 １８時 １９時 ２０時以降 未回答

ž 平日に定期的に利用している教育・保育サービスの利用頻度は、１週当たり「５日」

（89.0％）が最も多く、次いで「４日」、「６日」の順に多くなっている。

ž １日当たりの利用時間は、「10 時間」（20.1％）が最も多く、次いで「６時間」、「８時

間」の順に多くなっている。

ž 利用開始時間は、「８時」（38.7％）、「９時」（33.9％）が多くなっている。

ž 利用終了時間は、「18 時」（23.8％）、「16時」（22.0％）が多くなっている。
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(2) 希望

■週当たりの利用日数

■１日当たりの希望利用時間

■希望利用開始時間

■希望利用終了時間

0.4 0.4 0.9

3.0

72.3 7.5

0.5

15.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=563

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 未回答

0.0
0.5

0.2

0.2

1.1

9.1 12.4 20.2 13.1 17.2 11.0 14.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=563

１時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間 ６時間

７時間 ８時間 ９時間 １０時間 １１時間以上 未回答

0.2 0.2

10.1 31.8 24.2

0.7

0.2

32.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=563

５時 ６時 ７時 ８時 ９時 １０時 １１時以降 未回答

0.2
0.5

0.0

0.7

7.8 16.2 16.5 17.4

6.2 1.6

32.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=563

１１時 １２時 １３時 １４時 １５時 １６時 １７時 １８時 １９時 ２０時以降 未回答

ž 希望する利用頻度は、１週当たり「５日」（72.3％）が最も多く、次いで「６日」、

「４日」の順に多くなっている。

ž １日当たりの希望利用時間は、「８時間」（20.2％）が最も多く、次いで「10 時間」、

「９時間」の順に多くなっている。

ž 希望利用開始時間は、「８時」（31.8％）、「９時」（24.2％）が多くなっている。

ž 希望利用終了時間は、「18 時」（17.4％）、「17時」（16.5％）、「16 時」（16.2％）が多く

なっている。
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問 16-3 問 16 で「利用している」に○をつけた方にうかがいます。現在、利用している教育・保育サ

ービスの実施場所についてうかがいます。問 16-1 で２つ以上選んだ方は、主となる方の実施

場所について回答して下さい。

34.6 11.2 24.9 11.5 9.4

5.5 2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=563

市役所・大網駅付近 瑞穂地区 みどりが丘・季美の森付近

増穂地区 白里地区 他の市区町村

未回答

現在利用している教育・保育サービスの実施場所は、「市役所・大網駅付近」（34.6％）が

最も多く、次いで「みどりが丘・季美の森付近」、「増穂地区」の順に多くなっている。
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問 17 すべての方にうかがいます。現在、利用している、利用していないにかかわらず、宛名のお子さ

んの平日の教育・保育のサービスとして、「定期的に」利用したいと考えるサービスをお答えく

ださい。

19.7

29.1

22.5

51.8

28.8

16.9

4.0

6.4

4.9

2.7

10.5

11.3

1.7

0.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

公立幼稚園（通常の就園時間の利用）

私立幼稚園（通常の就園時間の利用）

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

未回答

N=822

平日に定期的に利用したいと考える教育・保育サービスは、全体数でみると「認可保育所」

（51.8％）が最も多く、次いで「私立幼稚園」、「認定こども園」の順に多くなっている。

選択肢 回答数 ％

公立幼稚園（通常の就園時間の利用） 162 19.7

私立幼稚園（通常の就園時間の利用） 239 29.1

幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ） 185 22.5

認可保育所（県の認可を受けた定員 20 人以上のもの） 426 51.8

認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 237 28.8

小規模な保育施設（市の認可を受けた定員概ね 6～19 人のもの） 139 16.9

家庭的保育（保育者の家庭等で子どもを保育する事業） 33 4.0

事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する施設） 53 6.4

自治体の認証・認定保育施設（認可保育所ではないが、自治体が認証・認定した施設） 40 4.9

その他の認可外の保育施設（企業主導型保育事業を含む） 22 2.7

居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業） 86 10.5

ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業） 93 11.3

その他 14 1.7

未回答 5 0.6
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問 17-1 教育・保育事業を利用したい場所についてうかがいます。

問 17-2 問 17-1 で「大網白里市内」を選んだ方にうかがいます。市内のどの地区を利用したいですか。

第１希望

第２希望

94.4

1.9

1.9 1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

大網白里市内 職場の周辺（市外） 他の市区町村 未回答

28.4 14.0 30.2 13.9 8.0

4.1

1.4
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=776

市役所・大網駅付近 瑞穂地区 みどりが丘・季美の森付近

増穂地区 白里地区 どこでも構わない

未回答

40.2 11.1 14.3 9.5

4.5

10.6 9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=776

市役所・大網駅付近 瑞穂地区 みどりが丘・季美の森付近

増穂地区 白里地区 どこでも構わない

未回答

教育・保育事業を利用したい場所は「大網白里市内」（94.4％）が最も多く、次いで「職場

の周辺」「他の市区町村」が同率となっている。

ž 市内でサービスを利用する場合に希望する地区として、第１希望としては、「みどりが

丘・季美の森付近」（30.2％）が最も多く、次いで「市役所・大網駅付近」、「瑞穂地区」

の順となっている。第２希望としては、「市役所・大網駅付近」（40.2％）が最も多く、

次いで「みどりが丘・季美の森付近」、「瑞穂地区」が多くなっている。

ž 居住地域別の第１希望としては、季美の森小学校区（80.0％）と大網小学校区

（72.7％）では「みどりが丘・季美の森付近」、大網東小学校区では「市役所・大網駅付

近」（77.9％）、瑞穂小学校区では「瑞穂地区」（60.7％）、増穂小学校区（66.7％）と増

穂北小学校区（77.6％）はともに「増穂地区」、白里小学校区では「白里地区」

（86.4％）がそれぞれ最も多くなっている。

ž 居住地域別の第２希望としては、大網東小学校区と白里小学校区を除くすべての地域に

おいて「市役所・大網駅付近」が最も多く３～５割を占めている。大網東小学校区では

「みどりが丘・季美の森付近」（22.1％）、白里小学校地区では「増穂地区」（34.8％）が

最も多くなっている。
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■居住地域別 第１希望

■居住地域別 第２希望

8.6 

16.9 

77.9 

27.3 

20.0 

16.3 

1.5 

5.7 

2.7 

2.9 

60.7 

5.3 

0.0 

0.0 

80.0 

72.7 

7.4 

2.7 

2.7 

0.0 

1.5 

2.9 

0.4 

9.6 

2.7 

66.7 

77.6 

1.5 

0.0 

0.8 
0.0 

0.7 

1.3 

0.0 

86.4 

0.0 

4.2 

1.5 
4.7 

4.0 

6.1 

9.1 

2.9 

2.3 

0.7 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

季美の森小学校区

大網小学校区

大網東小学校区

瑞穂小学校区

増穂小学校区

増穂北小学校区

白里小学校区

市役所・大網駅付近 瑞穂地区 みどりが丘・季美の森付近 増穂地区 白里地区 どこでも構わない 未回答

(N=35)

(N=260)

(N=136)

(N=150)

(N=75)

(N=49)

(N=66)

40.0 

52.7 

20.6 

50.7 

36.0 

42.9 

12.1 

2.9 

6.5 

19.9 

22.0 

5.3 

2.0 

3.0 

20.0 

21.5 

22.1 

4.0 

9.3 

6.1 

3.0 

5.7 

1.2 

11.0 

2.7 

25.3 

16.3 

34.8 

0.0 

1.2 
1.5 

0.0 

9.3 

10.2 

25.8 

8.6 

6.9 

12.5 

10.0 

13.3 

16.3 

16.7 

22.9 

10.0 

12.5 

10.7 

1.3 

6.1 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

季美の森小学校区

大網小学校区

大網東小学校区

瑞穂小学校区

増穂小学校区

増穂北小学校区

白里小学校区

市役所・大網駅付近 瑞穂地区 みどりが丘・季美の森付近 増穂地区 白里地区 どこでも構わない 未回答

(N=35)

(N=260)

(N=136)

(N=150)

(N=75)

(N=49)

(N=66)
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問 17-3 問 17 で「公立幼稚園」、「私立幼稚園」または「幼稚園の預かり保育」を選んだ方にうかがい

ます。特に幼稚園の利用を強く希望しますか。

52.4 15.5 32.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=510

はい いいえ 未回答

特に幼稚園の利用を強く希望するかどうかについては、「はい」が 52.4％、「いいえ」が

15.5％となっている。
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（６） 地域の子育て支援事業の利用状況について

問 18 地域子育て支援センター（親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、情報提供を受けたりする

場）をご存知ですか。また、知っていて、利用されている場合は、おおよその利用回数（頻度）

をご記入ください。

■１ヶ月当たりの利用回数

83.8 15.5

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

知っている 知らない 未回答

13.5

4.4

2.8

4.6

0.4

1.7 1.5

0.6

70.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=689

１回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６～１０回 １１～１５回 １６回以上 未回答

ž 地域子育て支援センターの認知度については、「知っている」が 83.8％、「知らない」が

15.5％となっている。

ž 利用回数については、「未利用」が最も多く、次いで「１ヵ月当たり１回」が多くなって

いる。

※「未利用」とは、「０回」と記入があった回答または「未回答」を指す
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問 18-1 問 18 のような地域子育て支援センターについて、できれば今後利用したい、あるいは、利用

日数を増やしたいと思いますか。

■今後利用したい場合の希望利用日数（１ヵ月当たり）

■今後利用日数を増やしたい場合の希望利用日数（１ヵ月当たり）

23.2 17.8 56.2

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用をしたり、利用日数を増やしたいとは思わない

未回答

25.1 12.6

4.7

31.4

0.0

11.0

1.6

1.6

12.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=191

１回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６～１０回 １１～１５回 １６回以上 未回答

5.5 13.0 8.9 32.9

2.1

19.2 8.2

4.1

6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=146

１回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６～１０回 １１～１５回 １６回以上 未回答

ž 地域子育て支援センターの利用意向については、「新たに利用をしたり、利用日数を増や

したいとは思わない」（56.2％）が最も多く、次いで「利用していないが、今後利用した

い」（23.2％）、「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」（17.8％）の順に

多くなっている。

ž 今後利用したい場合の希望利用日数については、１ヶ月当たり「４回」（31.4％）が最も

多くなっている。

ž すでに利用していて、今後利用日数を増やしたい場合の希望利用日数については、１ヶ

月当たり「４回」（32.9％）が最も多くなっている。
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問 19 下記の事業で知っているものや、今後、利用したいと思うものをお答えください。

■子育て支援事業の認知度

■利用についての意向

41.6 

35.0 

73.5 

45.7 

31.9 

51.6 

54.9 

61.4 

23.2 

50.4 

64.6 

45.0 

3.5 

3.5 

3.3 

3.9 

3.5 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

すくすくひろば

子育てサロン

園庭開放

幼児教室（児童発達支援事業）

こども家庭相談室

子育てサポートブック

知っている 知らない 未回答

N=822

31.1 

29.6 

44.2 

23.0 

30.3 

52.6 

60.0 

61.6 

48.5 

67.9 

60.9 

39.5 

8.9 

8.9 

7.3 

9.1 

8.8 

7.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

すくすくひろば

子育てサロン

園庭開放

幼児教室（児童発達支援事業）

こども家庭相談室

子育てサポートブック

利用したい 利用したくない 未回答

N=822

ž 子育て支援事業の認知度については、「園庭開放」（73.5％）が最も高く、「こども家庭相

談室」（31.9％）が最も低くなっている。

ž 子育て支援事業の利用意向については、「子育てサポートブック」（52.6％）が最も多

く、次いで「園庭開放」（44.2％）が多くなっている。



25

（７） 土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望について

問 20 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の事業の利用希望はあ

りますか（一時的な利用は除きます）。希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。

(1) 土曜日

■希望利用開始時間

■希望利用終了時間

64.1 10.0 24.7

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 未回答

0.4

14.0 38.6 36.5

4.2

0.4

1.1

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=285

６時 ７時 ８時 ９時 １０時 １１時 １２時以降 未回答

0.4
4.2

2.1

1.4

9.5 21.8 19.3 28.1

6.0 3.2

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=285

１１時 １２時 １３時 １４時 １５時 １６時 １７時 １８時 １９時 ２０時以降 未回答

ž 土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望については、「利用する必要はない」

（64.1％）が最も多く、次いで「月に１～２回は利用したい」が多くなっている。

また、『利用したい』（「ほぼ毎週利用したい」と「月に１～２回は利用したい」の合計）

は 34.7％となっている。

ž 『利用したい』場合、希望利用開始時間は「８時」（38.6％）が最も多く、次いで「９

時」が多くなっている。また、利用終了時間は「18 時」（28.1％）が最も多く、次いで

「16時」が多くなっている。
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(2) 日曜日･祝日

■希望利用開始時間

■希望利用終了時間

76.3

2.7

18.5

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 未回答

0.6

12.1 40.8 37.9

2.9

0.0

2.9

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=174

６時 ７時 ８時 ９時 １０時 １１時 １２時以降 未回答

0.6
2.9

0.6

1.1

8.6 22.4 21.8 27.6 6.9

4.6

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=174

１１時 １２時 １３時 １４時 １５時 １６時 １７時 １８時 １９時 ２０時以降 未回答

ž 日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望については、「利用する必要はない」

（76.3％）が最も多く、次いで「月に１～２回は利用したい」が多くなっている。ま

た、『利用したい』（「ほぼ毎週利用したい」と「月に１～２回は利用したい」の合計）は

21.2％となっている。

ž 『利用したい』場合、希望利用開始時間は「８時」（40.8％）が最も多く、次いで「９

時」が多くなっている。また、希望利用終了時間は「18 時」（27.6％）が最も多く、次

いで「16時」が多くなっている。
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問 21 「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど

長期の休暇期間中の教育・保育のサービスの利用を希望しますか。希望がある場合は、利用した

い時間帯をご記入ください。

■希望利用開始時間

■希望利用終了時間

31.9 29.8 36.9

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=141

利用する必要はない 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 休みの期間中、週に数日利用したい 未回答

2.1

22.3 68.1

3.2

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=94

７時 ８時 ９時 １０時 未回答

2.1 0.0

5.3 41.5 25.5 13.8 8.5

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=94

１２時 １３時 １４時 １５時 １６時 １７時 １８時 未回答

ž 夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の定期的な教育・保育事業の利用希望について

は、「休みの期間中、週に数日利用したい」（36.9％）が最も多く、次いで「利用する必

要はない」が多くなっている。また、『利用したい』（「休みの期間中、ほぼ毎日利用し

たい」と「休みの期間中、週に数日利用したい」の合計）は 66.7％となっている。

ž 『利用したい』場合、希望利用開始時間は「９時」（68.1％）が最も多く、次いで「８

時」が多くなっている。また、希望利用終了時間は「15 時」（41.5％）が最も多く、次

いで「16時」が多くなっている。
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（８） 病気の際の対応について

問 22 平日の定期的な教育・保育の事業を利用していると答えた保護者の方（問 16 で「利用してい

る」に○をつけた方）にうかがいます。この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで通常の事

業が利用できなかったことはありますか。

問 22-1 宛名のお子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合

に、この１年間に行った対処方法として当てはまる数字すべてに○をつけ、それぞれの日数も

ご記入ください。

■１年間の対処方法

75.1 22.9

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=563

あった なかった 未回答

38.1

84.4

39.5

13.2

2.8

0.2

0.5

1.7

0.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

父親が休んだ（仕事等）

母親が休んだ（仕事等）

親族（同居者を含む）・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

未回答

N=423

この１年間に子どもが病気やケガで通常の事業を利用できなかったことがあるかどうかに

ついては、「あった」が 75.1％、「なかった」が 22.9％となっている。

ž 対処方法としては、「母親が休んだ」（84.4％）が最も多く、次いで「親族・知人に子ど

もをみてもらった」、「父親が休んだ」の順に多くなっている。

ž 「母親が休んだ」日数は、年間「８～11日」（23.2％）が最も多く、次いで「20 日以

上」が多くなっている。

ž 「親族・知人に子どもをみてもらった」日数は、年間「３日以内」（31.1％）が最も多

く、次いで「４～７日」が多くなっている。

ž 「父親が休んだ」日数は、年間「３日以内」（35.4％）が最も多く、次いで「４～７日」

が多くなっている。
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■対処方法別の日数（年間）

35.4 

12.0 

31.1 

10.7 

41.7 

100.0 

28.6 

33.5 

20.4 

26.9 

14.3 

16.7 

14.3 

14.3 

23.2 

16.2 

25.0 

8.3 

14.3 

3.7 

12.6 

4.8 

8.9 

8.3 

14.3 

0.6 

1.7 0.6 

1.8 
0.0 

0.0 

3.7 

21.8 

9.0 

23.2 

0.0 

100.0 

14.3 

8.7 

8.1 

11.4 

16.1 

25.0 

14.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親が休んだ（仕事等）

母親が休んだ（仕事等）

親族（同居者を含む）・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

３日以内 ４～７日 ８～11日 12～15日 16～19日 20日以上 未回答

(N=161)

(N=357)

(N=167)

(N=56)

(N=12)

(N=1)

(N=2)

(N=7)
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問 22-2 問 22-1 で「父親が休んだ」「母親が休んだ」に○をつけた方にうかがいます。その際、「でき

れば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。

■希望利用日数

問 22-3 問 22-2 で「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に○をつけた方にうかがいま

す。上記の目的で子どもを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。

52.7 47.0

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=364

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 未回答

2.1 3.6

12.5

1.0

23.4 31.3

3.6

7.3 15.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=192

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６～１０日 １１～１５日 １６日以上 未回答

61.5

83.9

18.8

1.6

3.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

他の施設に併設した施設で子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業

その他

未回答

N=192

ž 対処方法として「母親が休んだ」、「父親が休んだ」を選んだ回答者の病児・病後児保育

施設の利用意向については、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」

が 52.7％、「利用したいとは思わない」が 47.0％となっている。

ž 希望利用日数は、年間「６～10日」（31.3％）が最も多く、次いで「５日」、「３日」の

順に多くなっている。

望ましい事業形態は、「小児科に併設した施設で子どもを保育する事業」（83.9％）が最も

多く、次いで「他の施設（例：幼稚園・保育所等）に併設した施設で子どもを保育する事

業」が多くなっている。
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（９） 「不定期」の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について

問 23 宛名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外（不定期の労働・冠婚葬祭・保

護者・家族の病気・私用・リフレッシュ等）に、お住まいの(またはお勤め先の)地域(大網白里

市内/市外問わず)にて、不定期に利用しているサービスはありますか。

■利用しているサービス

※「一時預かり」は、私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを保育する事業

※「幼稚園の預かり保育」は、通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ

※「ファミリー・サポート・センター」は、地域住民が子どもを預かる事業

※「トワイライトステイ」は、児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業

■年間利用日数

7.1

4.3

0.4

0.0

0.2

0.9

86.6

1.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業：トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

未回答

N=822

3.4 

5.7 

10.3 

5.7 

5.2 

5.7 

14.3 

0.0 

5.7 

8.6 

2.9 
3.4 

0.0 

0.0 

2.9 

3.4 
0.0 

6.9 

17.1 

33.3 

34.5 

22.9 

0.0 

100.0 

57.1 

24.1 

31.4 

66.7 

28.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター

その他

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日以上 未回答

(N=58)

(N=35)

(N=3)

(N=7)

(N=2)

ž 居住地域における不定期なサービスの利用状況については、「利用していない」

（86.6％）が最も多くなっており、利用している場合の利用状況については、「一時預か

り」（7.1％）が最も多く、次いで「幼稚園の預かり保育」が多くなっている。

ž 利用日数は、「一時預かり」（34.5％）と「幼稚園の預かり保育」（22.9％）でいずれも年

間「11 日以上」が最も多くなっている。
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問 24 宛名のお子さんについて、不定期の労働・冠婚葬祭・保護者・家族の病気・私用・リフレッシュ

等の目的で、年間何日くらい上記のサービスを利用する必要があると思いますか。

■利用目的

■目的別の希望利用日数

51.9 47.0

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

利用したい 利用する必要はない 未回答

78.2

65.3

23.7

2.1

3.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども

（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等

不定期の労働

その他

未回答

N=427

1.2 

2.2 

1.0 

11.1 

4.2 

7.9 

5.0 

11.1 

6.0 

12.5 

5.0 
0.0 

0.9 

0.7 

19.8 

23.3 

16.8 

22.2 

7.2 

3.9 

4.0 

11.1 

0.6 

2.9 

2.0 

0.0 

0.0 
0.0 

1.0 
0.0 

11.7 

12.9 

13.9 

41.3 

22.2 

40.6 

33.3 

7.2 

11.5 

10.9 

11.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども

（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等

不定期の労働

その他

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日以上 未回答

(N=334)

(N=279)

(N=9)

(N=101)

ž 利用希望の有無については、「利用したい」が 51.9％、「利用する必要はない」が 47.0％

となっている。

ž サービスを利用する目的としては、「私用・リフレッシュ目的」（78.2％）が最も多く、

次いで「冠婚葬祭、学校行事、子ども(兄弟姉妹を含む)や親の通院 等」、「不定期の就

労」の順に多くなっている。

ž 目的別の希望利用日数については、「私用、リフレッシュ目的」は「11 日以上」

（41.3％）、「冠婚葬祭、学校行事、子ども(兄弟姉妹を含む)や親の通院 等」では「５

日」（23.3％）、「不定期の就労」では「11 日以上」（40.6％）が最も多くなっている。
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問 24-1 問 24 で「利用したい」に○をつけた方にうかがいます。問 24 の目的でお子さんを預ける場

合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。

87.4

52.9

19.0

1.2

2.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

幼稚園・保育所等で子どもを保育するサービス

地域子育て支援拠点等で子どもを保育するサービス

地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する

サービス（例：ファミリー・サポート・センター等）

その他

未回答

N=427

望ましい事業形態は、「幼稚園・保育所等で子どもを保育するサービス」（87.4％）が最も

多く、次いで「地域子育て支援拠点等で子どもを保育するサービス」、「地域住民等が子育て

家庭等の近くの場所で保育するサービス」の順に多くなっている。
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問 25 宛名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れ

や育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必要があると思い

ますか。

■利用目的

■目的別の希望泊数

17.0 81.3

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

利用したい 利用する必要はない 未回答

46.4

75.0

71.4

2.9

2.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

冠婚葬祭

保護者や家族の育児疲れ・不安

保護者や家族の病気

その他

未回答

N=140

35.4 

13.3 

8.0 

50.0 

18.5 

16.2 

18.0 

25.0 

12.3 

13.3 

9.0 

5.7 

3.0 

9.2 

10.5 

15.0 

0.0 
3.8 

3.0 

3.1 

3.8 

11.0 

0.0 
1.0 

1.0 

0.0 

0.0 
1.0 

3.1 

6.7 

9.0 

4.6 

16.2 

12.0 

13.8 

9.5 

10.0 

25.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

冠婚葬祭

保護者や家族の育児疲れ・不安

保護者や家族の病気

その他

１泊 ２泊 ３泊 ４泊 ５泊 ６泊 ７泊 ８泊 ９泊 １０泊 11泊以上 未回答

(N=65)

(N=105)

(N=4)

(N=100)

ž 利用希望の有無については、「利用したい」が 17.0％、「利用する必要はない」が 81.3％

となっている。

ž サービスを利用する目的としては、「保護者や家族の育児疲れ・不安」（75.0％）が最も

多く、次いで「保護者や家族の病気」、「冠婚葬祭」の順に多くなっている。

ž 目的別の希望泊数については、「保護者や家族の育児疲れ・不安」は「２泊」と「11 泊

以上」（16.2％）、「保護者や家族の病気」では「２泊」（18.0％）、「冠婚葬祭」では「１

泊」（35.4％）が最も多くなっている。
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（１０） 小学校就学後の放課後の過ごし方について

宛名のお子さんが５歳以上の方は、問 26 からお答えください。

問 26 宛名のお子さんについて、小学校就学後は、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような

場所で過ごさせたいと思いますか。

37.4

11.5

24.2

3.1

16.3

38.8

10.1

0.4

2.2

5.7

31.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童保育（市が運営しているもの）

学童保育（NPO法人、民間等が運営しているもの）

ファミリー・サポート・センター

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

未回答

N=227

ž 小学校就学後、放課後の時間をどのような場所で過ごさせたいかについては、「学童保育

（市が運営しているもの）」（38.8％）が最も多く、次いで、「自宅」「習い事」の順に多

くなっている。

ž 週当たりの希望利用日数は、「学童保育（市が運営しているもの）」（47.7％）、「自宅」

（25.9％）は「５日」が最も多く、「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾な

ど）」は「１日」（43.6％）が最も多くなっている。
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■週当たりの希望利用日数

7.1 

30.8 

43.6 

14.3 

10.8 

2.3 

0.0 

23.1 

12.9 

30.8 

32.7 

71.4 

54.1 

6.8 

8.7 

40.0 

46.2 

22.4 

3.8 

14.5 

0.0 

5.4 

19.3 

13.0 

20.0 

7.7 

7.1 

3.8 

1.8 

0.0 2.7 

10.2 

0.0 

7.7 

25.9 

19.2 

14.3 

13.5 

47.7 

60.9 

100.0 

40.0 

2.4 

0.0 

2.7 

6.8 

8.7 

15.3 

3.8 

0.0 

0.0 

7.1 

7.7 

7.3 

10.8 

6.8 

8.7 

15.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童保育（市が運営しているもの）

学童保育（NPO法人、民間等が運営しているもの）

ファミリー・サポート・センター

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 未回答

(N=85)

(N=26)

(N=55)

(N=7)

(N=37)

(N=88)

(N=23)

(N=1)

(N=5)

(N=13)
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問 26-1 問 26 で「学童保育（市が運営しているもの）」または「学童保育（NPO 法人、民間等が運営し

ているもの）」に○をつけた方にうかがいます。小学校何年生まで学童保育の利用を希望します

か。また、利用を希望する時間もご記入ください。

■利用を希望する学年

■希望利用終了時間

0.0 3.2

37.9 25.3

3.2

29.5

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=95

１年生まで ２年生まで ３年生まで ４年生まで ５年生まで ６年生まで 未回答

8.4 23.2 42.1 16.8

4.2

2.1

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=95

１６時 １７時 １８時 １９時 ２０時 その他 未回答

ž 学童保育について、小学校何年生まで利用を希望するかについては、「３年生まで」

（37.9％）が最も多く、次いで、「６年生まで」「４年生まで」の順に多くなっている。

学童保育の利用について、高学年（４年生以上）で希望するものは 58.0％と過半数を占

めている。

ž 学童保育の希望利用終了時間については、「18 時」（42.1％）が最も多く、次いで、「17

時」「19 時」の順に多くなっている。
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問 26-2 問 26 で「学童保育（市が運営しているもの）」または「学童保育（NPO 法人、民間等が運営し

ているもの）」に○をつけた方にうかがいます。

宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、学童保育の利用希望はありますか。

(1) 土曜日

■利用を希望する学年

■希望利用開始時間

■希望利用終了時間

47.4 51.6

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=95

利用を希望する 利用する必要はない 未回答

0.0 0.0

33.3 31.1 8.9 22.2

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=45

１年生まで ２年生まで ３年生まで ４年生まで ５年生まで ６年生まで 未回答

0.0

8.9 60.0 20.0

0.0

2.2

8.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=45

６時 ７時 ８時 ９時 １０時 その他 未回答

13.3 31.1 28.9 11.1

4.4

2.2

8.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=45

１６時 １７時 １８時 １９時 ２０時 その他 未回答

ž 土曜日の利用希望の有無については、「利用を希望する」が 47.4％、「利用する必要はな

い」が 51.6％となっている。

ž 小学校何年生まで利用を希望するかについては、「３年生まで」（33.3％）が最も多く、

次いで、「４年生まで」「６年生まで」の順に多くなっている。

ž 希望利用開始時間については、「８時」（60.0％）が最も多く、次いで、「９時」「７時」

の順に多くなっている。

ž 希望利用終了時間については、「17 時」（31.1％）が最も多く、次いで、「18時」「16

時」の順に多くなっている。
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(2) 日曜日

■利用を希望する学年

■希望利用開始時間

■希望利用終了時間

18.9 78.9

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=95

利用を希望する 利用する必要はない 未回答

0.0 0.0

38.9 22.2

0.0

38.9

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=18

１年生まで ２年生まで ３年生まで ４年生まで ５年生まで ６年生まで 未回答

0.0

11.1 66.7 11.1

0.0

0.0

11.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=18

６時 ７時 ８時 ９時 １０時 その他 未回答

5.6 27.8 27.8 16.7 11.1

0.0

11.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=18

１６時 １７時 １８時 １９時 ２０時 その他 未回答

ž 日曜日の利用希望の有無については、「利用を希望する」が 18.9％、「利用する必要はな

い」が 78.9％となっている。

ž 小学校何年生まで利用を希望するかについては、「３年生まで」と「６年生まで」が同率

（38.9％）で最も多く、次いで、「４年生まで」となっている。

ž 希望利用開始時間については、「８時」（66.7％）が最も多くなっている。

ž 希望利用終了時間については、「17 時」「18 時」が同率（27.8％）で最も多くなってい

る。
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問 26-3 問 26 で「学童保育（市が運営しているもの）」または「学童保育（NPO 法人、民間等が運営し

ているもの）」に○をつけた方にうかがいます。

宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の学童保育の利用希望はあり

ますか。

■利用を希望する学年

■希望利用開始時間

■希望利用終了時間

92.6

4.2

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=95

利用を希望する 利用する必要はない 未回答

0.0 3.4

29.5 21.6 5.7 37.5

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=88

１年生まで ２年生まで ３年生まで ４年生まで ５年生まで ６年生まで 未回答

0.0

14.8 61.4 14.8

0.0

1.1

8.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=88

６時 ７時 ８時 ９時 １０時 その他 未回答

13.6 26.1 38.6 11.4

3.4

0.0

6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=88

１６時 １７時 １８時 １９時 ２０時 その他 未回答

ž 長期の休暇期間中の利用希望の有無については、「利用を希望する」が 92.6％、「利用す

る必要はない」が 4.2％となっている。

ž 小学校何年生まで利用を希望するかについては、「６年生まで」（37.5％）が最も多く、

次いで、「３年生まで」「４年生まで」の順に多くなっている。

ž 希望利用開始時間については、「８時」（61.4％）が最も多くなっている。

ž 希望利用終了時間については、「18 時」（38.6％）が最も多く、次いで、「17時」「16

時」の順に多くなっている。
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（１１） 職場の両立支援制度について

問 27 子どもが原則１歳※１になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子どもが満３歳になるまでの

育児休業等※２期間について健康保険及び厚生年金保険の保険料が免除になる仕組みがあります

が、そのことをご存じでしたか。

※１ 保育所における保育の実施が行われないなど一定の要件を満たす場合は２歳

※２ 法定の育児休業及び企業が法定を上回る期間設けた育児休業に準ずる措置

40.3 21.8

0.7

18.0 19.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた

育児休業給付のみ知っていた

保険料免除のみ知っていた

育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった

未回答

各制度の認知度については、「育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた」

（40.3％）が最も多く、次いで「育児休業給付のみ知っていた」、「いずれも知らなかった」

の順に多くなっている。
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問 27-1 宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。母

親、父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。また、「取得してい

ない」を選んだ方はその理由もお答えください。

(1) 母親

■取得していない理由

27.3 43.9 10.7 18.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 未回答

6.8

8.0

4.5

8.0

0.0

6.8

4.5

1.1

4.5

21.6

17.0

10.2

1.1

2.3

26.1

3.4

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえる

など、制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった、

または取得できなかったため退職した

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）

を取得できることを知らず、退職した

その他

未回答

N=88

ž 育児休業を取得したかどうかについては、「取得した（取得中である）」（43.9％）が最も

多く、次いで、「働いていなかった」「取得していない」の順に多くなっている。

ž 育児休業を取得していない理由として、「子育てや家事に専念するため退職した」

（21.6％）が最も多く、次いで「職場に育児休業の制度がなかった、または取得できな

かったため退職した」が多くなっている。
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(2) 父親

■取得していない理由

1.2

8.6 65.0 25.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 未回答

37.8

46.3

0.2

3.4

6.4

32.6

1.5

28.7

17.0

0.0

4.5

0.2

2.1

0.0

8.4

3.7

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえる

など、制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった、

または取得できなかったため退職した

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）

を取得できることを知らず、退職した

その他

未回答

N=534

ž 育児休業を取得したかどうかについては、「取得していない」（65.0％）が最も多くなっ

ている。

ž 育児休業を取得していない理由として、「仕事が忙しかった」（46.3％）が最も多く、次

いで「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」、「収入減となり、経済的に苦しく

なる」という理由も多くなっている。
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問 27-2 問 27-1 で「取得した（取得中である）」と答えた方にうかがいます。

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。

(1) 母親

(2) 父親

問 27-3 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングでしたか。

あるいはそれ以外でしたか。

(1) 母親

(2) 父親

67.6 23.8 8.6

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=361

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である  育児休業中に離職した 未回答

88.7 11.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=71

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である  育児休業中に離職した 未回答

59.8 39.3

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=244

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった 未回答

3.2

92.1

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=63

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった 未回答

育児休業取得後、職場に復帰したかどうかについては、母親では「育児休業取得後、職場

に復帰した」（67.6％）が最も多く、次いで「現在も育児休業中である」（23.8％）が多くな

っている。また、父親では「育児休業取得後、職場に復帰した」（88.7％）が最も多くなって

いる。

育児休業から復帰したタイミングについては、母親では「年度初めの入所に合わせたタイ

ミングだった」（59.8％）が最も多くなっている。また、父親では「それ以外だった」

（92.1％）が最も多くなっている。
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問 27-4 育児休業からは、「実際」に宛名のお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。ま

た、お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。

(1) 母親

■実際の育児休業期間

■希望する育児休業期間

(2) 父親

■実際の育児休業期間

■希望する育児休業期間

0.8 5.3

26.2 36.1 18.4 4.9

1.2

7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=244

３ヶ月未満 ３ヶ月以上６ヶ月未満 ６ヶ月以上１歳未満 １歳以上１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月以上２歳未満 ２歳以上３歳未満 ３歳以上 未回答

0.0 0.4

4.9 28.7 13.1 18.4 16.4 7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=244

３ヶ月未満 ３ヶ月以上６ヶ月未満 ６ヶ月以上１歳未満 １歳以上１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月以上２歳未満 ２歳以上３歳未満 ３歳以上 未回答

55.6 14.3 9.5

4.8

15.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=63

３ヶ月未満 ３ヶ月以上６ヶ月未満 ６ヶ月以上１歳未満 １歳以上１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月以上２歳未満 ２歳以上３歳未満 ３歳以上 未回答

7.9 15.9 11.1 33.3

1.6 3.2

3.2

23.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=63

３ヶ月未満 ３ヶ月以上６ヶ月未満 ６ヶ月以上１歳未満 １歳以上１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月以上２歳未満 ２歳以上３歳未満 ３歳以上 未回答

ž 実際に育児休業から職場復帰した時期は、「１歳以上１歳６月未満」（36.1％）が最も多

くなっている。

ž 勤め先の育児休業の制度の期間内で、育児休業を取りたかった期間は、「１歳以上１歳６

月未満」（28.7％）が最も多くなっている。

ž 実際に育児休業から職場復帰した時期は、「３ヶ月未満」（55.6％）が最も多くなってい

る。

ž 勤め先の育児休業の制度の期間内で、育児休業を取りたかった期間は、「１歳以上１歳６

月未満」（33.3％）が最も多くなっている。
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問 27-5 お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」としては宛

名のお子さんが何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。

(1) 母親

(2) 父親

問 27-6 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。

(1) 母親

(2) 父親

0.4 0.8 2.5

15.2 6.1 16.0 45.9 13.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=244

３ヶ月未満 ３ヶ月以上６ヶ月未満 ６ヶ月以上１歳未満 １歳以上１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月以上２歳未満 ２歳以上３歳未満 ３歳以上 未回答

1.6 1.6

11.1 23.8

0.0 3.2

31.7 27.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=63

３ヶ月未満 ３ヶ月以上６ヶ月未満 ６ヶ月以上１歳未満 １歳以上１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月以上２歳未満 ２歳以上３歳未満 ３歳以上 未回答

28.3 45.5 21.3 4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=244

利用する必要がなかった 利用した 利用したかったが、利用しなかった 未回答

52.4

1.6

42.9

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=63

利用する必要がなかった 利用した 利用したかったが、利用しなかった 未回答

勤め先に育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、育児休業取得を希望す

る期間は、母親では「３歳以上」（45.9％）が最も多く、次いで「２歳以上３歳未満」

（16.0％）、「１歳以上１歳６ヶ月未満」（15.2％）の順に多くなっている。

また、父親では「３歳以上」（31.7％）が最も多く、次いで「１歳以上１歳６ヶ月未満」

（23.8％）、「６ヶ月以上１歳未満」（11.1％）の順に多くなっている。

育児休業からの職場復帰時に短時間勤務制度を利用したかどうかについては、母親では

「利用した」（45.5％）が最も多く、次いで「利用する必要がなかった」（28.3％）、「利用し

たかったが、利用しなかった」（21.3％）の順に多くなっている。

また、父親では「利用する必要がなかった」（52.4％）が最も多く、次いで「利用したかっ

たが、利用しなかった」（42.9％）、「利用した」（1.6％）の順となっている。
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問 27-7 問 27-2 で「現在も育児休業中である」と回答した方にうかがいます。

宛名のお子さんが 1歳になったときに必ず利用できるサービスがあれば、1歳になるまで育児

休業を取得しますか。または、預けられるサービスがあっても 1歳になる前に復帰しますか。

(1) 母親

(2) 父親

93.0

4.7

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=86

１歳になるまで育児休業を取得したい １歳になる前に復帰したい 未回答

50.0 50.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=8

１歳になるまで育児休業を取得したい １歳になる前に復帰したい 未回答

子どもが１歳になったときに必ず利用できるサービスがあれば、１歳になるまで育児休業

を取得するかどうかについては、母親では「１歳になるまで育児休業を取得したい」

（93.0％）が最も多くなっている。

また、父親では「１歳になるまで育児休業を取得したい」、「１歳になる前に復帰したい」

が同率（８人中４人）となっている。



48

（１２） 大網白里市の子育て環境や支援について

問 28 大網白里市における子育て環境や支援の満足度について当てはまる番号１つに○をつけてくださ

い。

■全体

■居住地域別

17.0 23.4 38.8 7.9

1.2

11.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

低い やや低い ふつう やや高い 高い 未回答

22.2 

14.0 

15.0 

18.9 

26.0 

19.3 

15.9 

19.4 

23.9 

24.3 

22.6 

20.8 

24.6 

24.6 

41.7 

40.4 

39.3 

36.6 

35.1 

38.6 

39.1 

11.1 

6.3 

10.7 

10.4 

6.5 

8.8 

2.9 

0.0 

0.4 
1.4 

2.4 

0.0 

3.5 

1.4 

5.6 

15.1 

9.3 

9.1 

11.7 

5.3 

15.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

季美の森小学校区

大網小学校区

大網東小学校区

瑞穂小学校区

増穂小学校区

増穂北小学校区

白里小学校区

低い やや低い ふつう やや高い 高い 未回答

(N=36 )

(N=272)

(N=140)

(N=164)

(N=77)

(N=57)

(N=69)

ž 大網白里市における子育ての環境や支援への満足度については、「ふつう」（38.8％）が

最も多くなっており、『満足度が低い』（「満足度が低い」と「やや満足度が低い」の合

計）は 40.4％、『満足度が高い』（「満足度が高い」と「やや満足度が高い」の合計）は

9.1％となっている。

ž 居住地域別にみると、「増穂小学校区」で『満足度が低い』（46.8％）が最も多くなって

おり、「瑞穂小学校区」で『満足度が高い』（合計 12.8％）が最も多くなっている。
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問 28-1 市が行っている子育て支援施策で、評価するものをお答えください。

■全体

■居住地域別

26.4

3.3

6.9

24.5

48.5

1.3

12.0

15.3

23.4

14.4

22.5

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

保育施設の充実

ファミリー･サポート･センターの設立

病児保育利用者への助成

子育て支援センターの実施

子ども医療助成金

こども家庭相談室の開室

保育士への賃金改善

子育て支援館の設置

子育て交流センターの設置

学童保育室の拡充

未回答

N=822

25.0

2.8

8.3

16.7

58.3

2.8

22.2

5.6

25.0

11.1

13.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

保育施設の充実

ファミリー･サポート･センターの設立

病児保育利用者への助成

子育て支援センターの実施

子ども医療助成金

こども家庭相談室の開室

保育士への賃金改善

子育て支援館の設置

子育て交流センターの設置

学童保育室の拡充

未回答

季美の森小学校区(N=36)

ž 市の子育て支援施策で評価されているものについては、全体では「子ども医療助成金」

（48.5％）が最も多く、次いで「保育施設の充実」（26.4％）、「子育て支援センターの実

施」（24.5％）の順に多くなっている。

ž 居住地域別にみると、すべての地域で「子ども医療助成金」が最も多くなっている。

また、「子ども医療助成金」以外は、季美の森小学校区、大網東小学校区、瑞穂小学校

区、増穂北小学校区、白里小学校区では「保育施設の充実」、季美の森小学校区、大網小

学校区では、「子育て交流センターの設置」、増穂小学校区では「子育て支援センターの実

施」、増穂北小学校区では「子育て支援館の設置」が次いで多くなっている。
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23.2

2.9

6.3

25.4

43.4

0.7

12.9

14.0

32.4

20.2

24.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

保育施設の充実

ファミリー･サポート･センターの設立

病児保育利用者への助成

子育て支援センターの実施

子ども医療助成金

こども家庭相談室の開室

保育士への賃金改善

子育て支援館の設置

子育て交流センターの設置

学童保育室の拡充

未回答

大網小学校区(N=272)

33.6

2.9

5.7

22.9

49.3

0.0

12.1

12.9

21.4

12.9

23.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

保育施設の充実

ファミリー･サポート･センターの設立

病児保育利用者への助成

子育て支援センターの実施

子ども医療助成金

こども家庭相談室の開室

保育士への賃金改善

子育て支援館の設置

子育て交流センターの設置

学童保育室の拡充

未回答

大網東小学校区(N=140)

27.4

1.8

7.3

25.0

49.4

2.4

12.8

16.5

22.6

15.2

17.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

保育施設の充実

ファミリー･サポート･センターの設立

病児保育利用者への助成

子育て支援センターの実施

子ども医療助成金

こども家庭相談室の開室

保育士への賃金改善

子育て支援館の設置

子育て交流センターの設置

学童保育室の拡充

未回答

瑞穂小学校区(N=164)
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26.0

6.5

10.4

33.8

42.9

1.3

7.8

16.9

19.5

6.5

26.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

保育施設の充実

ファミリー･サポート･センターの設立

病児保育利用者への助成

子育て支援センターの実施

子ども医療助成金

こども家庭相談室の開室

保育士への賃金改善

子育て支援館の設置

子育て交流センターの設置

学童保育室の拡充

未回答

増穂小学校区(N=77)

26.3

8.8

3.5

22.8

61.4

3.5

14.0

26.3

14.0

5.3

17.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

保育施設の充実

ファミリー･サポート･センターの設立

病児保育利用者への助成

子育て支援センターの実施

子ども医療助成金

こども家庭相談室の開室

保育士への賃金改善

子育て支援館の設置

子育て交流センターの設置

学童保育室の拡充

未回答

増穂北小学校区(N=57)

23.2

1.4

10.1

18.8

55.1

1.4

5.8

18.8

7.2

11.6

27.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

保育施設の充実

ファミリー･サポート･センターの設立

病児保育利用者への助成

子育て支援センターの実施

子ども医療助成金

こども家庭相談室の開室

保育士への賃金改善

子育て支援館の設置

子育て交流センターの設置

学童保育室の拡充

未回答

白里小学校区(N=69)
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問 28-2 大網白里市に、どのような子育て支援の充実を図ってほしいと期待していますか。

■全体

■居住地域別

24.9

60.6

15.1

21.4

7.7

45.6

7.3

64.7

18.5

10.7

1.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

児童館など、親子が安心して集まれる身近な場やイベントの機会がほしい

子ども連れが出かけやすく、楽しめる場所を増やして（設置して）ほしい

子育てに困った時に相談したり、情報を得られる場所を作ってほしい

保育所を増やしてほしい

幼稚園を増やしてほしい

保育所や幼稚園にかかる費用負担を軽減してほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制（土日・夜間等）を整備してほしい

残業時間の短縮や休暇取得など職場環境の改善を企業に働きかけてほしい

その他

特にない

N=822

22.2

61.1

5.6

16.7

2.8

52.8

5.6

69.4

19.4

11.1

2.8

5.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

児童館など、親子が安心して集まれる身近な場やイベントの機会がほしい

子ども連れが出かけやすく、楽しめる場所を増やして（設置して）ほしい

子育てに困った時に相談したり、情報を得られる場所を作ってほしい

保育所を増やしてほしい

幼稚園を増やしてほしい

保育所や幼稚園にかかる費用負担を軽減してほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制（土日・夜間等）を整備してほしい

残業時間の短縮や休暇取得など職場環境の改善を企業に働きかけてほしい

その他

特にない

未回答

季美の森小学校区(N=36)

ž 市に期待する子育て支援については、全体では「安心して子どもが医療機関にかかれる

体制(土日・夜間等)を整備してほしい」（64.7％）が最も多く、次いで「子ども連れが出

かけやすく、楽しめる場所を増やして（設置して）ほしい」（60.6％）、「保育所や幼稚園

にかかる費用負担を軽減してほしい」（45.6％）の順に多くなっている。

ž 居住地域別にみても、すべての地域で「安心して子どもが医療機関にかかれる体制(土

日・夜間等)を整備してほしい」及び「子ども連れが出かけやすく、楽しめる場所を増や

して（設置して）ほしい」が多くなっている。
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19.9

57.0

14.7

21.0

9.6

46.3

5.9

68.0

21.0

10.7

0.7

13.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

児童館など、親子が安心して集まれる身近な場やイベントの機会がほしい

子ども連れが出かけやすく、楽しめる場所を増やして（設置して）ほしい

子育てに困った時に相談したり、情報を得られる場所を作ってほしい

保育所を増やしてほしい

幼稚園を増やしてほしい

保育所や幼稚園にかかる費用負担を軽減してほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制（土日・夜間等）を整備してほしい

残業時間の短縮や休暇取得など職場環境の改善を企業に働きかけてほしい

その他

特にない

未回答

大網小学校区(N=272)

27.9

66.4

19.3

28.6

10.7

47.9

9.3

63.6

19.3

10.7

1.4

10.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

児童館など、親子が安心して集まれる身近な場やイベントの機会がほしい

子ども連れが出かけやすく、楽しめる場所を増やして（設置して）ほしい

子育てに困った時に相談したり、情報を得られる場所を作ってほしい

保育所を増やしてほしい

幼稚園を増やしてほしい

保育所や幼稚園にかかる費用負担を軽減してほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制（土日・夜間等）を整備してほしい

残業時間の短縮や休暇取得など職場環境の改善を企業に働きかけてほしい

その他

特にない

未回答

大網東小学校区(N=140)

26.2

59.8

13.4

21.3

7.3

45.7

7.9

57.3

12.2

9.8

1.8

9.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

児童館など、親子が安心して集まれる身近な場やイベントの機会がほしい

子ども連れが出かけやすく、楽しめる場所を増やして（設置して）ほしい

子育てに困った時に相談したり、情報を得られる場所を作ってほしい

保育所を増やしてほしい

幼稚園を増やしてほしい

保育所や幼稚園にかかる費用負担を軽減してほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制（土日・夜間等）を整備してほしい

残業時間の短縮や休暇取得など職場環境の改善を企業に働きかけてほしい

その他

特にない

未回答

瑞穂小学校区(N=164)
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31.2

63.6

15.6

19.5

6.5

40.3

3.9

63.6

22.1

11.7

1.3

9.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

児童館など、親子が安心して集まれる身近な場やイベントの機会がほしい

子ども連れが出かけやすく、楽しめる場所を増やして（設置して）ほしい

子育てに困った時に相談したり、情報を得られる場所を作ってほしい

保育所を増やしてほしい

幼稚園を増やしてほしい

保育所や幼稚園にかかる費用負担を軽減してほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制（土日・夜間等）を整備してほしい

残業時間の短縮や休暇取得など職場環境の改善を企業に働きかけてほしい

その他

特にない

未回答

増穂小学校区(N=77)

33.3

70.2

21.1

19.3

3.5

56.1

14.0

77.2

21.1

17.5

0.0

5.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

児童館など、親子が安心して集まれる身近な場やイベントの機会がほしい

子ども連れが出かけやすく、楽しめる場所を増やして（設置して）ほしい

子育てに困った時に相談したり、情報を得られる場所を作ってほしい

保育所を増やしてほしい

幼稚園を増やしてほしい

保育所や幼稚園にかかる費用負担を軽減してほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制（土日・夜間等）を整備してほしい

残業時間の短縮や休暇取得など職場環境の改善を企業に働きかけてほしい

その他

特にない

未回答

増穂北小学校区(N=57)

24.6

55.1

13.0

15.9

2.9

33.3

5.8

62.3

15.9

5.8

2.9

17.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

児童館など、親子が安心して集まれる身近な場やイベントの機会がほしい

子ども連れが出かけやすく、楽しめる場所を増やして（設置して）ほしい

子育てに困った時に相談したり、情報を得られる場所を作ってほしい

保育所を増やしてほしい

幼稚園を増やしてほしい

保育所や幼稚園にかかる費用負担を軽減してほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制（土日・夜間等）を整備してほしい

残業時間の短縮や休暇取得など職場環境の改善を企業に働きかけてほしい

その他

特にない

未回答

白里小学校区(N=69)
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２ 小学生児童の保護者

（１） お住まいの地域について

問１ お住まいの地域はどこですか。

問２ 大網白里市に住んでどのくらいになりますか。

4.3

33.1 10.7 21.4 11.1 9.1 9.9

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=514

季美の森小学校区 大網小学校区 大網東小学校区 瑞穂小学校区

増穂小学校区 増穂北小学校区 白里小学校区 未回答

1.4 2.9

4.5

21.0 28.6 41.1

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=514

１年未満 １年～２年 ３年～４年 ５年～９年 10 年～14 年 15 年以上 未回答

回答者の居住地域は、「大網小学校区」（33.1％）が最も多く、次いで「瑞穂小学校区」、

「増穂小学校区」の順に多くなっている。

回答者の居住年数は、「15 年以上」（41.1％）が最も多く、次いで「10年～14 年」、「５年

～９年」の順に多くなっている。
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（２） お子さんとご家族の状況について

問３ 宛名のお子さんの学年をご記入ください。

問４ 宛名のお子さんは何人きょうだいですか。

問５ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。

15.6 18.5 18.9 17.1 10.9 18.5

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=514

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 未回答

27.6 46.9 20.2

4.7

0.6
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=514

1人 2人 3人 4人以上 未回答

90.3 8.9

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=514

母親 父親 その他

子どもの学年については、「３年生」（18.9％）が最も多く、次いで「２年生」、「６年生」

が同率で多くなっている。

子どものきょうだいの人数については、「２人」（46.9％）が最も多く、次いで「１人」、

「３人」の順に多くなっている。

回答者の続柄は、「母親」が 90.3％、「父親」が 8.9％、「その他」が 0.8％となっている。
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問６ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。

問７ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。

（３） 子どもの育ちをめぐる環境について

問８ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（施設）ですか。

86.4 13.2

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=514

配偶者がいる 配偶者はいない 未回答

55.6 41.1

1.6
1.0

0.2 0.6
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=514

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 未回答

回答者の配偶関係は、「配偶者がいる」が 86.4％、「配偶者はいない」が 13.2％となってい

る。

子育てを主に行っているのは、「父母ともに」（55.6％）が最も多く、次いで「主に母親」、

「主に父親」の順に多くなっている。

ž 子育てに日常的に関わっているのは、全体では「父母ともに」（62.6％）が最も多く、次

いで「小学校」、「母親」の順に多くなっている。

ž 1 年生では、「父母ともに」（71.3％）が最も多く、次いで「小学校」、「学童保育」の順

に多くなっている。

ž ２年生では、「父母ともに」（60.0％）が最も多く、次いで「小学校」、「母親」の順に多

くなっている。

ž ３年生では、「父母ともに」（61.9％）が最も多く、次いで「小学校」、「母親」の順に多

くなっている。
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■全体

■学年別

62.6
34.2

3.3
24.1

56.8
16.7

7.6
5.3

0.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

父母ともに

母親

父親

祖父母

小学校

学童保育

放課後子ども教室

その他

未回答

N=514

71.3
26.3

1.3
30.0

66.3
38.8

16.3
6.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

父母ともに

母親

父親

祖父母

小学校

学童保育

放課後子ども教室

その他

１年生(N=80)

61.9
35.1

1.0
24.7

60.8
15.5

7.2
2.1

父母ともに

母親

父親

祖父母

小学校

学童保育

放課後子ども教室

その他

３年生(N=97)

60.0
35.8

5.3
28.4

57.9
33.7

16.8
6.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

父母ともに

母親

父親

祖父母

小学校

学童保育

放課後子ども教室

その他

2年生(N=95)

53.4
42.0

8.0
23.9

59.1
4.5

2.3
6.8

父母ともに

母親

父親

祖父母

小学校

学童保育

放課後子ども教室

その他

４年生(N=88)

66.3
32.6

2.1
21.1

43.2
3.2

1.1
4.2

父母ともに

母親

父親

祖父母

小学校

学童保育

放課後子ども教室

その他

６年生(N=95)

64.3
33.9

1.8
14.3

55.4
1.8

0.0
7.1

父母ともに

母親

父親

祖父母

小学校

学童保育

放課後子ども教室

その他

５年生(N=56)
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問９ 日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。

問９-1 問９で「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」または「緊急時もしくは用事の際には祖父

母等の親族にみてもらえる」に○をつけた方にうかがいます。祖父母等の親族にお子さんをみ

てもらっている状況についてお答えください。

25.1

55.3

2.9

16.3

15.0

1.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

日常的に祖父母等の

親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人

・知人がいる（近所の人も含む）

緊急時もしくは用事の際には子ども

をみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

未回答

N=514

60.1

32.5

23.5

18.8

7.7

2.8

0.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

祖父母等に気兼ねすることなく、安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい

環境であるか、少し不安がある

その他

未回答

N=388

日頃、子どもをみてもらえる親族・知人に関しては、「緊急時もしくは用事の際には祖父母

等の親族にみてもらえる」（55.3％）が最も多くなっている。

祖父母等の親族に子どもをみてもらっている状況については、「祖父母等に気兼ねすること

なく、安心して子どもをみてもらえる」（60.1％）が最も多く、次いで「祖父母等の親族の身

体的負担が心配である」、「祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が心配である」の順

に多くなっている。
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問９-2 問９で「日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる(近所の人も含む)」または「緊急時

もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」に○をつけた方にうかがいま

す。友人・知人（近所の人も含む）にお子さんをみてもらっている状況についてお答えくださ

い。

問 10 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる人はいますか。また、相談

できる場所はありますか。

54.8

10.8

31.2

32.3

0.0

1.1

1.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

友人・知人に気兼ねすることなく、安心して子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発育にとってふさわしい

環境であるか、少し不安がある

その他

未回答

N=93

84.6 14.4

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=514

いる／ある いない／ない 未回答

友人・知人（近所の人も含む）にお子さんをみてもらっている状況については、「友人・知

人に気兼ねすることなく、安心して子どもをみてもらえる」（54.8％）が最も多く、次いで

「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」、「友人・知人の時間的制約

や精神的な負担が心配である」の順に多くなっている。

子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる先については、「いる／ある」が

84.6％、「いない／ない」が 14.4％となっている。
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問 10-1 問 10 で「いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。お子さんの子育て（教育を含む）に

関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。

72.2
74.9

10.3
1.8

23.7
2.8

5.7
0.7
0.9

0.0
6.9

1.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設（地域子育て支援拠点、児童館等）・NPO

小学校教諭

養護教諭・スクールカウンセラー

学童保育の指導員

放課後子ども教室の指導者

課外活動の指導者

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

市の子育て関連担当窓口

その他

N=435

子育てに関して、気軽に相談できる先については、「友人や知人」（74.9％）が最も多く、

次いで「祖父母等の親族」、「小学校教諭」の順に多くなっている。
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（４） お子さんの保護者の就労状況について

問 11 宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。

(1) 母親

(2) 父親

37.2

0.2

40.9

1.0

17.1

1.6

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=514

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない
フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である
パートタイム（「フルタイム」以外の短時間の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない
パートタイム（「フルタイム」以外の短時間の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である
以前は就労していたが、現在は就労していない
これまで就労したことがない
未回答

84.4

0.4

0.8 0.0 1.4 0.0

13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=822

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない
フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である
パートタイム（「フルタイム」以外の短時間の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない
パートタイム（「フルタイム」以外の短時間の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である
以前は就労していたが、現在は就労していない
これまで就労したことがない
未回答

現在の就労状況については、「パートタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中では

ない」（40.9％）が最も多く、次いで「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中

ではない」（37.2％）が多くなっている。

現在の就労状況については、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではな

い」（84.4％）が最も多くなっている。
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問 11-1 問 11 で「就労している（フルタイム・パートタイム）」に○をつけた方にうかがいます。週当

たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。

(1) 母親

■週当たりの就労日数

■１日当たりの就労時間

(2) 父親

■週当たりの就労日数

■１日当たりの就労時間

0.5 2.7

13.0 21.1 53.1

5.2

1.5 2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=407

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 未回答

0.7 0.5

3.2

12.3 14.7 11.5 9.8 33.2 10.6

3.4
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=407

１時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間 ６時間 ７時間 ８時間 ９時間以上 未回答

0.0 0.0 1.1

2.3

68.9 25.7

1.6 0.5
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=440

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 未回答

0.0
0.2 0.0

0.2 0.7

0.9

0.9

42.5 53.6

0.9
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=440

１時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間 ６時間 ７時間 ８時間 ９時間以上 未回答

週当たりの就労日数は「５日」（53.1％）が最も多く、次いで「４日」が多くなっている。

1日当たりの就労時間は「８時間」（33.2％）が最も多くなっている。

週当たりの就労日数は「５日」（68.9％）が最も多く、次いで「６日」が多くなっている。

1日当たりの就労時間は「９時間以上」（53.6％）が最も多くなっている。
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問 12 問 11 で「パートタイムで就労している」に○をつけた方にうかがいます。フルタイムへの転換

希望はありますか。

(1) 母親

(2) 父親

※以下、回答数が少ないため、グラフ省略 N=4

9.8 23.3 61.4

3.7

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=215

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パートタイム（「フルタイム」以外の短時間）の就労を続けることを希望

パートタイム（「フルタイム」以外の短時間）をやめて子育てや家事に専念したい

未回答

フルタイムへの転換希望については、「パートタイムの就労を続けることを希望」

（61.4％）が最も多く、次いで「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはな

い」が多くなっている。

現在パートタイムで就労中の方４人のうち、フルタイムへの転換希望があるかについて

は、２人が「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、

実現できる見込みはない」と回答している。

「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）

への転換希望はあるが、実現できる見込みはない」 ２票

「パートタイム（「フルタイム」以外の短時間）をやめて

子育てや家事に専念したい」 １票

未回答 １票
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問 13 問 11 で「以前は就労していたが、現在は就労していない」または「これまで就労したことがな

い」に○をつけた方にうかがいます。就労したいという希望はありますか。

(1) 母親

■一番下の子どもが何歳になったころに就労したいか

※以下、回答数が少ないため、グラフ省略 N=10

■希望する就労形態

42.7 10.4 46.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=96

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1 年より先に就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

0.0

98.2

1.8
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=55

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） パートタイム（フルタイム以外） 未回答

ž 現在就労していない方の就労希望については、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労し

たい」（46.9％）が最も多く、次いで「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はな

い）」が多くなっている。

ž １年より先に就労したい場合、一番下の子どもが何歳になったころに就労したいかにつ

いては、全員が「１０歳以上」と回答している。

ž 希望する就労形態は、１人が「未回答」であった外、全員が「パートタイム」と回答し

ている。

ž 週当たりの希望就労日数は「３日」（34.5％）が最も多く、次いで「４日」、「２日」の順

に多くなっている。

ž 1 日当たりの希望就労時間は「５時間」（29.1％）が最も多く、次いで「４時間」、「６時

間」の順に多くなっている。

「１０歳以上」 １０票
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■週当たりの希望就労日数

■１日当たりの希望就労時間

(2) 父親

※以下、回答数が少ないため、グラフ省略 N=7

■希望する就労形態

※以下、回答数が少ないため、グラフ省略 N=2

1.8

5.5 34.5 25.5

1.8

0.0 0.0

30.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=55

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 未回答

0.0 0.0

3.6

23.6 29.1 9.1

3.6

0.0

0.0

30.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=55

１時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間 ６時間 ７時間 ８時間 ９時間以上 未回答

ž 現在就労していない方の就労希望については、「子育てや家事などに専念したい（就労の

予定はない）」が最も多く、次いで「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が多

くなっている。

ž 希望する就労形態は、全員が「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）」と

回答している。

「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」 ４票

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」 ２票

未回答 １票

「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）」 ２票
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（５） お子さんの病気の際の対応について

問 14 この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで通常の事業が利用できなかったことはあります

か。

問 14-1 宛名のお子さんが病気やけがで学校を休んだ場合に行った対処方法として当てはまる記号すべ

てに○をつけ、それぞれの日数もご記入ください。

■１年間の対処方法

77.8 22.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=514

あった なかった

19.0

69.5

20.8

16.5

0.3

0.0

10.8

5.0

1.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

父親が休んだ（仕事等）

母親が休んだ（仕事等）

親族（同居者を含む）・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

未回答

N=400

子どもが病気やケガで通常の事業が利用できなかったことがあるかどうかについては、

「あった」が 77.8％、「なかった」が 22.2％となっている。

ž 子どもが病気やケガで学校を休んだ場合に、この 1年間で行った対処方法は、「母親が休

んだ（仕事等）」（69.5％）が最も多く、次いで「親族・知人に子どもをみてもらった」、

「父親が休んだ」の順に多くなっている。

ž 対処方法別の日数は、「母親が休んだ（仕事等）」では、「３日以内」（39.6％）が最も多

く、次いで「４～７日」が多くなっている。「親族（同居者を含む）・知人に子どもをみ

てもらった」では「３日以内」（55.4％）が最も多く、次いで「４～７日」が多くなって

いる。「父親が休んだ（仕事等）」では、「３日以内」（75.0％）が最も多く、次いで「４

～７日」が多くなっている。
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■対処方法別の日数（年間）

※以下、回答数が少ないため、グラフ省略

75.0 

39.6 

55.4 

25.8 

67.4 

25.0 

14.5 

32.4 

19.3 

25.8 

20.9 

30.0 

5.3 

11.9 

13.3 

22.7 

9.3 

10.0 

0.0 

5.0 

0.0 

4.5 

0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

0.0 
0.0 

3.9 2.9 

3.6 
3.0 

0.0 

10.0 

1.3 

8.3 

8.4 

18.2 

2.3 

25.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親が休んだ（仕事等）

母親が休んだ（仕事等）

親族（同居者を含む）・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

３日以内 ４～７日 ８～11日 12～15日 16～19日 20日以上 未回答

(N=76)

(N=278)

(N=83)

(N=66)

(N=43)

(N=20)

病児・病後児の保育を利用した（N=1） 「３日以内」 １票

ベビーシッターを利用した 回答なし
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問 14-2 問 14-1 で「父親が休んだ」「母親が休んだ」に○をつけた方にうかがいます。その際、「でき

れば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。

■希望利用日数

問 14-3 問 14-2 で「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に○をつけた方にうかがいま

す。上記の目的で子どもを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。

12.6 86.3

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=293

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 未回答

2.7

10.8 18.9 5.4 10.8 18.9

2.7

5.4 24.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=37

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６～１０日 １１～１５日 １６日以上 未回答

29.7

64.9

24.3

2.7

24.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

他の施設に併設した施設で子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業

その他

未回答

N=37

ž 子どもが病気やケガで学校を休んだ場合に、父親あるいは母親が休んだという回答者の

うち、「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」が 12.6％、「利用したいとは思

わない」が 86.3％となっている。

ž 希望利用日数は、年間「３日」及び「６～10 日」（18.9％）が同率で最も多く、次いで

「２日」及び「５日」（10.8％）、が同率で多くなっている。

望ましい事業形態は、「小児科に併設した施設で子どもを保育する事業」（64.9％）が最も

多く、次いで「他の施設に併設した施設で子どもを保育する事業」が多くなっている。
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（６） お子さんの放課後の過ごし方について

問 15 宛名のお子さんは、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごしています

か。

■放課後過ごしている場所

80.9

11.3

42.6

5.8

10.5

18.3

1.8

0.0

1.6

22.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童保育（市が運営しているもの）

学童保育（NPO法人、民間等が運営しているもの）

ファミリー・サポート・センター

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

N=514

ž 子どもが放課後の時間を過ごしている場所は、「自宅」（80.9％）が最も多く、次いで

「習い事」（42.6％）、「その他（公民館、公園など）」（22.0％）の順に多くなっている。

ž 自宅で過ごす日数は、週当たり「５日」（29.1％）が最も多く、次いで「３日」

（20.9％）が多くなっている。

ž 習い事の日数は、週当たり「２日」（32.9％）が最も多く、次いで「１日」（29.2％）が

多くなっている。

ž その他（公民館、公園など）で過ごす日数は、週当たり「２日」（31.0％）が最も多く、

次いで「３日」（26.5％）が多くなっている。

ž 居住地域別にみると、すべての地域で「自宅」が最も多くなっている。また、すべての

地域で「自宅」に次いで「習い事」が多くなっている。

ž 学年別にみると、すべての地域で「自宅」が最も多くなっている。また、１～２年生で

「自宅」に次いで「学童保育（市が運営しているもの）」が多く、３～６年生で「習い

事」が多くなっている。
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■週当たりの日数

ファミリー・サポート・センター 回答なし

■居住地域別

5.8 

48.3 

29.2 

60.0 

5.6 

0.0 

11.1 

23.9 

12.7 

13.8 

32.9 

16.7 

88.9 

21.3 

33.3 

25.0 

31.0 

20.9 

17.2 

18.7 

16.7 

0.0 

11.7 

11.1 

12.5 

26.5 

10.3 

0.0 

9.6 

3.3 

1.9 

14.9 

11.1 

37.5 

8.8 

29.1 

19.0 

5.5 

0.0 

0.0 

45.7 

33.3 

25.0 

8.0 

1.4 

0.0 

3.2 

0.0 

3.2 

0.0 

18.8 

1.7 

0.0 

0.0 

1.8 

1.0 

0.0 

0.9 
3.3 

3.7 

3.2 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童保育（市が運営しているもの）

学童保育（NPO法人、民間等が運営しているもの）

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 未回答

(N=416)

(N=58)

(N=219)

(N=30)

(N=54)

(N=94)

(N=9)

(N=8)

(N=113)

72.7
9.1

59.1
0.0

4.5

13.6
0.0
0.0

4.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童保育（市が運営しているもの）

学童保育（NPO法人、民間等が運営しているもの）

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

季美の森小学校区(N=22)

79.4
11.8

43.5
16.5

6.5

21.8
1.2
1.2

28.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童保育（市が運営しているもの）

学童保育（NPO法人、民間等が運営しているもの）

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

大網小学校区(N=170)
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80.0
5.5

41.8
0.0

14.5

25.5

0.0
1.8

18.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童保育（市が運営しているもの）

学童保育（NPO法人、民間等が運営しているもの）

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

大網東小学校区(N=55)

83.6
7.3

44.5
0.0

8.2

8.2

5.5
2.7

31.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童保育（市が運営しているもの）

学童保育（NPO法人、民間等が運営しているもの）

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

瑞穂小学校区(N=110)

78.9
10.5

33.3
3.5

19.3

19.3

1.8
0.0

5.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童保育（市が運営しているもの）

学童保育（NPO法人、民間等が運営しているもの）

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

増穂小学校区(N=57)

85.1
19.1

42.6
0.0

10.6

12.8
0.0
2.1

25.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童保育（市が運営しているもの）

学童保育（NPO法人、民間等が運営しているもの）

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

増穂北小学校区(N=47)
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■学年別

82.4
17.6

39.2
0.0

15.7

27.5

0.0
2.0

5.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童保育（市が運営しているもの）

学童保育（NPO法人、民間等が運営しているもの）

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

白里小学校区(N=51)

72.5
12.5

30.0
2.5

21.3

41.3

2.5
3.8

15.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童保育（市が運営しているもの）

学童保育（NPO法人、民間等が運営しているもの）

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

１年生(N=80)

64.2
15.8

31.6
6.3

21.1

37.9

1.1
1.1

23.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童保育（市が運営しているもの）

学童保育（NPO法人、民間等が運営しているもの）

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

２年生(N=95)

80.4
13.4

47.4
13.4

10.3

19.6
0.0
0.0

25.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童保育（市が運営しているもの）

学童保育（NPO法人、民間等が運営しているもの）

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

３年生(N=97)
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89.8
9.1

42.0
4.5

4.5

3.4

3.4
3.4

28.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童保育（市が運営しているもの）

学童保育（NPO法人、民間等が運営しているもの）

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

４年生(N=88)

92.9
5.4

58.9
5.4

0.0

0.0

3.6
0.0

26.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童保育（市が運営しているもの）

学童保育（NPO法人、民間等が運営しているもの）

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

５年生(N=56)

89.5
8.4

49.5
2.1

1.1

3.2

1.1
1.1

14.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童保育（市が運営しているもの）

学童保育（NPO法人、民間等が運営しているもの）

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

６年生(N=95)
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問 15-1 問 15 で「学童保育（市が運営しているもの）」または「学童保育（NPO 法人、民間等が運営し

ているもの）」に○をつけた方にうかがいます。お子さんは学童保育に嫌がらずに通っています

か。

問 15-2 学童保育の満足度について、当てはまる番号ひとつに○をつけてください。

■居住地域別

83.5 14.6

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=103

はい いいえ 未回答

3.9

10.7 26.2 29.1 30.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=103

低い やや低い ふつう やや高い 高い

0.0 

0.0 

0.0 

13.3 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

21.4 

26.7 

16.7 

16.7 

7.1 

33.3 

23.1 

35.7 

26.7 

25.0 

16.7 

28.6 

66.7 

25.6 

14.3 

20.0 

33.3 

33.3 

50.0 

0.0 

51.3 

28.6 

13.3 

25.0 

0.0 

14.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

季美の森小学校区

大網小学校区

大網東小学校区

瑞穂小学校区

増穂小学校区

増穂北小学校区

白里小学校区

低い やや低い ふつう やや高い 高い

(N=3)

(N=39)

(N=14)

(N=15)

(N=12)

(N=6)

(N=14)

学童保育に嫌がらずに通っているかについては、「はい」が 83.5％、「いいえ」が 14.6％と

なっている。

ž 学童保育の満足度については、「高い」（30.1％）が最も多くなっており、『満足度が低

い』（「満足度が低い」と「やや満足度が低い」の合計）は 14.6％、『満足度が高い』

（「満足度が高い」と「やや満足度が高い」の合計）は 59.2％となっている。

ž 居住地域別にみると、「増穂北小学校区」で『満足度が低い』（50.0％）が最も多くなっ

ており、「大網小学校区」で『満足度が高い』（合計 76.9％）が最も多くなっている。
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問 16 現在、利用している、利用していないにかかわらず、宛名のお子さんについて、学童保育の利用

を希望しますか。

問 16-1 問 16 で「希望する」に○をつけた方にうかがいます。小学校何年生まで学童保育の利用を希

望しますか。また、利用を希望する時間もご記入ください。

■利用を希望する学年

■希望利用終了時間

問 16-2 宛名のお子さんについて、土曜日の学童保育の利用希望はありますか。

27.8 72.0

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=514

希望する 希望しない 未回答

0.7 0.0

15.4 30.1 11.2 42.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=143

１年生まで ２年生まで ３年生まで ４年生まで ５年生まで ６年生まで

2.1

18.9 33.6 35.7 5.6

2.8

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=143

１６時 １７時 １８時 １９時 ２０時 その他 未回答

学童保育の利用を希望するかについては、「希望する」が 27.8％、「希望しない」が 72.0％

となっている。

ž 学童保育について、小学校何年生まで利用を希望するかについては、「６年生まで」

（42.7％）が最も多く、次いで「４年生まで」、「３年生まで」の順に多くなっている。

ž 学童保育の希望利用終了時間については、「19 時」（35.7％）が最も多く、次いで、「18

時」「17 時」の順に多くなっている。

ž 土曜日の学童保育の利用希望については、「利用を希望する」が 27.3％、「利用する必要

はない」が 71.3％となっている。

ž 何年生まで利用を希望するかについては、「６年生まで」（48.7％）が最も多く、次いで

「４年生まで」、「５年生まで」の順に多くなっている。

ž 希望利用開始時間は、「８時」（48.7％）が最も多く、次いで「７時」、「９時」の順に多

くなっている。

ž 希望利用終了時間は、「19 時」（43.6％）が最も多く、次いで「18 時」、「17 時」の順に

多くなっている。

ž 土曜日の開設場所が統合された場合の利用希望場所については、「普段通っている学童保

育の場所以外に統合されても利用したい」が 56.4％、「普段通っている学童保育の場所

以外に統合されるなら利用しない」が 38.5％となっている。
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■土曜日の利用希望

■利用を希望する学年

■希望利用開始時間

■希望利用終了時間

■土曜日の開設場所が統合された場合の利用希望場所

27.3 71.3

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=143

利用を希望する 利用する必要はない 未回答

2.6 0.0

7.7 28.2 12.8 48.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=39

１年生まで ２年生まで ３年生まで ４年生まで ５年生まで ６年生まで

0.0

28.2 48.7 12.8

2.6

2.6

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=39

６時 ７時 ８時 ９時 １０時 その他 未回答

2.6

10.3 33.3 43.6

0.0

5.1

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=39

１６時 １７時 １８時 １９時 ２０時 その他 未回答

56.4 38.5

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=39

普段通っている学童保育の場所以外に統合されても利用したい
普段通っている学童保育の場所以外に統合されるなら利用しない
未回答
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問 16-3 宛名のお子さんについて、日曜日・祝日の学童保育の利用希望はありますか。

■日曜日・祝日の利用希望

■利用を希望する学年

■希望利用開始時間

■希望利用終了時間

■日曜日・祝日の開設場所が統合された場合の利用希望場所

13.3 86.0

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=143

利用を希望する 利用する必要はない 未回答

0.0 0.0

10.5 5.3 21.1 63.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=19

１年生まで ２年生まで ３年生まで ４年生まで ５年生まで ６年生まで

0.0

21.1 52.6 10.5

0.0

5.3 10.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=19

６時 ７時 ８時 ９時 １０時 その他 未回答

5.3 5.3 42.1 31.6 5.3 5.3 5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=19

１６時 １７時 １８時 １９時 ２０時 その他 未回答

36.8 52.6 10.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=19

普段通っている学童保育の場所以外に統合されても利用したい
普段通っている学童保育の場所以外に統合されるなら利用しない
未回答

ž 日曜日・祝日の学童保育の利用希望については、「利用を希望する」が 13.3％、「利用す

る必要はない」が 86.0％となっている。

ž 何年生まで利用を希望するかについては、「６年生まで」（63.2％）が最も多く、次いで

「５年生まで」、「３年生まで」の順に多くなっている。

ž 希望利用開始時間は、「８時」（52.6％）が最も多く、次いで「７時」、「９時」の順に多

くなっている。

ž 希望利用終了時間は、「18 時」（42.1％）が最も多く、次いで「19 時」（31.6％）が多く

なっている。

ž 日曜日・祝日の開設場所が統合された場合の利用希望場所については、「普段通っている

学童保育の場所以外に統合されても利用したい」が 36.8％、「普段通っている学童保育

の場所以外に統合されるなら利用しない」が 52.6％となっている。
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問 16-4 宛名のお子さんが夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中に学童保育の利用希望はあります

か。

■長期休暇期間中の利用希望

■利用を希望する学年

■希望利用開始時間

■希望利用終了時間

91.6 7.7

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=143

利用を希望する 利用する必要はない 未回答

0.8 0.0

13.0 22.1 11.5 52.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=131

１年生まで ２年生まで ３年生まで ４年生まで ５年生まで ６年生まで

0.0

17.6 62.6 16.8

1.5

0.8

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=131

６時 ７時 ８時 ９時 １０時 その他 未回答

6.1 16.0 32.8 33.6

3.8

6.9

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=131

１６時 １７時 １８時 １９時 ２０時 その他 未回答

ž 長期休暇期間中の学童保育の利用希望については、「利用を希望する」が 91.6％、「利用

する必要はない」が 7.7％となっている。

ž 何年生まで利用を希望するかについては、「６年生まで」（52.7％）が最も多く、次いで

「４年生まで」、「３年生まで」の順に多くなっている。

ž 希望利用開始時間は、「８時」（62.6％）が最も多く、次いで「７時」、「９時」の順に多

くなっている。

ž 希望利用終了時間は、「19 時」（33.6％）が最も多く、次いで「18 時」、「17 時」の順に

多くなっている。
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問 17 放課後子ども教室と学童保育の併用利用についてどう思いますか。

問 18 宛名のお子さんが放課後や夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中にすごす場所に望むことは何で

すか。

33.3 38.7 27.0

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=514

もっと併用できる機会があればよいと思う
現状のままでよい
併用利用をするつもりはない
未回答

96.7

53.5

51.8

34.8

16.1

28.0

26.5

60.1

3.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

子どもが安全にすごせること

希望する日・時間に利用できること

子どもの勉強を見てくれる人がいること

イベントをやってくれること

地域の人との交流があること

パソコン教室･音楽教室などの講座（有料）

違う学年の子との交流があること

屋外で遊べる環境があること

その他

N=514

放課後子ども教室と学童保育の併用利用については、「現状のままでよい」（38.7％）が最

も多く、次いで「もっと併用できる機会があればよいと思う」、「併用利用をするつもりはな

い」の順に多くなっている。

子どもが放課後や夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中にすごす場所に望むことは、「子

どもが安全にすごせること」（96.7％）が最も多く、次いで「屋外で遊べる環境があるこ

と」、「希望する日・時間に利用できること」の順に多くなっている。
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（７） 大網白里市の子育て環境や支援について

問 19 大網白里市における子育て環境や支援の満足度について、当てはまる番号ひとつに○をつけてく

ださい。

■全体

■居住地域別

13.4 25.1 48.1 8.0

1.6

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=514

低い やや低い ふつう やや高い 高い 未回答

9.1 

10.0 

10.9 

13.6 

15.8 

25.5 

13.7 

18.2 

20.0 

29.1 

34.5 

19.3 

25.5 

27.5 

59.1 

50.6 

56.4 

43.6 

47.4 

38.3 

45.1 

0.0 

11.8 

1.8 
3.6 

14.0 

8.5 

7.8 

4.5 

2.9 
0.0 

1.8 
0.0 

0.0 

0.0 

9.1 

4.7 

1.8 
2.7 

3.5 

2.1 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

季美の森小学校区

大網小学校区

大網東小学校区

瑞穂小学校区

増穂小学校区

増穂北小学校区

白里小学校区

低い やや低い ふつう やや高い 高い 未回答

(N=22 )

(N=170)

(N=55)

(N=110)

(N=57)

(N=47)

(N=51)

ž 本市における子育ての環境や支援への満足度については、全体では「ふつう」が 48.1％

で最も多く、『満足度が低い』（「満足度が低い」と「やや満足度が低い」の合計）は

38.5％、『満足度が高い』（「満足度が高い」と「やや満足度が高い」の合計）は 9.6％と

なっている。

ž 居住地域別にみると、「増穂北小学校区」で『満足度が低い』（51.0％）が最も多くなっ

ており、「大網小学校区」で『満足度が高い』（14.7％）が最も多くなっている。
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問 19-1 市が行っている子育て支援施策で、評価するものをお答えください。

■全体

■居住地域別

18.1

4.5

5.4

12.6

77.4

4.9

8.8

7.0

22.6

20.4

10.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

保育施設の充実

ファミリー･サポート･センターの設立

病児保育利用者への助成

子育て支援センターの実施

子ども医療助成金

こども家庭相談室の開室

保育士への賃金改善

子育て支援館の設置

子育て交流センターの設置

学童保育室の拡充

未回答

N=514

27.3
0.0

9.1

4.5

72.7

4.5

22.7
13.6

22.7
13.6
13.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

保育施設の充実

ファミリー･サポート･センターの設立

病児保育利用者への助成

子育て支援センターの実施

子ども医療助成金

こども家庭相談室の開室

保育士への賃金改善

子育て支援館の設置

子育て交流センターの設置

学童保育室の拡充

未回答

季美の森小学校区(N=22)

ž 市の子育て支援施策で評価されているものについては、全体では「子ども医療助成金」

（77.4％）が最も多く、次いで「子育て交流センターの設置」（22.6％）、「学童保育室の

拡充」（20.4％）の順に多くなっている。

ž 居住地域別にみると、すべての地域で「子ども医療助成金」が最も多くなっている。

また、「子ども医療助成金」以外は、季美の森小学校区、瑞穂小学校区、増穂北小学校

区、白里小学校区では「保育施設の充実」、大網小学校区では「子育て交流センターの設

置」、大網東小学校区、増穂小学校区、白里小学校区では「学童保育室の充実」が次いで

多くなっている。
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17.6

4.7
4.1

14.1
70.0

2.4
6.5

6.5

45.3

27.6
9.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

保育施設の充実

ファミリー･サポート･センターの設立

病児保育利用者への助成

子育て支援センターの実施

子ども医療助成金

こども家庭相談室の開室

保育士への賃金改善

子育て支援館の設置

子育て交流センターの設置

学童保育室の拡充

未回答

大網小学校区(N=170)

21.8
1.8

5.5

5.5

80.0

3.6

12.7
3.6

14.5
23.6

14.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

保育施設の充実

ファミリー･サポート･センターの設立

病児保育利用者への助成

子育て支援センターの実施

子ども医療助成金

こども家庭相談室の開室

保育士への賃金改善

子育て支援館の設置

子育て交流センターの設置

学童保育室の拡充

未回答

大網東小学校区(N=55)

17.3
7.3

4.5

13.6

83.6

6.4

9.1
6.4

9.1
13.6

9.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

保育施設の充実

ファミリー･サポート･センターの設立

病児保育利用者への助成

子育て支援センターの実施

子ども医療助成金

こども家庭相談室の開室

保育士への賃金改善

子育て支援館の設置

子育て交流センターの設置

学童保育室の拡充

未回答

瑞穂小学校区(N=110)
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12.3

3.5
10.5

14.0
78.9

3.5
3.5

8.8

12.3

19.3
15.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

保育施設の充実

ファミリー･サポート･センターの設立

病児保育利用者への助成

子育て支援センターの実施

子ども医療助成金

こども家庭相談室の開室

保育士への賃金改善

子育て支援館の設置

子育て交流センターの設置

学童保育室の拡充

未回答

増穂小学校区(N=57)

17.0
6.4

4.3

10.6

72.3

6.4

8.5
8.5

10.6
8.5

10.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

保育施設の充実

ファミリー･サポート･センターの設立

病児保育利用者への助成

子育て支援センターの実施

子ども医療助成金

こども家庭相談室の開室

保育士への賃金改善

子育て支援館の設置

子育て交流センターの設置

学童保育室の拡充

未回答

増穂北小学校区(N=47)

21.6
0.0

5.9

17.6

90.2

11.8

11.8
7.8

7.8
21.6

2.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

保育施設の充実

ファミリー･サポート･センターの設立

病児保育利用者への助成

子育て支援センターの実施

子ども医療助成金

こども家庭相談室の開室

保育士への賃金改善

子育て支援館の設置

子育て交流センターの設置

学童保育室の拡充

未回答

白里小学校区(N=51)



85

問 19-2 市に対して、どのような子育て支援の充実を図ってほしいと期待していますか。

■全体

■居住地域別

22.8

50.8

17.5

8.0

34.4

6.2

74.5

14.6

8.9

3.7

1.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

児童館など、親子が安心して集まれる身近な場やイベントの機会がほしい

子ども連れが出かけやすく、楽しめる場所を増やして（設置して）ほしい

子育てに困った時に相談したり、情報を得られる場所を作ってほしい

学童保育を増やしてほしい

サービス利用にかかる費用負担を軽減してほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制（土日・夜間等）を整備してほしい

残業時間の短縮や休暇取得など職場環境の改善を企業に働きかけてほしい

その他

特にない

未回答

N=514

27.3

45.5
18.2

0.0

27.3
0.0

81.8

13.6
4.5

0.0
0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

児童館など、親子が安心して集まれる身近な場やイベントの機会がほしい

子ども連れが出かけやすく、楽しめる場所を増やして（設置して）ほしい

子育てに困った時に相談したり、情報を得られる場所を作ってほしい

学童保育を増やしてほしい

サービス利用にかかる費用負担を軽減してほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制（土日・夜間等）を整備してほしい

残業時間の短縮や休暇取得など職場環境の改善を企業に働きかけてほしい

その他

特にない

未回答

季美の森小学校区(N=22)

ž 市に期待する子育て支援については、全体では「安心して子どもが医療機関にかかれる

体制(土日・夜間等)を整備してほしい」（74.5％）が最も多く、次いで「子ども連れが出

かけやすく、楽しめる場所を増やして（設置して）ほしい」（50.8％）、「サービス利用に

かかる費用負担を軽減してほしい」（34.4％）の順に多くなっている。

ž 居住地域別にみると、すべての地域で「安心して子どもが医療機関にかかれる体制(土

日・夜間等)を整備してほしい」が最も多く、次いで「子ども連れが出かけやすく、楽し

める場所を増やして（設置して）ほしい」が多くなっている。
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26.5

46.5
17.6

3.5

32.9
7.1

74.7

15.3
10.6

4.7
1.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

児童館など、親子が安心して集まれる身近な場やイベントの機会がほしい

子ども連れが出かけやすく、楽しめる場所を増やして（設置して）ほしい

子育てに困った時に相談したり、情報を得られる場所を作ってほしい

学童保育を増やしてほしい

サービス利用にかかる費用負担を軽減してほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制（土日・夜間等）を整備してほしい

残業時間の短縮や休暇取得など職場環境の改善を企業に働きかけてほしい

その他

特にない

未回答

大網小学校区(N=170)

12.7

58.2
21.8

16.4

32.7
3.6

81.8

10.9
10.9

9.1
3.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

児童館など、親子が安心して集まれる身近な場やイベントの機会がほしい

子ども連れが出かけやすく、楽しめる場所を増やして（設置して）ほしい

子育てに困った時に相談したり、情報を得られる場所を作ってほしい

学童保育を増やしてほしい

サービス利用にかかる費用負担を軽減してほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制（土日・夜間等）を整備してほしい

残業時間の短縮や休暇取得など職場環境の改善を企業に働きかけてほしい

その他

特にない

未回答

大網東小学校区(N=55)

18.2

45.5
20.9

12.7

35.5
6.4

77.3

16.4
8.2

2.7
0.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

児童館など、親子が安心して集まれる身近な場やイベントの機会がほしい

子ども連れが出かけやすく、楽しめる場所を増やして（設置して）ほしい

子育てに困った時に相談したり、情報を得られる場所を作ってほしい

学童保育を増やしてほしい

サービス利用にかかる費用負担を軽減してほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制（土日・夜間等）を整備してほしい

残業時間の短縮や休暇取得など職場環境の改善を企業に働きかけてほしい

その他

特にない

未回答

瑞穂小学校区(N=110)
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24.6

56.1
15.8

5.3

40.4
5.3

66.7

12.3
8.8

5.3
5.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

児童館など、親子が安心して集まれる身近な場やイベントの機会がほしい

子ども連れが出かけやすく、楽しめる場所を増やして（設置して）ほしい

子育てに困った時に相談したり、情報を得られる場所を作ってほしい

学童保育を増やしてほしい

サービス利用にかかる費用負担を軽減してほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制（土日・夜間等）を整備してほしい

残業時間の短縮や休暇取得など職場環境の改善を企業に働きかけてほしい

その他

特にない

未回答

増穂小学校区(N=57)

19.1

48.9
8.5

12.8

29.8
6.4

70.2

14.9
6.4

0.0
0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

児童館など、親子が安心して集まれる身近な場やイベントの機会がほしい

子ども連れが出かけやすく、楽しめる場所を増やして（設置して）ほしい

子育てに困った時に相談したり、情報を得られる場所を作ってほしい

学童保育を増やしてほしい

サービス利用にかかる費用負担を軽減してほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制（土日・夜間等）を整備してほしい

残業時間の短縮や休暇取得など職場環境の改善を企業に働きかけてほしい

その他

特にない

未回答

増穂北小学校区(N=47)

29.4

66.7
15.7

3.9

41.2
9.8

72.5

15.7
7.8

0.0
0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

児童館など、親子が安心して集まれる身近な場やイベントの機会がほしい

子ども連れが出かけやすく、楽しめる場所を増やして（設置して）ほしい

子育てに困った時に相談したり、情報を得られる場所を作ってほしい

学童保育を増やしてほしい

サービス利用にかかる費用負担を軽減してほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制（土日・夜間等）を整備してほしい

残業時間の短縮や休暇取得など職場環境の改善を企業に働きかけてほしい

その他

特にない

未回答

白里小学校区(N=51)
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III．自由記述まとめ

■フリーアンサー分類表

※自由記述の表現はできる限り原文のまま記載している。

また、個人を特定できるもの、特定の個人または団体への誹謗中傷につながる内容や、社会的信用等が

損なわれるおそれのあるものについては、一部削除・修正した。

No. 内容

ベージ

就学前児童の

保護者調査票

小学生児童の

保護者調査票

１ 保育園について（地域型保育事業を含む） ８９～９１ １１５

２ 幼稚園について ９１～９２ －

３ 認定こども園について ９２ １１５

４ 認可外保育園について ９３ －

５ 小学校・中学校について ９３ １１５～１１８

６ 一時預かりについて ９４ １１８

７ 幼稚園の預かり保育について ９４ －

８ 児童発達支援・障がい児支援について － １１８

９ 病児保育について ９５ １１９

１０ 学童保育について ９６ １１９～１２１

１１ 子育て支援センターについて ９７ １２１

１２ 妊娠・出産・周産期医療・母子保健について ９８ １２１

１３ ファミリー・サポート・センターについて ９８ －

１４ 利用者支援（相談事業・情報提供・保育コンシェルジュ）

について
９９ １２２

１５ 防災・防犯・交通安全について １００ １２２

１６ 公園について １０１～１０２ １２３

１７ 子どもが過ごす（遊ぶ）場所について １０３ １２３～１２５

１８ 親子の居場所について １０３～１０４ １２５

１９ 保育料（給食費含む）について １０５ １２６

２０ 医療費助成について １０６ １２６

２１ 経済的支援（補助金・助成金）について １０６～１０８ １２６～１２７

２２ 医療体制について １０８～１０９ １２７

２３ その他 １０９～１１４ １２８～１３０
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【就学前児童の保護者調査票】

問 29 教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関しての意見をご自由にご記入ください。

１．保育園について（地域型保育事業を含む）

保育園がなさすぎる。保育園入れたいなと思っても入れたいところは小規模で空きが 1人しか出ない

とかで兄弟児優先のためまぁ入れない。大切な子供を預けるのにどこでもいいってわけじゃない。

祝日でも預かってくれる保育施設があるといい。

保育園や幼稚園で、専属の看護師さんがいれば、体調に関する相談ができてありがたいなと感じま

す。現在通園している保育園で、些細なことでも、すぐに受診を勧めてこられる保育士さんがいま

す。仕事をしながら子供を受診させるのは、なかなかハードルが高いので、ちょっとした病状をみて

くれたり、相談できる看護師さんが保育園や幼稚園にいてくれたらと思うことがあります。

職場では 3年まで育児休暇を取得できる制度があるが、下の子の育児休暇中に、上の子を保育所に預

けられなかったので、下の子の育児休暇を短くするしかなかった。

下の子が生まれたあとでも上の子が卒園するまで保育所に通っていられるようにしてほしい。（退所

せずに過ごせるようにしてほしい。）

日祝の保育希望。日祝預かりがないのは間接的な理由でしたが、シフト勤務だった正社員から土日休

みのパートに転職しました。結果キャリアダウンし、世帯収入が減りました。

保育園の預かり時間の拡充。早くお迎えには行きたいが、市街地に働きに出る人も多い中、お迎え時

間が隣の千葉市より短いのは厳しいです。勤務地から離れている人が多いと思うのです、保育時間の

拡充を希望します。

子供が 3歳のときに県外より越してきました。中途ですが希望した園に入園でき、保育園に入りやす

いと感じました。

保育所にお世話になっており、保育士の先生方、調理をしてくださる方、皆さんに本当に感謝してい

ます。

保育や教育に関わる方が安心して仕事を続けてくださるよう、職場環境や働き方、賃金の向上に引き

続き力を入れていただければと思います。

第一子の時、希望する保育園に入れず第二子を躊躇した。保育園の定数は増えているがそれでも第二

子も入れない。保育園さえ入れれば子育ての不安はあまりない。

保育園に入れるようにして欲しい。見学に行ったら待機児童多いから難しいと言われた。

第一希望の保育園に入れたので良かったのですが、いくつもの保育園へ見学に行き、子育て支援課の

方の助言通り第 12 希望まで書き、入れるかどうか不安だった日々は辛いものでした。これから子育

てをする方がそういったことで困らないようになってほしいと思います。

パートタイムとフルタイムでは保育園を利用できる時間が異なりますが、勤務開始時刻が変わらない

ので、毎朝延長料金が発生してしまいます。時刻ではなく、合計利用時間で保育料が決められないも

のでしょうか。

待機児童、保育所に兄弟で同じところに入れる。近くの保育所にいれられるなど配慮して欲しい。

夜間にも利用できる保育施設がほしい。

引っ越しの都合で大網白里市では年度途中からの保育園入園でしたが、小規模保育ですが空きもあり

問題なく仕事を続けられることができました。

人口減や少子化で今後需要が先細りする可能性もある中、保育施設を増やして頂いたおかげだと思い

ます。

保育士の入れ替わりが激しい。子どもに悪影響。保育を委託している大網白里市に責任があるはず。

保育園に預けられる就労条件の縛りを見直してほしい。１日◯時間週◯日ではなく週◯時間週◯日の

ように。午前午後の勤務の時間は就労先で異なります。もっと働きやすいように設定希望です。

働きたいのに市の条件に合わせて職場や同僚に迷惑をかけ心苦しい。
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短時間保育対象の人でもシフト制なので 16時にお迎えが間に合わない場合もあるのだから、標準時

間保育にしてほしい。多少の融通を効かせてほしい。他の市は相談すれば融通きかせてくれるところ

が多いのに大網は無理ですしか言われなかった。

保育園の受け皿が少ない

今年市外から引っ越してきました。正直こんなに待機児童が多い自治体だとは知らず、子育て支援セ

ンターなどへ行ってもみんな決まって保育園に入れないという話をしているほどでびっくりしまし

た。移住者がここに住んでよかったと思えるよう、保育施設の充実をお願いします。

夕方にかけて就労している親のために、可能ならば駅の近くもしくは送迎が充実した時間外保育にも

対応できる環境が欲しい

託児所などを 3歳まで利用していて第一子を 3歳から保育園に入れたいが第 2子の育休に入ってると

保育園に入ることができず、自宅で見るか幼稚園に行くかになり、仕事復帰する際に子供の環境の変

化が大きくなりすぎてしまうのをどうにかして欲しい。

駅付近の保育園を増やして欲しい。

保育園の見学に行っても空きがない。役所に行っても空きがない。もっと待機児童を減らすよう改善

してほしい。

時間外の時間（お迎えの時間外）になり、書類を書くのが大変なので、書類を書かなくても簡単に払

ったりできたら助かります（保育所）。その場で払いたい。忙しくて書いてるひまがない。

1才から保育園に入れるようにしてほしい！

待機児童がいなくなるように保育園を増やして欲しい。

平日はほぼ仕事なので、保育園の行事や市役所は土・日でやってほしいです。

働いていても、いなくても入れる保育園が欲しい。

民間でも行政でも良いので、子供の預け先を増やして欲しいです（土・日・祝・19 時以降）。

保育所・幼稚園などをスムーズに入所できるようにしていただきたいです。

仕事が不定休のため、土・日・祝日にフルタイムで預かって頂ける保育園があると助かります。年末

年始の保育園の長いお休み（ＧＷなども）は働きづらく困っています。

0歳児受入れの保育園のため、土曜日も粉ミルクと調乳用の湯は準備してほしい。平日仕事が休みの

日でも 8時～17 時まで受け入れてほしい（9時～16 時でお願いするだけでも困った顔される）。

待機児童対策

保育園は増えたが、駅近や住宅街に近い所は入れない。

保育園を増やして欲しい。

2人子供が居ますが保育園が別です。公務員の親を持つ子の方が、点数が高かったとのこと、プラス

下の子は 2月生まれだったので 0歳で申請する時に出遅れました。なぜ早生まれの子が損をするの

か...。何か対策を考えて欲しいですし、兄弟の点数をもっと高く設定して下さい。送迎の 15分や 30

分を労働にまわせる事で救われる家族がいるんです。うちは本当にきつきつです。どうか助けてくだ

さい。

保育園等増えてはいるが、実際スムーズには入園できない（保育士不足のため？）。

会社ではいくつかのパターンで復職できる制度がありますが、大網白里市では週 4日以上の就労じゃ

ないと保育園に預けることができず、家族の時間が減ったり、今後のキャリアアップの形成（チャレ

ンジできる幅が広がる）の為、支援どうこうの前に自治体規則を変えてほしいです（他の自治体では

週 3でも保育園にあずけられるとこは増えています）。

今、保育所に土曜もあずけていますが、あずける週に毎回希望の紙？手続き？が必要でとても面倒臭

い。仕事してるから保育園利用しているのになぜ毎週手続きする？おふとんも金曜に持って帰って土

曜の朝持って行って手間でしかない。まず、色々やる前に働くママ・パパが保育園などへあずけると

きの負担や手間を減らして下さい。あずけるにあたって手間がかかりすぎる。毎週、毎回、同じ手続

き・荷物の無駄な持帰り･･･そういったところをまず変えてって下さい。
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２．幼稚園について

若い家族は夫婦ともに働いているケースが多いので、多様な働き方に合わせた保育サービスを希望し

ます。

小規模保育園でも保育施設が増えたのはよかったが、結局 2歳児までしかいられず、子も安心して就

学前までをすごせるように、私立保育園の定員増、職員の雇用改善をさらにしてほしい。

保育園の利用条件が厳しすぎる。多様な働き方をしている母親でも保育園が利用できるようにしてほ

しい。就労が週 4日以上でなければならない理由はなんですか？千葉市や他市では月 64 時間の勤務

から保育園が利用できます。週 4というしばりで保育園を利用できないママ友がいます。改正をお願

いします。

兄弟で同じ保育園が利用できるようにしてほしいです。別の保育園なので送迎で 40 分はロスタイム

が生じており、就労に影響が出ています。同じ保育園にしてください。お願いします。

保育所を増やして欲しいというよりは、入所希望の多い保育所（駅周辺）と空きのある保育施設の是

正を行って欲しい。

流山市などが行っている保育ステーションや子ども園が増えたらいいのになと思うことがある。保育

施設に空きがある一方で、駅周辺の保育園に入所待ちが出ていることをとても残念に思う。

母親が職場復帰の為の保育所探しにかなり苦労しました。郡内でも 1番大きい大網小がある市です。

子ども達を受け入れる施設がもっとあると良いと思いました。

木更津市等にある短時間利用ができたりする保育施設を作って欲しい。

保育施設の天井の壁、壁紙が落ちてきて保育園の老朽化が心配。

保育園に預ける際、仕事で土曜出勤がある場合、週 6日勤務になるので、子供もそれに併せて預けら

れるようにしてほしいです。（平日 1日休まなくてもいいように）

2人兄妹で同じ保育園に入れず、2ヶ所の送迎が大変でした。兄弟姉妹は同じ施設に入れるようにし

て頂きたかったです。

公立の保育園が大網駅の周辺にあったらよかったなと思います。

保育所が少なすぎです。希望の保育所に入れず幼稚園になりました。子どもとでかける所が少ないの

で増やしてほしい。

現在、待機児童なので保育園に今後入れるめどがあるのか不安です。4月に入所できなければ仕事を

休まなくてはなりません。

産前産後の保育園の通園期間をもっとのばしてほしい。1年くらいみてほしい。

働きたいのに、近くに祖父母がいないと、あずける場所がなく、仕事先や保育施設を見つけるのが困

難な状況にある。

保育園も、もっと選択肢があるといいです。

保育園で給食後のハミガキ再開してほしいです。先生も大変だとは思いますが、最初は○○曜日だけ

ハミガキタイム♪をやってほしいです。子どもたちもハミガキをたのしくやるということを、家だと

なかなか難しいので、検討してほしいです。

利用時間が 18:30 までなのに 18:15 までに迎えをお願いされているのですが、仕事がある時など

18:30 までに迎えにしてほしい。

公立幼稚園を存続して欲しいです。発達に遅れや特性のある子の居場所として、絶対必要です。私立

幼稚園から公立幼稚園に転園して、我が子は手厚くフォローしていただき、とても成長することが出

来ました。公立幼稚園の先生方、教育方針は本当に素晴らしいです。

子供の持つ力を発揮させてくれる幼稚園が欲しい。魅力的な幼稚園が少ない。

公立幼稚園の子どもが減っている。認定こども園にするともっと園児数増えるのではないかと思う。

大網幼稚園が閉園してしまうのが本当に残念。みどりが丘に住む人間にとってとても良い環境だった

のに、瑞穂幼稚園まで通うのは遠くて大変。

療育が必要な子供がいます。幼稚園に通っていますが補助の先生がもう少し必要かなと思う事が多々

あります。
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３．認定こども園について

充分努力してくださってると思いますが、公立の幼稚園は満員で入れません。入園料など 各施設 公

開して欲しいです。

3歳からの保育園、幼稚園では預かり時間が合わず（仕事と）選択が少なく感じます。また、幼稚園

のならし期間が 1ヶ月程あるため、仕事をやめないといけない、休めるかどうかという不安もありま

す。

公立幼稚園は早く帰ってくるうえ、お弁当持参というのが良くない。

公立の幼稚園にも給食を導入した方が公立の幼稚園に通う子供が増えると思います。現在、私立の幼

稚園は定員をこえるほどの子供が通っているので目が行き届かないので、公立の方にも分散されるよ

うに考えてもらいたい。

公立の幼稚園でも給食を提供していただけると大変助かります。ご検討よろしくお願いします。

第 2保育所と白里幼稚園の併合でこども園となる予定だが、第 2保育所の施設に入りきるだろうかと

いう懸念が。定員いっぱいで入れませんなんてことになったら困るので。

認定こども園の設立をお願いします。公立幼稚園に通う園児が少なく、施設が使われていなくてもっ

たいない状況の中、保育園に入れたくても入れることができない方がたくさんいます。

せっかく広い施設がたくさんあるので、子どもたちにのびのびと、遊んでほしいです。

民間保育園がこども園に変わってくれると教育面で助かる

幼稚園を子ども園に変えて欲しい。

こども園作ってほしい

ありんこ親子保育園を認定こども園化へなる様に希望します。保育園は親が就労していないと入れな

いが、就労していると、家庭内で教育に充てる時間は限られてくるので、認定こども園にしてもら

い、保育＆教育が可能な環境の施設を増やすべき。

ありんこ親子保育園の認定こども園化を希望

ありんこ親子保育園を認定こども園にしてほしい。仕事が休みの日も気兼ねなく預けることができる

ようになりたい。

白里地区にこども園ができるようですが、もっと子供が多い地域に作ってほしかったです。

認定こども園の数が増えるとうれしいです。

働きやすい、子育てしやすい場として、認定こども園も増やしてほしいです。

周囲と比べ認定こども園が少ない。白里にできる予定だが実際に遠いし、津波が心配。子どもの数も

少ないのではないか。作る意図がわからない。ありんこ親子保育園がこども園に向け動いているよう

なので、そちらをこども園化する方が現実的ではないでしょうか。

こども園をもっと作ってもらいたいです。

民間の認定こども園設立を希望

認定こども園を作ってほしい。

ありんこ親子保育園の幼保連携認定こども園化を要望します。

大網白里市に「民間の認定こども園設立」を希望します。

幼稚園に通わせたいが、勤務条件により不可能です。教育面と保育面をあわせ持つ子ども園が設立さ

れたら嬉しいです。
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４．認可外保育園について

５．小学校・中学校について

一番お金の掛かる０～３歳に対する費用助成が少なすぎる。現在認可外保育所に預けてるが、全額実

費はかなり大変。

市外の認可外保育施設を利用しているのだが、償還払いが面倒すぎます。費用を立て替えるのも生活

が厳しくなり困っています。役所に毎回相談しているのに、話しを聞いたお姉さん止まりで解決して

くれません。大網白里市以外の市町村は市民の声を聞いてくれ、どんどん償還払いなくなっているこ

とご存じありませんか？償還払いの手続きで役所に毎回行くのがとても負担です。毎回同じ書類をこ

ちらに郵送する事も、毎回同じ書類に同じ事を記入する事もとても無駄な作業だと思うのですが…。

どうかご検討ください。

保護者が関わる活動の負担軽減(特に小学校以降)…小学校行事は告知が以前より早くなり、対応しや

すくなりました。

PTA は危機感を感じます。

母親の就労増加や家族ケア等の家庭事情から、参加自体が困難な家庭も増えている中、参加人口の減

少を見込んだ対策が必要だと思います。負担を感じる分、嫌煙されやすく、毎年のようにポストの次

期就任者探しに前任者が奔走しているようです。

引越し先を選ぶ際に、PTA が生活環境として考慮するポイントにもなるとの声もあります。業務整

理・再編、部門の統廃合、情報ツールの見直し、必要な業務だけ外注等…行政の立ち入りの下での改

革は難しいのでしょうか？

小学校から部活動が消えた件…目に見える形で子供たちの体力不足を感じている。部活動を子供たち

から奪ったからには、幼少から運動・スポーツに親しみを持てるよう、市が主体になって取り組むべ

きと思う(船橋市や習志野市を参考に)。でなければ運動が苦手な子供と得意な子供で明確な体力差が

生じ、両者の間の溝も深まるばかりか健康被害が出る恐れもある。共働き家庭が増える今、習い事で

運動を補うのも親子供双方に多大な負担になる(レッスン料で家計を圧迫、子供の就寝時間も遅くな

る傾向)。

PTA の仕事について

共働き家庭が増えてる中、ほぼ強制的に旗振りなどやらなくてはいけないと聞き、無理だと感じてい

ます。夫婦共に遠くに働きに出ているため、朝の出勤時間が通常より早く(７時過ぎ)、旗振りをする

ためには時間休を取らなくてはいけません。

働いていない方、時間に融通が効く方がいるのであれば、積極的にお願いしたいです。

旗振りのために子供もさらに早く起こさなくてはいけません。

時間に限界があります。そのために長く勤めた会社を辞めるわけにもいきませんし、改善をお願いし

ます。

インターナショナルスクール（英語教育）に力を入れてほしい。

増穂小と北小の統合はいつ行われるか？

放課後の過ごし方が多様だと、仕事もフルタイムでできる（土日祝休める仕事が近くにないので、パ

ートタイムになっているので 3人目を産みづらい）。

学校に入れてみて、検定等、学校でやっていない事におどろきました。

古い瑞穂小学校の校舎を新しくしてほしい。トイレも全て洋式にしてあげてほしい（女子）。

小学校を開放してほしい。（茂原は自由に出入りできて近所の子があそんでます。）

スクールバスの導入



94

６．一時預かりについて

７．幼稚園の預かり保育について

子どもをリフレッシュ休暇目的で気軽に預けられる施設が欲しいです。

乳幼児から就学児までの子供を気軽に預けられる場所が必要。自治会館が普段空いているので、場所

を活用したらいいのではないか。

県外の実家に帰った時、一時保育は保育園で 1日 800 円で使える。しかもリフレッシュ目的でも週 3

回使える。大網は月 2回と言ったら驚いていた。しかも利用料金高すぎる。

大体一時保育利用するのは保育園に通ってない子、つまり母親も専業主婦の可能性が高いのに 1日そ

の金額払えってのはキツい。親族も近くにいない、ワンオペ育児で預けられるのがそこしかないのに

お金高いって結局預けられない。

共働き家庭が増えているが、専業主婦でも気軽にリフレッシュで一時預かりができる場所が増えて欲

しい。（実施されている施設はあるが、働いている親も利用しているので、やはり取りづらい）

一時保育をもっと利用しやすいようにしてほしい。（現状、利用したい日に予約を取るのが困難。）

未就学児の兄弟多いと買い物や病院、兄弟の幼稚園などの行事に参加するのに負担が多くちょこっと

だけ見ててもらいたいと思う事がよくあるのですが一時預かりを利用するにも利用するのに登録して

からだったり預けるのに荷物の準備が多かったりしてそこまではと思うので難しいと思いますが短時

間だけさっと預けられたりできるシステムが増えたら嬉しいです

兄弟を預けて付き添いをする事や療育に通う回数が多いので預け先も困っています。

預け先がないと必要な療育をお休みさせることもあります。

預ける回数が多くお金もたくさんかかるので安く預けれる一時預かりを増やして欲しいです。

一時預かりを利用していますが、二人預けると 1日 5千円になり、高いと思います。ベビーシッター

が無料の自治体もあるので、もう少し補助すべきだと思います。

一時預かりしてる場所が少ない。すでに予約が埋まっており利用も出来ない

一時保育の料金が高く、気軽に利用ができない。予約もうまるのが早く、予約がとれないため枠の拡

大を希望します。

急に子どもを見て欲しい！が叶う市だとありがたいです。

一時保育で預けたくても、人数がいっぱいとことわられる事が多い。

土・日に一時預りしてくれる施設が欲しい。

子どもの一時保育などを保育園以外でも行ってほしい。

公立の幼稚園に預かり保育をしてほしい。延長保育がないと働いている親は公立の幼稚園には預けら

れない。または、保育所と合併して、子ども園にしてほしい。

上の子が公立の幼稚園に行っています。

大変良くしていただいてますが、預かり保育などがあればもっと良いのにといつも思います。

幼稚園の時間外保育をしてほしい。

公立幼稚園も延長保育をしてほしい。
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９．病児保育について

わが家は、祖父母共に高齢で子供を預けるのが難しいため、コロナ禍で子供が体調を崩した時に、子

供の預け先を探すのが大変でした。母の私が休むしかなく、職場に迷惑をかけて肩身の狭い思いでし

た。市内に子供を預かってくれる病児保育所があればと切に願っています。

病児保育の施設が少ない。更に医師の診断書が無くても預かってくれるよう、もっと気軽に使えるよ

うにして欲しい。

病児保育等を作ってほしい

病児保育、市役所・大網駅付近に病児保育を利用できる施設があると仕事に行きやすい。

市内に病児保育を作ってほしい。

年間子どもの病気で休まざるを得ない環境が続き、給料が減るばかり。病児保育をきちんと作ってほ

しい。

病後児ではなく病児保育がほしい。

病児保育が駅と反対方向にあるという現在。

共働きの為、子供が少し風邪を引いたなどでどうしても仕事が休めない等で他の市町村に行って預け

るが可能であれば住んでいる市内で病児保育があると助かります。病後児保育ではなく。

病児保育があると働くママも助かります！！

市内に病児保育機関を増やしてほしい。

病児保育を増やしてほしい。

病児保育を利用できる施設を作って欲しい。病後児ではあまり利用する意味がない。

病児保育料が高いので、あずけて仕事をする意味がない。

一時保育や病後児保育をもっと充実してほしい。特に働いている親にとって子どもの病気時に仕事に

行けないのは死活問題です。

病時に利用できるところが欲しい。学級閉鎖などした時、仕事休まなきゃいけない精神的ストレス

大。別の所でも預かってくれないと困る。

病後児保育ではなく、病児保育の検討をお願いしたいです。

病児保育園があると助かります。

親が病気の時（子からうつり病気になる）祖父母などにみてもらえないため、とてもこまります。病

児保育や預け先を増やして欲しい。

現在 2歳双子、1歳双子の 4人の子どもを育てています。母親は先月仕事復帰しました。仕事・家

事・育児の両立の大変さを日々感じているところです。その中で強く希望することとして、病児保育

の施設を市内につくってほしい。
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１０．学童保育について

学童保育の食事提供…市販品・宅配・給食、どのような事業形態でもいいです。特に長期休み期間を

助けていただきたいです。

学童保育の利用料を下げてほしい。

学童保育の預かり時間の拡充。早くお迎えには行きたいが、市街地に働きに出る人も多い中、お迎え

時間が隣の千葉市より短いのは厳しいです。勤務地から離れている人が多いと思うのです、保育時間

の拡充を希望します。

学童保育のお弁当廃止。お弁当持参か外注で頼むかを選択制にして欲しい。働く家庭に、長期休暇中

の毎日のお弁当作りは過酷です。

子供が未就学児のうちは生活や健康などの心配はありませんが、小学校に上がってから学童が希望通

り利用できるのか、仕事と子育てのバランスが上手く取れるのかは気がかりです。(まだ学童について

は何も調べていないため)

共働きが増える現在、子供の安全を考えると放課後の過ごし方についてや夏休みなどの大型連休が大

きな課題になります。

学童も定員オーバーになると 6年生まで使えない場合が出るのでどの様にしたらいいのか…。新しい

住宅が増えているので、保育所はいいとして学童や児童館はもっと増やして欲しいです。

学童保育の預かり時間を変えてほしい。

（土曜日等は 8時からの預かりだが、その時間からだと仕事に間に合わないので利用できない）

小 1、小 4の壁について。まだ 2人のこどもが未就学児なので状況を存じ上げていないのですが、小 1

の壁についてです。よく学童に入れず母親が正社員を辞めるケースを耳にします。大網白里市では大

網小学校学区が一番児童人数が多いかと思われますが、今のところ漏れなく学童に入所できているの

でしょうか？4年後に私も同じ壁にぶち当たるので気になりました。もしも漏れ出てしまっている人

がいるのであれば、漏れ出ないように対策をしていただけると助かります。

保育園が増えても、小学校へあがり、学童の人数が少なく、狭い所で子ども達もすごしている。もう

少し子どもが小学校へあがっても楽しんでいられ、安心して預けられる場を増やしてほしい。

学童保育（学校併設学童）が単なる放育にしか過ぎない状況。市にできないのなら民間が参入できる

ようにすれば良いと思うが、なぜ進まないのか不可解である。

学童は希望すれば小 6までにすべき。市として本来学童に預けられる時間（19 時まで）の子だけでの

留守番を容認するということか。ネグレクトにあたるのではないか。冬の 19時はまっくら。子だけは

もはや虐待だと思うが、資源ない＝行政として認めていることになるのではないか。

働いていても、いなくても入れる学童が欲しい

両親が共働きの子どもが安心して放課後過ごせるように学童保育室を高学年まで利用できるようにし

てほしい。

学童保育、3年生までが対象の為、母が退職するか悩んでいます。小さな部屋に大人数で子どもにも

職員にも負担に思います。こんなに需要があるなら、部屋を増やしたり賃金を改善して充実させて欲

しいです（東小）。長期休業中、8時からでなく 7時からにして頂きたいです。

学童に給食を完備してほしい。

小学生になると、放課後や長期休みの際（夏・冬休みなど）に働いてない家庭でも預け先が無いので

困る。小学生も一時保育の利用や放課後の預け先を充実させてほしい。

学童も増やして欲しい。

上の子達の子育て中、学童保育を利用していたが、4年生までしか預かれないと言われた。シングル

マザーで、親族もおらず、引っ越したばかりで誰にも頼れなかった為、大変困りました。学童は希望

者は利用できるようにしてほしい。

市の子育て支援は小学生以下は充実しているが、小学生からが不十分です。学童保育も交流センター

ができ、建物こそきれいになったが、保育自体は低学年から高学年まで一律でつまらなくなっていっ

てしまうのはしかたがないのでしょうか。

学童保育も、もっと選択肢があるといいです。



97

１１．子育て支援センターについて

幼児教室や支援館、子育てサロンのおかげで、人見知りがだいぶ軽減し、お友だちとも遊べるように

なってきたした。ありがとうございます。

子育て支援センターや育児支援の各種事業について、今後の活用の希望はないと回答しましたが、育

児休業中には利用しており、とても感謝しています。

夏休みなどは子育て支援センターを利用したいのだが未就学児のみのところが多く小学生になった兄

弟がいると全く利用できなくなってしまう。

子育て支援センターを充実して下さり、ありがとうございます。近隣の市の方から、他の市在住でも

利用できるので、有難いという意見を聞いています。

支援センターが土日に使えない。子供に対する育てやすさを感じない。

支援センターが土日も利用できるところは素晴らしいと思います。

子育て支援センターの設置は、利用し、素晴らしい施設であると感じました。設置に尽力頂いた行政

の方に感謝します。

土日や祝日に子育て支援センターが開いていると助かるな~と思いました。

上の子（現在小 3）の未就園児時代に、らっこ教室を経験できて親子共にとてもたのしい時間を過ご

しました。未就園児時代こそ（歩けるようになってから入園までの時期）、体を動かしたり、大人（先

生）の話をきいたりを親子で同じ時間を過ごす。その週一の活動が本当にすばらしいのです。それを

この時期の親子で希望する人がいれば誰でも経験できるようにして欲しいです。マリンルームもある

先生がいらっしゃった時はショータイムのようなものがあって、それがどんなに私たち親の心を豊か

にしてくれたか。未就園児のいる親子にとって、マリンルームで幼稚園のような体験ができるのは本

当にうれしいものでした。なのに、その先生がマリンルームからいなくなってからは、「ただその空間

にいるだけ」の保育士さんばかりでとてもつまらないものでした。「ただ集まって、勝手に遊んで～」

というところは増やさなくていいです。幼稚園の疑似体験ができるような場を希望致します。

子育て支援センターが充実していたり、歩道がしっかりあったりと、子どもと住みやすい市だと思い

ます。

マリンルームの一時保育を生後 2ヶ月から利用できるようにして欲しい。

子育て支援センターや交流センターには本当にたすけられました。本当に感謝しています。そこで出

会ったママとも仲良くなったり、子供だけじゃなくて親にもとってもいい場所でした。マリンルーム

もたけのこも、交流センターも幼稚園入ったらいけなくなっちゃうけど、本当に大網っていいよなぁ

といつも思っていました。

子育て支援センター等、利用できる曜日であったり、時間が限定されていると突発的に行きたいと思

っても利用できない。その為ストレスが溜まろうが行く気になれず子供と 2人で過ごさねばならな

い。

大網は支援センターが多く楽しく子育てできました。

上の子と合わせると 10年間程度子育てをしていますが、今は子育てをする環境はとても充実している

なと実感しています。交流センターの設置は大きかったと思います。

大網小の隣の施設、小さい子が遊べる時間が短すぎる。上の子が小学生で一緒に夕方利用しようかと

思ったがダメで真夏に外で待ちました。

1歳以上の子は療育教室に連れて行けない決まりがあるのですが、預け先が困っています。本来かか

らない費用も必要になり大変です。

子育て支援館も車じゃないと行きづらく残念。雨の日とか行けるといいのですが車がなく行けませ

ん。

支援センターが遠すぎて気軽に行く事ができないと思います。せめて土曜日も開館してほしい。
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１２．妊娠・出産・周産期医療・母子保健について

１３．ファミリー・サポート・センターについて

産後ケアをもっと使えるようにして欲しい。

市役所の方や保健センターの職員さん達もとても優しく丁寧に対応して下さり、検診や予防接種のこ

とを不安なく教えて頂くことが出来ました。

乳幼児健診での保健士の態度・対応が悪く、親が傷つくことを平気で言う方もおられる。

産後ケアの充実、母乳相談室の利用補助の回数、施設自体も増やしてほしい。

こどもの検診や産後の家庭訪問など、市の保健師さんをはじめスタッフの方には大変助けられていま

す。私はそんなにママ同士の交流を持ちたいタイプではないので、あまりイベントに参加することは

ないのですが、支援センターや公園の遊具の整備など、子育てに関して大変手厚く気配りをしてくだ

さっているなと感じます。特に大きな不満はなく、安心して子育てできております。

このようなアンケートの機会をくださってありがとうございました。

土日休みの家庭でも公的サービスを受けやすくしてほしい（集団検診など）。

出産時は、大網白里市に産後ケアが無い、連携していない（東千葉メディカルセンター）ところしか

なく自費で払い、他市のベビーシッターもつかいました。そこには不便さを感じてしまいました。出

産＆産後というところでは環境は悪く感じます。

双子を出産した時、助産師から産後ケアの利用を強くすすめられましたが、大網での支援では 1泊し

かできないと聞き利用しませんでした。1泊するために大量の荷物をまとめ、片づけもする事を考え

ると利用しようとは思えません。最低でも 3泊位はできないと逆に疲れるだけかなと感じました。今

後、出産される方のために、産後ケアがもっと充実するといいと思います。

産後疲れが出たのは 3ヶ月を過ぎた頃でした。市の助成金ではもう産後ケアの通所型しか受けられな

かったので 1日だけじゃあまりな･･･と思ってあきらめました。産後すぐも大変ですが、慣れてきた

頃は産後ハイも無くなって気も少しゆるむし疲れも感じるのでそのタイミングで産後ケア 1週間助成

とか無料とか考えて欲しい。人によって使いたいタイミングは違うので何かしらの方法で好きなタイ

ミングで 1度でも子供と休めるようにして欲しい。そして、旦那の事が本当に嫌になる時期でもある

ので少し心を休めれる環境があってもいいと思う。

市の健康診断の時間帯が、昼寝の時間やお迎えの時間等被り、子供が大変。流れ作業なのは分かる

が、保健師の方がたくさんいらっしゃるのにとても時間がかかる。子 2人以上の場合、待ち合い等作

ってくれたらありがたいです。

産後ケアについて、一人分は使用しましたが、双子なのでもう一人分使用できるようにして頂けない

でしょうか。母乳外来に通っており、産後ケアがまだ必要です。よろしくお願いします。

産後ケアの支援について、授乳している期間は人それぞれ違うため、おっぱいの不調がいつあるか、

どのくらいのケアが必要かも人それぞれ違う。利用可能なのが”産後 1年”となっているのが疑問。

子育てにかかる費用の負担軽減を考えてくれているならば、期間を設けず、使いたいときに使えるよ

うにしてもらいたい。利用可能日数（7日）を超えた場合はしょうがいないけど、せめてその 7日分

は、全部使いきれるようにしてもらいたいです。よろしくお願いします。

歯科教室等を行うのであれば継続できるようなサポート体制を希望します。（15 歳くらいまで）

ファミリーサポートセンターはサポーターの高齢化や告知等不足により機能しているとは言えないと

思います。

ファミリーサポートは知らない人に子どもを預けるのが怖い。
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１４．利用者支援（相談事業・情報提供・保育コンシェルジュ）について

お世話になります。１歳と０歳児の父親をしております。普段は仕事の関係上、妻への負担が大きい

と思います。第２子誕生をきっかけに私も育児休業を取得しました。今この機会に思うことは、母親

業とはかなり孤独な戦いなんだなぁとつくづく思います。相談や、親身に、気軽に誰かと話す機会は

あまりなく、言葉を理解できない子供達と接しながら、何を要求しているのか読み解いていく…これ

をずっとやっているのかと思うと頭が下がる思いです。父親育児の重要性をもう少し、アピールして

みてはいかがでしょうか。母親を救うシステムはもう既にあるかもしれませんが、母親の日々の負担

を軽減するシステムは父親の協力の構築に他なりません。父親育児の重要性が目につくところに宣伝

されていたら、お母さんも、お父さんに言いやすいかもしれません。何かきっかけになるものがあれ

ば良いと思います。

出産を終えるとなかなか行政の施策を知る機会がないので、もう少し情報の発信の頻度や方法を工夫

していただけるとありがたいです。産後訪問の時に説明受けても忘れてしまうので。新聞もとってな

いので広報も手に入らず、置き場所を増やしたり学校を通して渡していただけたりすると助かりま

す。

市内の幼稚園、保育園、各特色が一箇所でわかるようなイベントや資料があるといいと思います。

支援センターなど、産後から保育園や幼稚園などに通う前の交流の場を教えて欲しいです。

交流の場はあるのかもしれないが、場所や利用方法など教えて頂けると行きやすいと思います。

産後は中々調べる時間がないので、例えば、出生届の際や保健師さんが訪問してくださる際に案内し

てくれたり、情報発信してる場があるなら、そこを知らせて頂けたりすると助かります。

今はネットで調べて情報を得ることが増えているので、子育て情報やイベント手続き関係なども市の

ホームページにアップしてほしい。産後は外出もままならず、3歳になるまでは役所に行き手続きす

るのも、電話で問い合わせするのも一苦労。情報発信や、案内などは災害メールのようなメール配信

サービスでほしい。

親子で集まれる場所など知らないことが多いので、市のライン等情報発信を強化して欲しい。

遠方に住む義理の母（70 代）が、昔の子育てを押しつけてくるので、「今は昔と違ってこのように育

てることが良い」みたいなパンフレットみたいな物があればいいなと思います（おっぱいは 1才ま

で、オムツは早く取りなさい、ダメな子とか言う）。

多胎児への支援（保育所申込時の加算や産後のケアなど）。どちらか一方が体調を崩すと元気な方も

預かってもらえず病児保育も利用できない。子育て支援センターに行きたくても、母親一人ではなか

なか連れて行けず孤立してしまいがち。保育園の入所まではとにかく辛かった。兄弟がいればもっと

大変なはず。行政に相談しても共感はしてもらえるが、それ以上どうもしてもらえず困っていた。大

網白里市は子育て支援に関し遅れていると思う。

月に 1度夫婦で子育てが一緒にできているか確認できる機会も欲しいと思います。

子どもへの虐待を防ぐために、就学前まで月 1回はどこかに出向いたり、市の役員の訪問など、子ど

もの安全に務めてほしいと思います。

予約なしで訪問できる育児相談室の設置

同年齢の子を育てる母親同士が知り合える機会がもう少し増えた方が良い。

子育て支援ブックの情報もイマイチ･･･。大網で遊べるところ、イベントなどネット検索しても全く

出てこない。保育所からもらえるイベント案内など大変助かりました。保育所からの情報しかないの

でもっとＳＮＳなど活用して盛り上げて欲しい。
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１５．防災・防犯・交通安全について

街灯が少ない。

通学バスなども希望したいですが、昨今の事故があり心配があります。

通学路などの道路が整備されてない（横断歩道がない、車道と歩道が同じ）ことや、ベビーカーを使

用するときに車が近くて怖いのでどうにかならないかなと思います。

歩きタバコも多く気になります。

みずほ台において駅からのバスがない。

雨天時等、親が送迎できないときがあった場合通学に困ることになる。

川沿い(みやこ野付近)をよく散歩するが、草が茂っていて道が半分ほど塞がれている。自転車とすれ

違う際など危ないので、早く草刈りをして欲しい。

近年の水害で保育施設(周辺環境、道路等含む)も被害を受けました。子供の安全確保のためにも保育

施設周辺の災害対策はもとより市内の災害、特に水害対策が急務かと思います。

みどりが丘の公園に行くまでの道路を横断する際危ないので横断歩道を設置して欲しい。

みどりが丘一丁目の道路のカーブを散歩中に思ったのが横断する際街路樹で車が見えないので撤去す

るか歩行者から車が見えるよう配慮して欲しい。

街灯が少ないので増やして欲しい。→夜道が心配。

バス通りの歩道も狭く、歩くには危なすぎます。子どもが少なくなっているとはいえ、その地域に暮

らしている子どもはいます。正直なところ、子どもが安心して暮らせるまちとは言い難い地域だと感

じています。

街灯つけてほしい

車の運転ができないのでサービス場所に行けない。バスの本数等交通の便が良くなると良い（特に増

穂地区）。

小学校、中学校の通学路の整備をしてほしいです。

通学路の整備及び交通整理、通学路でもかなりスピードを出して走っている車が多い。

永田公民館付近の（旧）国道の通学路歩道へのポール設置。

歩道を整備してほしい（車が横を通り、運転する側も歩いたり自転車利用の子供たちも危ないので）

バス停を整備して欲しい（車が横を通り、運転する側も歩いたり自転車利用の子供たちも危ないの

で）

車で送迎していると道路の不備が目立ちます。真ん中の白線がうすくて見えづらかったり、信号に右

折がないので、渋滞が起きて危険運転する人が多かったり（季美の森）、事故が起きてからでは遅い

ので、もっと道路の整備をしてほしいなと思います。

街灯等少なく、子供を安心して通学させる事ができない。

道路が危ない。ベビーカーで走りにくい。

ベビーカーや子供が安心して通れる歩道がほしい。

保護者や先生方が渡れるように横断歩道を作ってほしい。

ベビーカーでも歩きやすい歩道になるとありがたいです。段差や市役所周辺も歩道狭いところありま

す。

今後、小学校へ進学するにあたり、通学路が安全でないと考えるため、道路環境などの整備をしてほ

しいです。
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１６．公園について

公園の遊具の充実化（小さい子が乗れる椅子型ブランコがないので欲しい）この地域は小学生や中学

生も大勢公園で遊んでいるので、危険な事があったり、小さい子が遠慮してスポーツに取り組めない

現状がある。好きな運動ができるグラウンド、バスケットゴールがあると嬉しい。

公園や支援センターなどは多くて助かるのですが、雨の日に遊べる大型室内施設があるといいなと思

う。近場にはないので、わざわざ遠くまで出かけることが多い。

白里地区には外で子供達がのびのび遊べる公園や施設などが無い。

公園に行くにも市外等に車で出かけなければいけない為、外で遊ばせる機会が減っている。このまま

では子供がどんどん減る一方だと思う。

公園が少ない。小さくてもいいので大網地区以外にも設置を増やしてほしい。

海があるのに全然生かしきれてないと思います。白里小地域にも長くいましたがまず遊び場がありま

せん。土地はいっぱいあるのだから綺麗な公園や広場を作ってほしいです。その周りにお店があれば

近隣地域からも人が来て活性化されると思います。わざわざ市外に出なくても安全に遊べて、買い物

も出来る施設があればいいと思います。子育てする親はそんな場所を求めています。

白里地区は近くに『安心して遊べる公園』がなく、大網や東金まで車で出かけています。なので近所

の子供や親御さんとの交流の場が少なく少し疎外感を感じます。一箇所でも構いません。新しい綺麗

な遊具がある公園の設置をお願いしたいです。

白里地区に子供が少ないのは分かりますが、外で遊ばせる環境(公園の整備等）を整えてほしいで

す。

安心して子供達を遊ばせる事ができ、子供達や親同士との繋がりが出来たり気軽に情報交換がしやす

くなると思います。

公園に関して希望があります。時計や手洗いのための水道を設置してほしいです。また、犬のフンを

放置する方やタバコを吸う方がいるなど、これは市の問題ではなく個人のマナーではありますが、困

ることがあります。夏の夜は公園でセミが鳴き続けているので、夜間の照明はもう少し減らして良い

のではないかと思います。

どの公園も古い遊具が撤去されたあと、そのままになっている。新しい遊具(鉄棒、シーソーなど)を

充実させてほしい。外で遊ぶ子が減っている気がする。

複数の公園の休憩スペースがずっと"立ち入り禁止テープ"で囲われたままになっている。危ないので

あれば早く修繕して欲しい。安心して遊べない。

公園にゴミが落ちていたりするので、ゴミ拾いイベント等を行なって掃除できれば、もっと環境につ

いての意識が高まるのではと思う。(あれば子供と一緒に参加したい)

何にもなくてもいいので、一面広大で緑豊かな公園が欲しい。

そこに人やイベントなどで盛り上がるような場所。

子供が遊べる公園を増やしてほしい。滑り台等の遊具が充実しているところが少ない。

白里地区には公園や児童館がないため、子どもが遊べる場を設けてほしい。(新設でなくとも、放課

後の校庭の開放など)

白里に公園がないです！！！放課後や休日に子供達が遊べる公園を作ってください！！！ 学校の校

庭開放して欲しいです！とにかく子供達が遊ぶ場所が全くないです！皆同じ事思っています！よろし

くお願いします！！！

トイレのない公園が多くて困る。我慢の出来ない子供はどこで用を足せばいいのでしょうか…

増穂地区に公園が欲しい。

低年齢の子どもが遊びやすい施設、市内の公園の遊具は大きい子向けと感じるものが多いので、3歳

くらいまでの子も遊べるような遊具がほしい。

大網白里市は公園が多いけどどこも似たり寄ったり。交通公園とか夏は噴水から水が出て遊べると

か、バスケットゴール、健康器具のある公園、スケボーが無料で楽しめるなどの特徴のある公園など

が普及して子供たちがたくさん外で体を動かし、運動神経がよくなる、趣味、特技を伸ばせるような

スポーツが楽しい街になって欲しい。
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みやこの第 2公園（マクドナルドが移転前にあった場所の裏）の遊具を新しくしてほしい。小中池の

ような遊具を増やしてほしい。

市内の公園の遊具の充実（小さい子でも乗れるブランコ、センター公園のすべり台は小さい子が遊び

にくい等）子どもたちが雨でも遊べるような室内遊具施設

白里地区には、自然がたくさんありますが子どもが元気に遊べるような公園や商業施設がありませ

ん。

公園を作って欲しい

増穂地区にみどりが丘にある中央公園くらいの広さの増穂地区中心となる公園が欲しい。小学生は神

社公園、アリーナしか遊ぶところがない。道路で野球など始めてトラブルの原因になりかねない。

学校の近くなどに公園を増やして欲しい。

大きい公園が笹塚地区にほしいです（子どもも多いので...）。

市内の公園では似たような遊具が多く、色々な種類の遊具を各所設置してほしいです。

公園等子どもが遊べる場所が少ないし、環悪い悪い

公園など外遊びが安心して出来る場所が少ない。

公園の木や草の管理を定期的に徹底してほしい。蜂が多く出て遊ばせられない。

南横川、南飯塚などこどもが遊べる児童館や公園が欲しい。みどりが丘などに児童館ができてもつれ

ていく足がない人は大変です。

公園の遊具が小学生向けなので 2歳頃から遊べる物を作ってほしい。

公園が少なく、放課後遊ぶ場所がひとつもない（小さな公園でもいいと思うので）。

子育て環境に良いと思う事、所が何も見当たらず悲しい。

増穂地区には子供達の遊べる場所（公園など）が少ない。子供が安心して歩ける場所が少ない。

公園の遊具も少なく、子供が楽しく遊ぶために、都会に連れて行く必要があると毎回感じる。

白里地区にも、小学生や小さい子供も遊べる公園が欲しいです。お友達と一緒に遊べるスペースが欲

しいです。

大きな公園があるといいなと思います。

子どもと安心して遊べる公園等があるとよい。

公園のトイレなどの衛生環境を改善してほしい。

町の中に大きな公園がほしい。

大網の公園といえば、小中池がありますが、その他の公園の整備にもう少し目をむけて欲しいです。

大網東公園にあそびに行ったらゴミだらけ、みやこ野第 2に行ったら遊具の老朽化･･･。公園が多少

楽しくなると治安にもつながる気がします。

白里地区には公園がほぼないので、遠くまで行くのが大変。自転車で行ける距離にほしい。

公園をきれいに整備してほしい。（年齢別に遊べるようにエリアを分けるなど。）

スポーツをたくさんできるように、公園の遊具の充実やバスケットゴールを設けてほしい。

千葉市のように、バスケットゴールがたくさんある公園を作ってほしい。

公園の遊具を増やしてほしい。

公園など公共施設がなさすぎる。特に白里地区！安全に子供達が遊べる様な場所はありません。
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１７．子どもが過ごす（遊ぶ）場所について

１８．親子の居場所について

幼稚園や公園の遊具を充実させて欲しい。

児童館の拡大（みどりがおかの児童館は狭すぎて子供が溢れている。土地があるのでもっと広い体育

館のような施設があると嬉しい。老若男女使えるのではないか。健康増進のスポーツイベントや習い

事が出来る。欲を言えばきぼーるのような遊び場、学び場が欲しい。）

児童館など無料で気軽に利用できる場所を増やして欲しい。体験などができる公共の博物館や施設の

設立

子供が遊べる公園などが少ないと思います。室内の遊べる場所も欲しいです。

ショッピングモールとか出来たらいいのに…といつも思います。アミリィが空き店舗だらけなのでも

っと活用できませんか？室内で遊ぶところだったり子供と行きやすいフードコートを作るとか。

こどもたちが無料でからだを動かして遊ぶ環境が少ないので増やして欲しい。

広い公園や、安心して遊べる遊具も少ない。土日の学校の校庭や体育館、園の園庭開放を増やしてく

れると遊び場が増えると思う。

日常の運動やお祭りを市内の民で過ごせる場所が欲しい。スポーツが身近に行える施設が欲しい。特

に外がない。サッカー、野球、バスケットなど、これからの日本のスポーツを発展させるようなもの

だけでも、充実させるべきだと思う。

子供が天候関係なく遊べる施設の充実を図って頂きたい。

同学年の子ども同士の交流の場を設けてほしいです。ワークショップなどの親子参加できる体験型イ

ベントの充実も希望します。大人数だと萎縮するタイプの子もいるので、少人数(５人以内)でゆった

り楽しめる機会があると嬉しいです。

子どもの遊び場増やしてほしい

季美の森にも、小学生が通える子育て支援センターを作ってほしいです。放課後外で遊ぶと、周囲の

ご老人の方々に文句を言われてしまったりして子どもが体を動かして遊べる場所が少ないと感じてい

ます。子どもたちが気兼ねなく目一杯遊べる場所を作って欲しいです。

図書館をもっと充実させてほしいです（蔵書数、広さ等）。

自宅、友人宅以外で友達と遊べる所が少ない。校庭を一定時間解放するなど遊ぶ場所を作ってほし

い。

大人も含めてではありますが、もっと大きな図書館があると良いと思います。

図書館の児童書をもっと充実させてほしい。

小学生、中学生の為にボール遊びができる公園や自習ができる自習室を増やして欲しいです。赤ちゃ

んだけでなく小学生、中学生、高校生にも目を向けて！支援を！

ひとり親家庭の場が欲しいです

土日にこどもを連れて行く場所がないなと感じています。公園、動物園、水族館、美術館、科学館な

ど。生き物とふれあえる施設があるといいなと思いました。

暑い夏に行く場が少ない。毎日支援センターに通うわけにもいかないので…じゃぶじゃぶ水で遊べる

場が欲しい。

子育て中のママとの交流のイベントとかあったら嬉しい。

子連れでご飯を食べられるような場所がない。キッズルームや個室の完備された家族に優しい食事場

所がほしい。

家族で出かけられる場所が欲しい。大きめの商業施設でフードコートもあり、食事が出来て買い物も

一つの場所で完結できる所。一つ一つの場所に車で行って一回一回おりると子供がいると大変。

雨の日にあそべる室内施設がほしいです。商業施設と併設してほしい！！

子どもを連れて出かけやすく遊べる場所を増やして欲しい。猛暑や雨の日は公園等外で遊べる場所が

少ない。有料でもいいので室内遊具のある（児童館ではなく）キッズスペースがあると嬉しい。

託児のあるイベントなどがあるといい。

託児所があるジムなどがあるといい。
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乳幼児が室内で過ごせる清潔な遊び場を増やして欲しい。

遊ぶ場所、ショッピングモール等がないため、休日は市外に出ないといけない。

地域の子ども達が集まって楽しめるイベントや祭をもう少し開催してほしい（交流できる場があると

保護者・子ども同士で会話ができ、情報交換もできる）。

子供が遊べる施設を運営している企業の誘致をして欲しい。

現在子どもがおもいっきり遊べるようなレジャー施設が大網にありません。少し遠くに行かないと無

く、そういったレジャー施設があれば行きたいのに･･･と思います。例）浦安にあるトランポラン

ド、雨の日でも遊べる室内レジャー（ボーネルンドあそびのせかい流山おおたかの森）、wizkids（ウ

ィズキッズ）浦安等･･･。大網は広いので広いレジャー施設を作れば市外からも沢山来てくれると思

います。

イオンモールのような大型ショッピングモールや 1日遊べる道の駅のような所があると、買い物も 1

箇所で済ませられ助かる。

フードコートがないので、ちょっとご飯、ひと息つく場所がない。

住んでいる地域に子どもがいないので息がつまる時がある（うちだけがうるさい）。

習い事や子供がやりたいと思うきっかけになる様なブース、イベントがあれば親も住んでて息抜きで

きると思う（子供が夢中になると手が空くし、ムダにならない経験になる）。

のんびりしていてのびのび育つけど、子供を預けてカフェでリラックスとかが現実的ではないことが

残念。結局、母親が育児、仕事、家事をしていてみんなストレスたまっていると思う。市役所にとか

支援センターというけれど通うのも大変だし、それができなくて苦しんでいるママは多いと思う。室

内のプレイルーム完備希望カフェがついてるとか、飯岡のイオンはいいと思う。記名・受付いらなく

て楽。

親子で楽しめる場（共働きの家族が）が少なく、他市に行くことが多いので、そういった場がほしい

です。

子ども連れが親子で利用できる室内アスレチックなどがある施設がほしい。

土・日も利用できる、親子で参加できる教育・遊びの場

ショッピングモールや市全体をもっと活性化してもらいたいです。子供と楽しめるお店がなくて不

便...さみしいです...。

「児童館など、親子が安心して集まれる身近な場やイベントの機会の充実」、について力を入れて取

り組んで欲しいです。楽しい子育て環境を作ることが大網白里で子育てをしたいと思えることにつな

がるので。

「子ども連れが出かけやすく、楽しめる場所を増設または設置」

イオンの中で買い物中に子供を預けられるサービスがあると良いのではないか。

小児科もできて病院に不自由は感じませんが、子育て世代は楽しめる場所はあまりありません。

子育て支援センター以外の室内で遊べる施設が欲しい。

ワークエキスポのようなイベントが増えると嬉しいです。

保育所や幼稚園での交流を通じて、他の子育て中の人達と仲良くなれる機会がほしい。（現状遊びに

行っても人が少なかったり、他者との交流が少ないので、楽しいと感じることができない。イベント

等で沢山の友達がいて交流できたら、どんどん利用したいと思います。）

子連れだと用事を済ませるのにあちこち買物に行ったりできないこともあるので、全ての用事を済ま

せられ、子供も楽しめるようなショッピングモールがあると嬉しいです。

右も左も解らない場所での子育てですが、周囲の方々に助けてもらい何とか頑張っています。もっと

子育て世代の参加のできるイベント、瑞穂地区の児童館があるとうれしいです。いつもありがとうご

ざいます。

子育て支援ルームを小さい時は利用しましたが、3才以降遊ぶ場所がなく（特に雨の日など）室内で

広々と遊べるようなところ、お金がかからず遊べるところが欲しい。遊べる場所があれば自然と子育

て交流もできるのかと･･･。

（保育所入所前は）保育施設の利用もできましたが、もっと気軽に遊べるところが欲しかった。
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１９．保育料（給食費含む）について

保育料に関しては、納得できない部分もあります。国の指針なのでしょうか、しょうがないとは思い

ますが、ありきたりな言葉ですが…税金を多く納税している者ほど、高額な保育料を払わないといけ

ない…おかしくないですか？もちろん、保育者の給与は仕事に見合った分が支払われる必要はあると

思います。３歳からは無料になると聞きました。しかし、働き手不足の昨今では、０歳から預けなけ

ればいけなかったりする状況も多々考えられます。市独自の方法を模索してもらいたいです。もちろ

ん、すべての人が納得する方法などは難しいのでしょうが、是非ご検討いただきたいです。お忙しい

ところ恐縮ですが、よろしくお願いいたします。以上、市内住むいち父親からの言葉です。

0歳～保育料無料化

子どもが小さい頃、保育所の利用料が高く、大変だった。

給食費を無償化してほしい。

２歳児までの保育料を引き下げてほしい。パート勤務で預けるのが第一子なら給与がほぼ保育料に消

えるのでは。子育てに熱心で子育て世代に支持されている自治体の例をもっと取り入れてほしい。

中学卒業までの全児童を対象とした給食費の無償化を実施してほしい。

3人目の保育料は在籍に関わらず無料にして欲しい。

2人目からの保育料を無料化してほしい。

0.1.2 歳児の保育料の補助を本当にお願いします。高いです。無理です。本当に。切実です。

保育園料が高い

保育料についてです。第一子が現在 3歳、第二子が 0歳です。フルタイムで働きながら保育園に通わ

せていましたが、基本的に月に 1-2 回はお熱などで保育園をお休みします。最長で一回の風邪で 2週

間休んだことがあります。コロナの際は減免措置等ありましたが、それ以外の風邪では特に減免措置

がないのがかなり負担でした。職場を休み、有休がなければ欠勤です。欠勤なのに、月の半分をやむ

なくお休みしたとしても少ない手取りの中から毎月 5万円以上の保育料を支払わなければならない。

手取りが 15万円だとしたら、5万円が保育料で消えてしまいます。欠勤だったらさらに手取りは少な

いですよね。最近の物価高、税金ばかりとられてかなり子育て世帯の皆さんは懐事情が苦しいです。

どうかもう少し体調不良でのお休みの際の減免措置等、考えていただけないでしょうか？保育士の賃

金改善もですが、同じように課題にあげて欲しいです。

保育料について、第 4-2 階層～第 8階層は就学前の兄弟がいる場合にのみ保育料が半額等の措置が受

けられるが、その制限をなくして欲しい。

乳児の保育料が高く、仕事に復帰しても保育料でほとんどなくなってしまうという現状なので、費用

負担が軽減すると助かります。

給食費についても無償化が実現している市もあるので検討してほしい。

給食費の無償化を希望します。子どもが少ないので、こういった政策で増えていくことを期待しま

す。

給食費の無料を希望します

教育の充実で幼稚園を選択。夏休みや延長等は助成があれど、負担が働いた分と変わらない位に。特

に、発熱時は祖父母へも預けられない。病児保育も遠方の為、母親が仕事を休むしかない。フルタイ

ムでは働き辛い現状。家計的にはフルタイムがいいが、育児・家事負担全て背負えずパートで経済的

に苦しいのが現状。就学するまで大変です。

とにかくお金がかかる世の中なので保育料や給食費などお金がかからないようにしてほしい。

保育無償化はとてもありがたいです。

食物アレルギーがあり、園の給食を食べていない（弁当持参）のに、給食費を含む保育料を支払うの

には納得できない（給食費としての内訳があるなら免除すべきと思う！）。

給食費を無料にしてほしい。
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２０．医療費助成について

２１．経済的支援（補助金・助成金）について

医療費の無料化

医療費をまた無料にして頂きたいです。

医療費を自己負担ゼロにしてほしい。小さい子どもは発熱も多く、歯医者への定期通院など何かと医

療費がかかる。300 円の支払いでも、多子世帯には負担が大きく感じる。

医療費も無料から負担金が 300 円に上がって補助してくれるのは有り難いが政策としての印象が悪

い。

子供の医療負担をなくしてほしいです。インフルエンザが打てなくて困っています。

2020 年に第一子を私は出産しましたが、それから思うのは病院受診時に一回ごとの負担が 0円から

300 円になった事が地味に痛いなぁと思っています。可能であればいすみ市のように 0円にして欲し

いです。0円になったからと言って過剰受診になることもないと思います。なぜなら大泣き、イヤイ

ヤ、具合の悪い子どもを病院に連れて行くという事は大変疲弊するからです。子どもたちにとってよ

りよい環境づくりのためにご検討お願いいたします。

実家がある横芝光町は子ども医療費が無料と聞きました。大網白里は 300 円かかることを伝えると驚

かれました。大網白里市は無料になることはないのでしょうか？

子ども医療費助成を以前のように無料に戻してほしい。

高校生までの医療助成金を無料もしくは受給券にしてほしい。

子ども医療費を無料にしてほしい。

もっと子育て世帯が住みやすい環境を作ってほしい。

引っ越して来た時は、子ども医療費が無料だったので良いと思って引っ越しの条件にあったのに途中

から 300 円もかかるようになった。

こども医療費を無料化していただきたいです。

高校生の授業料、定期代、補助金ほしい。

小さい子もオムツ、ミルクなどかかるけど、小中学生は給食費補助金もう少しほしい。

子供達を育てるのはとてもお金がかかるので、医療費を以前のように無償にしたり、もっと色々な補

助が欲しい。

直近のことならばインフルエンザの予防接種の補助について…子供たちの間で流行し学級閉鎖などが

相次ぐのが毎年のことなので、ワクチン接種を進めるためにも補助は必要だと考える。

子供の入院に際し、受給券による助成は本当に心強かったです。金銭面を心配することなく、子供に

最適な医療を提供できるこの制度は本当にありがたいです。

財政難は理解するが、市の人口や将来を支える子供への投資を増やしてほしい。

医療費の無償化や公立学校への支援などを進めて頂きたい。

インフルエンザワクチンの補助が高齢者のみなのはおかしい。近隣自治体では子供への補助もしてい

る。子供がインフルエンザにかかってしまうと親が休みを取ることになる。なぜ子供が対象外なのか

理解できない。

オムツと布団レンタル、帽子やクレヨンなど毎年買い揃える諸々の用品が無料など何らかの補助をし

てほしい。

子供用品も値上がりしているので市でサポートしてくれると助かります。市役所でオムツを購入でき

るなど。メーカーは市が指定してある程度市に負担してもらい安く購入できるなど。

何歳以下の子供 1人につき市役所に行くと月に 1回オムツ 1パック無料提供をしてくれるなど。毎月

行くのはサイズが変わる可能性あるのでその場で選べるのと、オムツのメーカーが嫌な人や面倒くさ

い人は取りに来なかったらもらえないシステムにするなど。その時に子育ての相談も少しできるとい

いと思います。

3人目のお祝い金がなんでなくなったんでしょうか

消耗品である、おむつ、お尻拭き、ミルク、ゴミ袋（特大）もしくは小で枚数を増やして市の方で支

給していただきたいです。



107

3 人目出産にあたるお祝い金を増額していただきたいです。

オムツ給付等もっと子育て世帯に対する支援が欲しい。ごみ袋の支援はいらない。

住民税の控除。

子育て世代に対しての経済的支援してほしい。または支出に対しての支援がほしい。

市の不妊治療助成制度があると助かります。

第三子への援助がなくなってしまったようなので改善して欲しい。

3歳未満にゴミ袋が支給されていますが足りないですし、オムツ購入補助券などの方が嬉しいです。

子供の手当が手厚くなるのが三人目からなので二人目をつくる気にならない。ひとり育てるので精一

杯。一人だけでは手当は微量なので若い人は一人目ですら子供が欲しいと思わないと思う。

現在大流行のインフルエンザについてです。保育園や小学校でも大流行しています。疑問なのがご高

齢の方がインフルエンザの予防接種費用が無料、もしくは助成されるのに対してなぜ 2回も接種が必

要なこどもは無料はおろか助成もないのでしょうか？どんなに安くても 1回の予防接種で 3,000 円、

高いところだと 4500 円します。2回打つと高くて 9,000 円です。子どもの人数がいればいるほど出費

が嵩みます。高齢者は助成、または無償。子どもは有料なのがおかしいなと思います。どちらも罹患

するとリスクは高いのですから。子どものインフルエンザの助成、もしくは無償についても積極的に

考えていただきたいです。

子育ての家庭に金銭的支援を充実して欲しい。未来の子供達のことを本当に考えてるのであれば税金

は、短期的に同じ道を整備するのではなくてきちんと子供の為に手当などの充実をして欲しい。税金

の使い方を子供の為と言いながら違うことに使ってることが不信感を感じてしまう。

共働き家庭に対する支援が少ないため、仕事と家庭の両立が難しいと感じる。

オムツやミルクなどの消耗品の購入時に使用できる割引券や無料券などがあると良い。

給付金等も他の自治体の方が充実しているように見える。

育児に関する補助金等を増やして欲しい。

物価高騰の為、第 3子見直し願います！！

小さい子供がいる世帯への金銭的な支援をして欲しい（オムツ・ミルク代等、毎月かかってくる費用

が大きい、月 2万~3 万程度おしり拭き・哺乳びん消毒用品・離乳食）。

幼児期はお金がかなりかかる為（オムツ、ミルク等）割引券などのサービスや保育料の負担を減らし

てほしい。

他の地域に比べて、子育てに対する助成金が少ない。子育てに優しい地域だとは思わない。

高校生への手当をすぐに支給して欲しい。

インフルエンザ予防接種の助成（2回のうち 1回でも無料にして欲しい）。

小学・中学・高校への進学支度金を助成して欲しい。

もっと準二号の手当の金額をふやしてほしい。

高所得家庭にも金銭的支援をしてほしい

ひとり親家庭の児童扶養手当の収入制限をなくしてほしい。同居していても世帯を別けていれば別世

帯としてカウントしてほしい。市ではなく国全体としての問題なので、どうしようもないと思います

が...。もらえる手当がもらえないのは不平等すぎるので書かせてもらいました。

市の子育て支援の改善も必要だと思いますが、困っている市民のために政府に働きかけることも大事

なことだと思います。無理なお願いをしていることは分かっていますが...。市民 1人ではどうする

こともできませんので。

インフルエンザワクチンの補助金がほしい。

3人目以降のお祝い金もなくなって悲しい。

現在第四子妊娠中ですが、出産祝い金がなくなったこと。今の日本の情勢を考えるとなくすべきでは

ないと思う。

園指定で買わなきゃいけない、体操服、制服、カバンが本当に負担。なくすか補助して欲しい。

その他市外の方が習い事の補助など充実していてうらやましい

子どもが療育に行っており、まだオムツが取れません。ゴミ袋の支援をそういう子は延長していただ

けると助かります。
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２２．医療体制について

子育てにはお金もかかるため、金銭面でもサポートが欲しいです。

茂原市のように（子ども）手当をくばってほしい。

母子家庭の援助を増やしてほしい。

児童扶養手当についてですが、実家で暮らしていても、世帯分離している場合は、扶養義務者の所得

は関係なくしていただきたいです。祖父母（子どもから見て）と同居している理由については、私が

両親からもらった愛情を子供にもいっぱい感じてもらいたいからです。よろしくお願いします。

子どもに対する金銭面の補助。

多胎家庭への補助です。（家事・育児の負担軽減のため、ヘルパー等の利用ができるといいです。）

以前も今年も夜間や休日に子どもが怪我などをした時、いろいろな機関に聞いて結局、成田市の病院

に行かないといけなくなったので、子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい。(平成 28年

も令和 5年も)

まず、夜間救急環境が悪い。海浜幕張まで行かなければ行けないのは辛い。

もっと、子供の費用負担をふやしてほしい

体調が悪い時など、病院に連れて行くのですがどこも混んでいて凄く待たされるので…改善して欲し

いです。また、夜間など 24時間対応いただける WEB 診療などの体制を整えて欲しいです。

中々難しいと思いますが宜しくお願い致します。

安心して通院できる小児科がない

予約制も良し悪しがあるし、昔からある所は評判が悪くて市外に出ています

信頼できる小児科が新しくできたクリニックくらいしかなく、ママ同士の会話でも他に皮膚科、眼

科、産婦人科などもかかりつけ医にしたい医者がいないという意見が多く茂原や土気まで行ってる。

未就学児が夜や休日に具合悪くなることが多いのに、診てくれる場所がないから、本当にどうにかし

て欲しい。

救急病院が無い。年末の夜中に子供が発熱したが、近くでどこも見て貰えず、救急車で四街道まで運

ばれた。死ぬ寸前であった。

山武郡市急病診療所の受付時間を長くして頂きたいです。現在は 20時～21 時 45 分までとなっていま

すが、23 時ぐらいまで開いていると助かります。また、未就学児は診て頂けない事があります。幼い

子ほど診て頂きたいです。

小児科が少ない

医療体制が幼児・小児に対して整っていないので、拡充出来るように働きかけをしてほしい。

小児科と呼べるような病院がない

小児科や子供が通える病院が少ないのが悩みの種で、仕方ないので茂原や千葉市の病院へ行くことが

多く、大網の住人なのにおまかせできる病院がないとよくママさんたちと話しています。

改善頂けたらありがたいです。

千葉市から越してきて、深夜の救急対応悪すぎます。なにかあった時に不安です。

出産を含め、医療機関を増やしてほしい。特に産科が少なく（予約していても）3時間待ちの時もあ

った。

働いている家庭は仕事場と保育園から病気の診断を求められるので、医療機関に気兼ねなく行ける環

境にしてほしい。

小児科ができたのはとても良かった（予約いっぱいだが）。

土日夜間でも近くに受診できる医療機関がないと困る（以前山武郡の夜間を利用したが時間も短く担

当（小児科）医がいないから受診出来ませんと言われた経験があります。特に子供が小さいうちは子

供を優先として診てもらえるようにしてもらいたいです。）。

市内の小児科が少なく、他市の小児科がかかりつけ、かかりつけが休みだと市内で選択することがで

きず、また他市へ･･･という形になってしまっています。不安に思うことが多々あるので、少しでも

整備していただけると安心です。よろしくお願いします。

小児科、産婦人科が少ない（産婦人科はないとおかしい）。
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２３．その他

市が認定している”小児科”が少なすぎる。

大網は病院が少なすぎる。夜間診療してくれるところがなく電話で断られるため、千葉市まで行かな

きゃ受診できないのは本当に困る。

大網市内には緊急でかかれる小児科がない。

安心して産める産婦人科もないため、隣の市まで行かなくてはならない。忙しいと病院に連れて行く

のも一苦労。

病院を増やしてほしいです。

夜間急病センターで対象に「小児」とあっても就学前の小児は、対象外であることが多く、遠いと成

田日赤まで行かないといけない現実がある。夜間の（就学前の）小児の受入れの充実も希望したい。

小児科が少なく困っています。

市内に小児科の病院が増えてほしい。

小児科がないので困ります。

小児科がないため、上の子が小さい時から市外の病院に通っています。休日、夜間診療の病院も小児

科医がいないとのことで、千葉市の病院に行きました。市内の病院（子どもを診察してくれる病院）

はいつも混雑しているので、急病の時にいつも困るので改善してほしいです。

6歳になったので、今は病院にかかることが少なくなりましたが、小さい時は夜間外来に千葉市や山

武のほうまで行って大変でした。小児科も大網は少なく不便です。

小児科の拡充

市内の小児の医療機関が少ない。夜間、対応してくれる所がほぼない。山武夜間医療センターに断ら

れて救急車を呼ぶ以外、対応がわからない。

非課税世帯でローンがくめない。助けてほしい。

子供がお金を払わないと学校に行けない。何とかして欲しい。

これからの世の中、支えてくれるのは今の子供達。もっともっと子供に優しい、子育てしたくなる大

網白里市になってもらいたい。現役子育て世代の方にもっと活躍してもらってはどうでしょうか。

自分の育った町で子育てをしています。現状、未就学期の子育てサポートはとても充実していて、仕

事も続けられ、かなり助かりました。就学後、特に低学年期の生活は、とてもハードでした。

子供の問題や悩みも複雑になり、向き合うべき時間が増えますし、未就学児期に仕事を継続すると、

親もそれなりの役職に就いており、突発出勤、残業、繁忙期も押し寄せます。そこに対応しきれず、

時間の調整に頭を抱えました。

母親が大黒柱の家庭も暮らしやすい社会であってほしいです。(父親側の意識改革も社会的に必要な

のでしょうが…)

お元気なリタイア世代の活躍の場を、子育て分野にもっと設けてほしいです。昨今、フルタイム共働

きの現役世代がリーダーシップを取るのは時間的にとてもしんどいです。

(登下校の見守り活動・昔ながらの盆踊りや縁日などの子供向けイベント等)

これから子供が減るのに施設を作って何がしたいのか。他にやれることがたくさんあると思う。

ベビーシッターの助成もなし。

保育園入れたくても入れない、ベビーシッターも一時保育も高い。貧乏人にはどうしようもない。

「保育園どこでもいいなら入れるかもですけど、こだわりがあるならまぁ兄弟児優先なので入れない

ですよ～預けたいなら有料サービス使ってください～貧乏人には高いかもですけど～ベビーシッター

も勝手に使って～」って言われてるみたい。

子育て「支援」とうたうならもっと支援してください。なにも支援なんか受けてないんですが

子育てサービスに関して全般的には満足しています。

くだらない政策に多額の税金を投入するくらいなら、子ども 1人当たり 200 万円程度の給付金でも行

ってください。ないしは、児童手当の金額を大幅に増額してください。

老人世代に無駄なお金を配るくらいなら、現役世代への支援を手厚くしてください。

無能で仕事か出来ない市長や議員共の報酬を削り、子育て世代の住民税を免除してください
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この調査活動になんの意味があるのか分かりませんが、時間をかけて回答していますので、結果を出

してください

みどりが丘地区に食材、日用品など買い物できるスーパーマーケットなどの施設がほしい。

ファミリーサポートの学童？や、放課後クラブことは知らなかったので、小学校に上がってからの放

課後の過ごし方を調べるきっかけになりました（学童しかないと思っていたので）

保育園の園服が近隣の市より高い。

近隣の市町村と比べてもかなり劣っていて、だから子育て世帯がどんどん引越してしまうんだと思い

ます。

子供が少ない割に、学童に入れない児童がたくさんいたり設備が古い、汚いなど改善点は何年待って

も改善されません。子供にとって過ごしやすい環境や安全な居場所がないのは大問題です。

大網白里市は親の負担が大きく子育て世帯へのメリットが少ないのでうちも子供 3人いますが資金が

できたらすぐにでも出ていきたいくらいです。

日々市の運営感謝しておりますし、大変かと存じますが、せっかくの意見の場なので日頃のストレス

を書かせていただきました。失礼致しました。

大網アリーナなど、運動に関しては立派な施設があるので、文化系の施設にも力を入れてほしい。大

網白里市内にあるピアノ教室やバレエ教室等が、発表会は市内ではなく、他市(東金市)の文化会館へ

流れていってます。保健文化センター3階にもステージはありますが、3階まで上がって行かなけれ

ばならないというアクセスの不便さや、音響、空間など東金文化会館と比較すると劣る部分が多い気

がします。市内にも文化会館ができて欲しいです。

現在の市政は未来に向けて(出生率を上げる取り組み)ではなく、過去へのご機嫌取り(高齢者への媚

びへつらい)にしかみえない。これは市政のみに言えることではなく、国政にも言えることである。

子育て支援にやる気がある企業・団体等の声に耳を傾け、今子育て世代の市民が何を求めているのか

を把握するべきではないかと考えます。各方面より話を伺いますが、今の市政はそのような声に耳を

傾けずに自身の利権を優先しているようにしか見えません。正直言うと大網白里市民になり、後悔し

ています。(前述した通り、市政が未来を向いていない為。)また今後もこのような子育て世代を疎か

にするような政策では、人口流出も防ぐことが難しいのではないでしょうか。(お世辞にも子育てし

やすい環境ではないので、現時点で子どもに大網白里市では子育ては難しいと助言する予定です。)

繰り返しですが、やる気があるものにチャンスを与えない市政を脱却し子育て世代や協力者に支援す

るようにしてください。

子どもを産んでも保育所に入れるか等の不安があるなかでの出産、育児をしなければなりません

子どもが少なくなっていて今後の教育環境も不安なことがたくさんあります

地域の親子さんの声をたくさん聞いてほしいです

これから子供が小学生、中高生になっても市や地域のサポートを受けられたらありがたいと思います

し、地域の一員として子育ての先輩として、これから子供を持つ家庭の力になれる事があればと思っ

ています。
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いつもお世話になっております。

これまで、転勤のために複数の都県に住み、子育てをしてきましたが、大網白里市は子育てについて

改善の余地が多々あると感じております。

以下、他都県で経験した子育て支援について挙げますので、大網白里市にお役立ていただければと思

います。

・医療費は高校卒業まで無料

・新生児誕生祝金 10万、小中高校入学時に祝金それぞれ 10 万

・住居の新築助成金、新婚夫婦の移住等に助成金、移住者に空き家バンク

・屋内大型遊具施設（無料）

・市立図書館内の施設設備・蔵書数・イベント等の充実

・大規模公園（大型遊具・アスレチック・憩いの場等）

・大型商業施設

・小児科の充実

・産婦人科の充実←①

・陣痛タクシー制度←②

①②は大網白里市にはありませんので、あれば本当に助かると周囲のママたちの中で話題に出ます。

思いつくままに挙げましたが、いずれも市の財政と大きく関わることは承知しています。

大網白里市の子育て支援がより充実していくことを願っています。

私は保育士をしています。保育士をしながら、自分の子どもを保育士さんにみてもらうという矛盾

に、たまに苦しくなります。保育士の給料は高くなく、業務内容と見合っていません。子どもが体調

を崩し仕事を休むと、お偉い先生方には嫌味を言われます。もっと、保育園幼稚園で働いている母親

にフォーカスして、保育士ママも働きやすい環境作りをしていただきたいです。これを読んでくださ

る方が 1人でもいらっしゃったら、このように日々働いている保育士がいるんだなと、少しでも気に

留めていただけたら幸いです。ここまで読んでくださりありがとうございました。読んでくださって

いる方も、お仕事を無理せずプライベートを大切にしてください。もっと生きやすい世の中になりま

すように。

待機児童の数が県内ワースト 3に入ると聞きました。

保育施設の更なる誘致と預けている者の実感として未だ離職率が高く感じるので働く保育士の待遇改

善(給与だけでなく園内のハラスメント教育、通報制度の窓口設置有無等一般企業と同様の制度を必

須とする等)が必要と思います。

ショッピングモールの誘致

女性がもっと働ける環境にして欲しい。

流山市を参考に子育てがしやすい街作りに、ぜひ取り組んで頂きたい。正直子供を育てる環境として

は底辺であると感じる。

幼稚園、保育園の先生方への発達障害、知的障害の子供にたいしての知識を増やしてほしい。発達検

査が半年待ちなのも知らない先生がいたので。検査結果まだですか？と言われ不快な気持ちになっ

た。

ジェンダーレスや、性教育について、学べる機会をつくってほしい。

自然体験の回数を増やして欲しい。

コンサートや演奏会、アートに触れる機会があったら良いなと思う。

育児休業が 3年になるよう社会への働きかけが欲しい。
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子育て支援施設があることはありますが、質です。以前に比べて利用したいと思えなくなりました。

政府では、いろいろ対策を打ち出していますが、はっきり言って遅いです。市役所、市議会などで働

く人は高齢の、しかも男性が多い。女性の意見を取り入れなくてどうする。学校関係も遅れすぎ。2

人目が産まれたばかりですが、あっという間に小学校入学になりますよ。教育・先生の質、放課後教

室の質。やればいいというのではない。放課後教室も、あることはあるけど、【あるだけ】。育休など

も、【とっているだけ】。まだまだ。親・子どものためなんてなっていません。最近も、選挙カーがよ

く通りますが、本当かよ・・という内容ばかり。

結局は上の人。古株の議員につぶされるんだろうと思います。

以前、ベテラン市議らしき人が、買い物中に、店員さんに、【俺が誰かわかるか？】と質問している

のを聞きましたが、呆れます。

こんなアンケートにこんなことを書いたところで何も変わらないんだろうと思いますが、周りの子育

て中のママ達も、同じようなことを思ってます。

状況によっては、教育面が充実した他市や他県に移住も考えるほどです。

これからの世の中を変えていく、支えていくのは、若者・子どもたちです。その一人となる可能性の

ある我が子には、よい環境を与えたいと思っています。

国会議員・市議会議員の給料を下げてでもやらなければならないことは、【未来の子ども達への投

資】です。

日本は遅れています。私は、遅れた日本の教育に抗いもせず努力しませんでした。

しかし、今の子ども達には、できるだけ多くの選択肢を与えてあげたいと思います。

支援施設、場所を増やすことだけでなく、【そこで働く人・物の質】も考えてください。

学校教育も、ただタブレットを使っているから最先端だと思わないでください。英語教育に力を入れ

るなど、【子ども達の未来に投資して】ください。

国会議員・市議会議員の給料を下げてでもやらなければならないことは、【未来の子ども達への投

資】です。

日本は遅れています。私は、遅れた日本の教育に抗いもせず努力しませんでした。

しかし、今の子ども達には、できるだけ多くの選択肢を与えてあげたいと思います。

市内に商業施設が少なく、子供用品が揃う場所や遊び場が少ないので市原まで買い物に行ったりして

います。子育て世帯を増やしたいなら、大きな商業施設を作ることも必要ではないでしょうか。

日本人保護者と日本人じゃない子供も公平で支援してください。日本で働いて日本人と同じく税金を

払ってているから

地域に高齢者しかいない、知人もいないので気軽に話せる人が市内に欲しい、子育て情報を教わりた

い

クラウドファンディングではないですが、子育て世代の移住希望者が 100 人を突破したら、子供のた

めの室内遊技場を開設します！とか、1000 人突破したら中学生まで医療費無料にします！とか、攻め

の政策を取らなければ、限られた税収の中で小さくこねくり回すような子育て支援政策しかできな

い。雇用の増加とセットで子育て世代の移住を推進すべき。周辺自治体がお年寄りケアでヒィヒィ言

っている間に、大胆な政策を打ち出すべき。

今回このアンケートを通して、実績を知ることができて本当に良かったです。

今まで色々実施いただきありがとうございました。

自然に豊かな場所で子育てができていることを幸せに思います。

さらに住んでいてよかった、ここで子育てをしていてよかったと思える大網白里市にして欲しいで

す。

何卒よろしくお願いします。

上の子が、学年閉鎖などになると、預けられないのはつらかった。

飲食店増やして欲しい

子供が急に体調を崩した時など、スーパーに買い物に行くことすら難しい時があるので、ネットスー

パーで注文してから 2、3時間で届くようなサービスがあったら嬉しい。またその際の配送料が無料

だと更に嬉しい。
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働いている人が休めることで、保育所もよくなることもあると思います。国の規定もありますが、保

育所や幼稚園にサポートできる人が増えるとよいかと思います。

この意見は本当に反映されるのか疑問です。意見を求めるなら、それに見合った返答を政策で表して

ほしいものです。絵に描いた餅ならないようにお願い致します。

やっと住民票などが Web 受付始まったようですが、マイナンバーカードでコンビニ交付できるように

してほしい（子育ては時間との勝負なので時間のムダ）。

親と子についてもっと関心を持てるような講座や、自然ともっと触れあうような企画をたくさんして

ほしい。今からの時代、絶対に必要で大切だと思います。

子供が突然の病気や、学級閉鎖などで、親が急きょ仕事を休まなくてはならない時が一番困ります。

気軽に当日預けられる施設が分かりやすくあれば助かります。

父親への育児参加教育をもっと積極的にやってほしかったです（家事の協力とか）。

コロナの際の児童へのフォローのなさに周りの市町村の対応の早さも含め大網は大いに遅れをとって

いると感じました。

保育所や幼稚園の先生がより継続して働きやすい環境になったらいいなと思います。

なぜ認可保育園に通っているのに町バスが利用できないのかわからない。市が主催する行事にあたら

ないということであったが、幼稚園・保育園児で町バスを利用して郊外へいける子どもと行けない子

どもがいる。なぜ差別・区別するのか。改善されないのであればニュース番組へ投稿して意見を聞い

てみようと思う。なぜ払っている税金が子どもへ反映されないのか。まずは子どもたちへは市立、私

立関係なく町バスを利用できるよう改善してもらいたい。

保育士が増えるように保育士の賃金を上げて欲しい。

男子トイレにベビーシートをつけて欲しい。

永田駅のトイレ設置。

住み続けたいと思える環境、手当等を希望します。

送迎サービス（タクシー）とかもあると嬉しい。

保育士さんの制作物を減らすもしくはなくすもしくは別手当をつけてあげてほしい（手の込んだ物を

作りすぎだと思います）。

もっと地域の声に耳を傾けて欲しい。

保育士の現場の声をきいて、実現に向けて働きかけを行ってもらいたい。

共働き世帯でも、離職せず子育てできる環境を作ってほしい。朝 6時過ぎから預かってくれたりする

場があると助かります。

市のいろいろな子育て支援について、感謝しております。

役所の方、保育所の先生方、地域の方々、とても優しく引っ越してきて不安だった時もすぐになじむ

事ができました。地域としてとても温かいなぁと感じました。ありがとうございます。

十枝の森が怖くて入りにくい。名前は知れているのに残念。もっと入りやすい環境、明るくなると良

いと思う。

祖父母に頼らずに両親だけで子どもが余裕もってみれるくらいの行政サポートがあればいいけど･･･

この市に期待してません！

特に海側・白里地区での保育環境を整えて下さい。大網まで出向き、行事等に参加するのは難しいで

す。出張所を支援館の様にし、さまざまな教育、イベント、支援を受けられる様にして下さい。

教育・保育に関わる方々の労働環境の改善や税負担の増大などを見直ししないかぎり、子育て環境の

充実はないと思います。

発達の遅れなど親にはっきり伝えていいと思います（市の健診などでも）。すぐに行動をとれる方も

いますがあいまいのままだとそのままで、その子がかわいそう（大きくなってからでは遅いです）。

私自身もはっきり言ってもらえてスッキリした 1人です。

みどりが丘に計画のあったスーパーやドラッグストアの建設をしてほしいです。

大網は多子世帯が多い印象があるので、子育て支援にもう少し力を入れてほしいです。
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祖父母の助けが得られなくても、8時～16 時半で切り上げられるよう企業や教育現場が変わってほし

い。教員夫婦は祖父母の助けありきで両親フルタイム勤務が成り立っていておかしい。

このようなアンケートをしていただいてありがたいです。意見を伝えられるので。

子がのびのびと過ごせる災害にも強い、補助金一時金の充実。

健常児ばかりではなく、障害のある子ども達にもっと目を向けてほしい。千葉市と大網ではとても差

があり悲しくなります。特に医療ケア児にもっと目を向けてほしい（障害のある子も行きやすい子育

て支援センターなど）。市が知識をもっとつけてほしいと思います。役場の対応も悪く行くのが辛

い。

アンケートが長く、正直なところ回答が大変だった。

750 名のうちどのくらい回答があり、結果がどうであったか公表されても良いのではと感じた。アン

ケートを発送、集計される方々の労力なども考えると数字や意見はＨＰなどでオープンにされ真に活

かされて欲しいと願います･･･。

小さい子が多いみどりが丘ですが、スーパーはおろか薬局すらありません。あまり移動ができない子

連れが利用できる店があってもいいかと思います。

両親ともにサービス業で土・日も仕事です。今は祖父に頼っていますが、祖父に見てもらえなくなっ

たら、仕事をやめなければいけません。土・日のサポートをしていただけると助かります。

他市に比べて子育て環境は不十分な状態だと思うが、それでも少しずつ改善されてきていて、ありが

たく思っています。限られた予算、人材だと思いますが、これからもできることから一歩ずつ子ども

や子育て世帯への支援をお願いしたいです。

駅近くの子育て支援館（土日も営業）を作ってほしい。

図書館で借りた本をポスト投函で返却できるようにしてほしい。（図書館の立地が悪い）

子供が病気になり仕事を休む際、職場の事業主にいい顔をされない⇒病気になった子供にイラッとし

てしまう。という経験があるので、市と企業がもっと近い存在になってもらいたい。自分のメンタル

を保つために「いい顔をされないということは、自分が休んで困るということなんだ！！」と無理矢

理な考え方をして日々を過ごさないといけない。

親と教育者の関わりが増えると良いと思う。（教育者には賃金必要）

いくら行政で子育て支援をして下さっていても、それに直接係る事のない世代や地域、高齢者等の子

育て世代に対する理解がなければとてもとても子育てはしずらいです。

子供を預けずに、家族皆で出歩いたり、用事を済ませられる温かい世の中になってほしいです。

ヘルパーさんを利用できる制度をつくってほしい。

福祉サービスや制度を充実させていただき、子育てしやすい環境をぜひ整えていただきたいです。よ

ろしくお願いします。

中学、小学校、幼稚園の運動会等の大きなイベントは重ならないように調整して頂きたいです。
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【小学生児童の保護者調査票】

問 20 教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご記入くださ

い。

１．保育園について（地域型保育事業を含む）

３．認定こども園について

５．小学校・中学校について

保育園はできるだけ住まいの近くで利用できると良い。

保育士さんは重い責任間をもって従事していると思うので、今まで以上にもっと賃金や福利厚生をア

ップしてほしい。お金や時間をかけて人を育て、配置基準より多めに人を配置すれば、余裕が生まれ

保育の質も上がると思う。（保育士さんも急に休まなければいけないこともあるでしょうから）財源

を見直してこういうことにお金を使ってほしい！！

みどりが丘内に保育所の人数を増やしてほしい。

民間の認定こども園設立を希望します。

最近ニースにて、学校の行きしぶりや登校拒否の子に対しての対応として、学校とは別に（フリース

クールなどではなく）教室を設けて、子どもの居場所を作ってあげるというのを見ました。そういっ

た対応が拡がっていったら良いなとニュースを見て強く感じました。学校に行けなくなってしまった

子に対する対応できる様な場所や支援機関を充実してもらいたいと感じます。

学校行事を土・日に行い、平日を振替休日とするのをやめてほしい。学校行事は平日中に行ってもら

えたらと思う。

部活動がなくなった件について、先生方の働き方改革や過重勤務については必要だと思います。しか

し、部活をなくすのは別だと思います。学校生活だけでは得られない仲間同士で目標に向かって取り

組む力、忍耐力、友情、コミュニケーションの大切さ協調性など多くの事を学べる場がないのは残念

です。子供達の成長に大きく影響すると思います。指導員の任用や地域移行など部活継続を望みま

す。

瑞穂小学校のグラウンドにスプリンクラーを設置して欲しいです。

特に冬場、風の強い日など校庭の砂が巻き上がり、体育の時間や登下校時のときに目に砂が入り痛い

と子どもたちが言っています。

教員への賃金改善（幼・小・中）。支援を必要とする子供が多くなっている。親から支援が必要とさ

れないと、そのまま他の子供と一緒にすごすが、無理がある。もう少し、ふみこんで親に伝えていけ

たらいいと思います。

大網中学校がマンモス校で、将来的に通わせるのが色々な面で心配。中学校がもう一つ増えるか、学

区の見直しなどできないものでしょうか。

現在行っていない放課後のクラブ活動の復活。

先生方の働き方改革で社会の改善は理解してますが、市の取組み等で専属のクラブ活動講師を作って

頂くなどを希望。学校内で活動の場がありますと親も安心です。

みどりが丘に住んでいますが、住宅街の中の公園だと、サッカーなどのボール遊びがおもいきりでき

ません。家の前でも車にあたったりなど気にする事が多いので、小学校の校庭など開放してもらえる

日などあると安心です。

中学校の生徒数が偏り過ぎ。

現在、部活動が無くなってしまい体を動かせる機会が減ってしまった。部活をなくすならそれに変わ

る対応をしてもらいたい。子供が減っており周りは、学童のお子さんで体を動かせる機会が激減して

しまった。仕事に忙しい親としては、習い事を普段の日にやらせられる時間は、持たせてあげられな

く運動をしてる子としてない子の差があると日頃から感じてます。
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通級指導教室、対応を充実させてほしい。学校に相談しても、人員不足で対応できないと断られまし

た。発達障害児や不登校児が増えてるなかで、制度があるのに学校が対応できないと言うのは、おか

しいと思います。

また、補助の先生方も低学年だけではなく、必要なところに学年関係なく、入って頂きたいです。

大網中学校の施設の老朽化、周囲の駐車スペースの確保など、早急に改善してほしい。

思いっきりボールをけったりできる遊び場がほしい。小学校の校庭は放課後の使用は不可なので。

休日も小学校を開放してほしい。（子どもと出かけやすいので）

トイレが和式が多すぎる。設備が古い、テレビが古い。宿題をやる時間が短い

小学校の先生の雑務が減り楽しい授業など考える時間的余裕ができるといい。

運動会も部活もなくなり、高校受験（部活推薦）がどうなっていくのか等よく分からないまま。公務

員の負担を減らす事ばかり優先していくのはなぜですか？これらの回答が活かされるのは私たちが子

育てが終わる頃だろうと何も期待できません。子供達は部活がなくなる事に失望しています。教員、

公務員の負担を減らすために子供達の思い出まで減らさなくてはならないやり方には到底納得できま

せん。

子育て支援を今まで行政に期待したことは一度もありません。習い事などお金を払って自分で解決し

ています。このようなアンケートにムダな税金を使うのであれば、市民税を下げて下さい。子供たち

に還元できます。この意見が市長に届きますように。三児の母

学校の教師不足、先生方のレベルが以前より低く感じます。

その為なのか、子供達への対応が疑問に感じる事があります。以前(10 年前ぐらい前)は学校に活気

があり先生を信頼感がありました。教師不足は承知ですが、子供達が可哀想と感じる事があります。

学校の先生が忙しそうで、直接話をするのをためらってしまう。なかなか学校の様子がわからない。

保護者同士の交流の機会もほぼなく、子育てをしていて不安や孤立を感じるときがある。また、担任

の先生だけではなく、学校と保護者で、もう少し話し合える機会があると助かる。先生が不足してい

たり、行事がなくなったりも、保護者の協力でなんとかできる部分があったのではと思う。子供のた

めなら、協力できる保護者は多いと思う。保護者や地域の人の協力を仰ぐことで、支援を充実できる

のではないか。

安全に遊べる学校を開放して欲しいです。昔の様に放課後、土日も学校の校庭などでボール遊びをさ

せたい。公園もボール遊びを禁止の所が多い。部活など無くすなら習い事の補助やアリーナなどでボ

ランティアで教えて頂きたいです。家にいる時間が増えても勉強よりゲーム三昧で困ります。昔の様

に高学年は部活があった方が健全だと思う。年々学校の帰宅時間が早くなりパートの人は大変だと思

います。

児童数の減少などにより、部活動がなくなってしまっているので、外部より指導者をまねくなどして

部活を行って欲しいです。

小学校へ通うためのバスが有料なのはおかしいと思う。無料にするべき。兄弟で年間 5，6万払う事

がどれだけ負担になるか当事者しかわからない。子どもたちが安全に通学できるよう、税金を使って

下さい。（県内）他の市ではバスの無償化やっています。

最近公園でボール遊びをしてはいけないと学校から言われたらしいです。どの程度の話かはわかりま

せん。ただ、子供たちはやってはいけないと言われたからと、気を揉みます。小さなお子さんを持つ

親御さんからのクレームに対応したものかもしれないですが、いささか乱暴な話だと思います。で

は、どこにいけばボール遊びができるのでしょうか？放課後のグラウンド開放してくださるとかはお

考えになりませんか？地域の方の声に耳を傾けるのは大事ですが、代替案を出して欲しいです。

10 数年前、東金から越してきました。よく通っていた東金の児童館では、親や子の繋がりが広がっ

たり、職員の方に相談にのってもらったりして心強い場所でしたので大網にもあればいいのになと思

いました。あとは部活が廃止となり、上の子たちと比べれば試合や発表会に向かって進んでゆく活気

がなくなったことも残念です。教員だけに負担がかかることなくクラブチームや地域の方等、校外の

活動がもう少し増えて気軽に参加できる場か増えてくれれば良いなと思います。
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コロナからの影響も分かるが、学校行事が減りすぎている。マラソン大会や運動会競技内容、プール

回数など。

子供の基礎体力、精神力強化など、子供時代に養う機会が削られている事が非常に残念。時代に沿う

ことも大切だか、行事を希望者制にして保護者会が主催する。教育機関がもう少し主導しなくてはい

けないのでは？

保守的になりすぎ、無責任に感じる時もある。

外遊びでボール遊びができるところがほしい。学校校庭開放してほしい。

登校渋り、不登校、勉強に追いつけない子の居場所、施設やクラスを増やしてほしい

白里地区増穂地区にばかりお金を掛けていると思う。ありんこ親子保育園ではこども園化を計画し

ているそうなので実現してほしい。子育て世帯が多いのに瑞穂地区は大網白里市のどこよりも子育て

支援が遅れていると思う。求めているのは幼稚園じゃない。預けられなければ就職できないのに、働

いていなければ保育園に預けられないのはおかしいし、幼稚園では長期休暇は何もない。幼稚園の給

食をしてほしい。毎日のお弁当はとても負担が大きいし、隣の小学校で作ってるのだから、どうにで

もなるのではとおもってしまう。

瑞穂小は教諭が怒鳴る人が多いし、こどもの人権を無視した場面もあるのに、改善するつもりも市

の対応もない。報告書も良い点しか挙げていない。悪い意見は黙殺しているのなら、アンケートなど

なくて良い。面倒なだけである。改善しないなら私立の小学校に入れるための支援をしてほしい。お

金がなければ最悪だと思っていてもそこに通わせるしかない。

学校で必ず必要な体操服など、もっと安いと助かります。

小学生のうちは、最近、徒歩で登下校をする子が少なく、1人で歩いて帰らなければならない時もあ

り、学校から距離もあるため安全面に不安を感じています。

多くの方が送迎するのであれば、多少のお金がかかっても、希望者でスクールバスなどもありなのか

なと。無理して仕事切り上げて迎えに行く保護者の方もいらっしゃるので。

・学校の図書室に司書さんがいないため、放課後の貸出などができない状況を変えてほしい。司書さ

んがいないため、生徒に新しく入った本を知らせることもできないし、生徒が好きな時間（もしくは

教室にいたくない時などの居場所として）に図書室に行けない。

・学校の先生は、忙しすぎるように思います。画一的ではなく、もっと子供を一人一人見てあげられ

るような時間と心の余裕をもてる仕事量にしてあげてほしいと思います。あと、正社員で登用されて

いない先生が多すぎるように感じます。

中学生の大昔からある古い校則を見直して下さい。髪型に制限があるのはおかしいです。小学生→自

由。中学生→不自由はおかしいですよね。人権を尊重して頂きたい。ツーブロックのなにが、どこが

いけないのですか？女の子の前髪がどうして決められなきゃならないのですか？しばる位置に制限を

作り、何の効果があるのですか？もっと大切なことが他にあります。どんどん見直すべきです。改善

すべきです。

小学校中学校に登校下校すると、保護者にメールで知らせてくれるシステムを導入してほしいと思

う。

病気持ちなので登下校中の急な体調不良。悪天候、災害，事件事故危険な時の送迎など子どもの安全

を確認したい。

働き方改革について意見があります。

学校の先生方の勤務状況の改善には多いに賛成です。

日々子供達のために身を粉にして本当に良くして下さっています。

ただ、働き方改革の為に子供の行事や活動が減らされるなど影響が出るのはどうでしょうか。

発表会など準備が必要な行事がなくなったり、部活動がなくなったり、子供の学校生活の楽しみが奪

われていきます。

職員不足の影響もあるのでしょうが本末転倒のような気がします。

ただ先生の負担を取り除くだけでは何の解決にもならないし、将来的に子供達の心と身体の成長にマ

イナスになるのではないでしょうか。

もっと外部の方を入れて、先生の負担を減らしつつ、子供達の学校生活はより良いものになるよう願

います。
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６．一時預かりについて

８．児童発達支援・障がい児支援について

不登校の親子の居場所や相談窓口や進路など、もっと増やして欲しい。

不登校の子供達の受け皿をもっとしっかりしてほしい。

小中学校のトイレの洋式化。時代にそぐわないと思います。

ホームページにおける市内小中学校の情報が少なすぎる。個人情報に気をつけつつ、日常の学校生活

や行事の報告などを公開してほしい。

土日にクロームブックを持ち帰って学習できるようにして欲しい。先生の丸つけ負担を考えれば、宿

題もクロームブックで良いのではないかと考える。

市内小中学校のトイレの洋式化を進めて欲しい。

みどりが丘に設置された児童館のような施設を、増穂地区にも設置して欲しい。子供が放課後に安心

して過ごせる場所がなく、誰かの自宅でしか遊べない。

親の負担も多く、子供が様々な友達と遊ぶことによって得られる、人間関係を作る基礎を築き辛い。

既存施設との併用や、増穂北地区との合同でもよいので早急に整備して欲しい。

また、児童数減少が顕著なため、早く学校の統合をしてほしい。学校では、ごく限られた人間関係し

か作れず、様々な友達と接することができない。人間関係のトラブルが発生するとリセットできずに

小中９年間同じメンバーと過ごすことになり、非常に苦痛。変化や刺激がないため、勉強意欲や学力

も下がり、同じ市内でも大網や瑞穂地区、そのほかの少人数地区の差が開くばかり。学校行事の盛り

上がりにも欠ける。今後児童数が増えるとは考えにくいので、１年でも早く実現できるよう、動いて

欲しい。

また、現在の児童数、車の交通量、道路事情などから、歩いて登下校する児童は少ないので、スクー

ルバスの導入には何も違和感がない。スクールバスを導入した上で早く統合してほしい。

このまま児童数が減少し続け、躊躇している間にいまの子供達は成人する年頃になり、家庭を持つ頃

には、地域から出て戻らなくなると思う。

子供が大きくなり過去の学校の姿しかわからず、地域に学校を残すことしか考えていない意見ではな

く、現役の子育て世代の切実な声を聞いて欲しい。

登下校の際、学校と自宅の距離があり安全面、体調面を考えると歩かせることに不安がある。

24 時保育とか、もうちょっと産後ママが気軽に子供を預けてリフレッシュ出来る様な施設を作って

ほしい。ひとり親や、子育てに余裕がないお母さんがたくさんいると思うので、そーゆう施設があっ

たらいいなぁとは、昔から思いました。今の大網白里市では、子供を育てる環境では、ないかなと現

状思います。

子どもが自閉症の傾向があり、施設等に預けられることを嫌がり利用できないため、自宅で保育をし

てもらえるサービスがあると助かる。

発達障害児と学校との架橋となっていただけるような相談窓口がほしいです。小学校側の理解への補

足をしていただけたらと思っています。

小学校へもっと児童発達について熟知している方がいてほしい。

行政の柔軟な対応を望みます。

発達障害や発達障害グレーゾーンの子たちに対する支援を充実させてほしい。特に、知的問題がな

い、もしくは知的に進んでいる場合、小学校では放置され気味である。ギフテッド教育は文部科学省

としてもまだ発展途上であるため難しいとは思うが、そのようなパターンの特別支援があっても良い

と思う。
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９．病児保育について

１０．学童保育について

働いているママのサポート体制として、子供が体調不良の場合でも、受入施設の充実に力を入れてほ

しい。（感染症は除く）

市内に病児保育施設がほしい。他はすごく助かっています。

病児保育がない。

サービスの質の向上。子どもが楽しく「学童へ行きたい。学校へ行きたい。」と思えるような教育の

内容や手だての工夫。感染症対策への配慮

支援員をもっと増やしてほしい。

学童の利用時間について→夏休み等、学校がお休みの期間は利用が 8時～となっている。私の場合、

勤務が 8:30 開始、通勤に 40 分はかかるので、8時の開所だと間に合わない。8時前には学童に送

り、子どもは結局外で待つことになり、安全性（車等の事故や夏の異常な暑さ等）を確保できていな

いと感じる。同様のご家庭が他にもあるのではないか？

学童のおやつ代が高いと感じる。

定員に余裕がある場合ではありますが、高学年になっても学童に入れる可能性があること、とても嬉

しいです。ありがとうございます。

子育て支援センター等の増設はされましたが、学童の受け入れ人数が増えないところもあり、子供が

大きくなるにつれ安心して働きづらくなっています。せめて、小学校 4年生までは受け入れていただ

けると助かります。

また、習い事や塾通いをさせたいのですが、大網市内にあまりありません。あっても、親が働いてい

ると通えない時間であったり、低学年では自分で通うこともできないので、困っています。習い事や

塾の環境を整えて欲しいです。（誘致とか）

学童保育の先生の質の差があまりにありすぎる。

当日の様子の話などもなく、怪我をしていても気づかないことがあった。今は、ほとんど話がない。

限られた先生だけが、教えてくれる。

もう少し、子供の様子を教えて欲しい。何をして遊んでいたかとか。なるべく外遊びを増やして欲し

い。

宿題もキチンとやらせて欲しい。時間で管理しているのはわかるが、勉強の時間にやっていないよう

なら、やるように促して欲しい。

終わらせることが目的ではなく、やる事に意味があると思うので。取り組ませる事が大事だと思う。

一問もできなくてもよい。終わらなかったら終わらなかったでしょうがないので、そこは、先生方の

せいではない。続きは家でやれば良い。

現在、学童を春休みと夏休みだけ短時間利用しています。ただ、学童保育に対する満足度は低めで

す。高学年になっても受け入れてくれるのはありがたいですが、細かい気配りなどは期待できないの

で･･･。

学童の子供で、暴れたり、度がすぎる悪ふざけをしたり、職員に対する態度が、ひどい子をよく見か

ける、そのような子に対応できる技術を持った職員を入れてほしい。

夏休みだけの学童保育が入れなくて困りました。

学童が利用できて大変助かっています。学童の先生方の負担が多いのではないかと心配です。

学童の開始時間朝 8時からですが、学校と同じ 7時半から開室してもらえると助かります。（毎日登

校時間 7時半に併せて出勤していますが、夏期休業中出勤時間を遅らせなければならず困っていま

す）

遠隔地勤務のため 8～19:00 の学童ではフルタイム勤務が困難である。早朝 7:00～20:00 頃までの保

育時間と祝日運営を希望。

学童保育は安心安全が第一なことは助かるが、例えば夏期はほぼ室内のみというように、自由さに欠

け、わんぱくな子は行きたいと思えない場となっている印象。もっと敷居の低い、昔の児童館のよう

な、誰でも行きたい子が行けて自由でソフトな場があるといい。
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高学年でも学童を利用出来る様にしてもらわないと、上の子だけが通常下校となってしまうため、フ

ルタイムで働く事が不可能になる。

学童の費用が高すぎる。そもそも学童があっても子供が行きたがらない。質が悪い。

学童を小 4まで利用させて頂いてました。子供は友達と楽しく過ごせる場、親は仕事が終わるまで安

心して預けられる場として大変感謝致しています。小 5で利用できなくなり一気に 1人の時間となり

親子共に辛い状況でした。できるなら小 6まで利用できたらと希望致します。

小学校 3年生までは学童保育を 1年中利用していましたが、4年生の夏休み後から、学童保育に行く

のを嫌がり預けることをあきらめ、やめてしまいました。

高学年まで受け入れはできても行きたがらないで鍵っ子になってしまう子も多いと思います。

学童保育時、給食の提供があると助かります。

小学生のうちは全ての子が希望すれば学童に入れるようにしてほしい。

下校時間や公園の見守り活動等も朝同様していただけると学童に入れなくても不安が減る。長期休暇

は学童施設を増員してほしい。（学校の教室を利用するなど）

学童保育を利用したくても、強い性格の友達にキツいことを言われたり、イジメなど、学童利用を断

念する家庭も少なくないと思います。

利用していたときは、学童の先生方にはとてもお世話になり感謝しておりましたが、実際意地悪な子

がいて嫌だからと、通えなくなってしまいました。

子どもの人数あたりの先生方の人数など、先生の負担がとても大きいので、人数を増やして目が届く

ようにしていただけたらと感じました。

フルタイムで働くためには、勤務する場所によっては、早い時間から遅い時間まで預かってもらえな

いと難しくなってしまう。特に、ひとり親の場合。

学童保育の平日以外（夏休み、冬休みなどの長期休暇含む）を給食にしてくれたら助かります。

1. 長期休暇時の学童保育時間を 7時からにして欲しいです。8時から仕事のママは間に合いませ

ん。追加料金かかっても構いません。

2. 学童環境を整えて衛生面でも綺麗にして欲しいです。

3. 学童にもっとイベントがあってもいいかなと思います。夏休みの科学実験、水遊びなど…

4. 習い事も併設するとありがたいです。

5. 夏休みの学童は高学年も曜日、時間制で参加出来るようになると嬉しいです。

6. 校外学習として年３日休み取れるようにして欲しいです。

学童保育を利用していますが、学童の先生によく子供の定員が多く、先生が少ないので、子供を見切

れないと対応に困っているようなので、子供のトラブルに対応出来る先生を増員するか、先生に指導

してほしいです。

長期休暇以外の通常学童を、すべての小学校で高学年の受け入れをしてほしい。両親共にフルタイム

で核家族の家庭には死活問題だと思われます･･･。どうかよろしくおねがいいたします！！！

土日祝もお仕事が入っている日も多いので、学童等利用できるようにして欲しいです。

小学 6年生まで利用したい人は誰でも学童を利用出来るようになって欲しい。

現在、学童保育とデイサービスの両方を利用し、親の協力もあり就労していますが、勤務が 19時ま

での日もあり、親が高齢でもある為、今後が悩みもあります。子供が知的障害でもある為１人でいる

事に不安もあります。学童の時間延長やファミサポの小学 6年以上利用可能などあると助かります。

健常児中心だけでなく、障害児をもつ親へのサポートも充実すると働きやすくなり、子育て世代親と

しての安心となります。（放課後等デイサービスも 17:00 までが多いため）

学童保育について、怒鳴る、差別的にしかられること続き、利用を継続したかったが、泣きながら学

童をやめたいと訴えられたので、仕方なく、不安を抱えながらやめました。保育者の教育を改めて頂

きたい！！親子共々大変心苦しい日々でした。

学童保育の定員を増やしてほしい。

いろいろな事件、災害があるなか、高学年だとしても自宅においておくのは心配。

祖父母は高齢で、頼みづらい。
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１１．子育て支援センターについて

１２．妊娠・出産・周産期医療・母子保健について

小 1から学童保育を利用しております。定員に余裕があるとのことで、小 6の現在まで利用させてい

ただきとても助かっております。先生方にも良くして頂き本当にありがとうございます。

長期休み中に一人で長時間留守番をさせることや、自宅まで距離があり人気のない場所も通るため一

人で帰らせることが心配でしたが、安心して働けます。中学に進学後は利用できないのが残念です。

学童室が狭く、長時間利用する長期休業中などは精神的にストレスになることが予想される。また、

学童指導員の指導にムラがあり、丁寧に子どもと接してくれる方もいれば、いきなり怒鳴りつけたり

強引に意見を押し付ける人もいる。小学校の時間に比べて学童の時間のほうが子どもが荒れている印

象があり、乱暴な子が暴力を振るったり学童指導員に暴言を吐いたりする様子を何度も見ている。お

やつが高齢者が好むようなものばかりで、かた焼きせんべいや寒天ゼリーのような子どもが好きでは

なさそうなものが多く、残してくることが多い。月の利用が 5日以下でないとおやつ代 1500 円が強

制的にかかることを考えると、おやつの量を減らしても構わないので子どもが好きそうなグミやクッ

キー、とけないチョコレート菓子、小袋のスナック菓子等に変えてほしい。給食がない長期休業中や

休業前後のお弁当が負担である。近年、夏の気温が高すぎることを考えると衛生面でも不安が募るた

め、安全性と保護者の負担軽減を考えると給食や子ども用有料弁当の導入を考えてほしいと思う(他

市では実施例あり。また、市内幼稚園でも宅配型弁当を導入している園もあるため、比較的業者は入

れやすいはず)。

学童保育を大網小だけでなく、他の学童でも小 6まで行けるように働きかけて欲しいです。

学童保育料をもう少し安くしてほしい

子供が小さい頃、らっこ教室やこあら教室でお世話になりました。同じ年頃の子供同士での交流や、

先生方の子供たちへの接し方を近くで見る機会をいただき、その後の子育てを積極的に楽しむことが

できました。ありがとうございました。

未就学児、特に保育園や幼稚園に通う前の子どもたちの交流の機会を増やして欲しい。他県や他市に

住んでいたときは 0歳児の会が必ずあり、育児孤独の不安解消や情報交換にとても役立った。自ら育

児相談を予約して保健文化センター等に行くのは心理的ハードルも高いため、市が行う 0～2歳児の

交流会に保健師や助産師、保育士資格保有者がいると気軽に相談しやすく、子育てしやすい環境にな

ると考えられる。

子育て支援センター等を土日祝も使えるようにして欲しい。また、まだ使える子どもの不用品(おも

ちゃや服、学用品など)を譲り合えるような場所やイベントがあると嬉しい。

東京から引っ越して来た際に産後のヘルパーさん等、東京では助成金にて助けて頂いた制度もなくし

んどかったです。その時は大網に引っ越して来たことを悔やみました。自分の実家も旦那さんの実家

も遠方なので頼れる人は居なかった。自分の娘にはこんな思いはさせたくない。なので、もし娘が遠

くに嫁ぐ日がきたときは産後のヘルパーさんなど手厚く助けてもらえる地域をすすめたい。この地域

はお年寄りばかりサポートして、子育て世代、とくに移住者はキツイ。

予防接種の集団接種が平日昼間なので仕事をしていると大変である。

経産婦に対する母親学級等の妊娠サポートが手薄である。また妊娠出産に関する情報が少ない。市内

に産科病院がなく、近隣市に行く必要がある。
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１４．利用者支援（相談事業・情報提供・保育コンシェルジュ）について

１５．防災・防犯・交通安全について

こちらで言っていいものかわかりませんが…折角の機会なので。

私事ですが…、離婚はしていません。しかし、別居中です。相手の暴力暴言のため調停もしていまし

たが、住民票では、相手が住所変更していないため、母子扶養手当みたいなものがもらえません。児

童手当も相手の通帳に入ります。もっと柔軟に対処できないのでしょうか？今回の元気応援クーポン

も相手に全て行ってるので届きません。特別給付もです。

どうか、同じような境遇の方もたくさんいると思います。よろしくお願いします。

何度か市役所でも相談しましたが、相談員の方も、決まり事なので…としか言ってもらえません。親

身に聞いてくださいましたが、どうにもなりません。

自転車通学に不便な道が多い。

歩道も狭い所が多いので通学が危ない所があります。

電車利用で通勤していますが、冠水で家に（子供達のもとに）帰れなくなるのは困ります。災害に強

い町の整備を早急に希望します。

子育てとは少し離れますが、数年後高校生になると「大網駅」を使って通学することになります。市

の玄関口である「大網駅」「駅周辺」が 4年ごとに水没するようでは通学だけでなく、今後長く住み

続けるには不安、心配です。この 4年でどのような対策がなされたのでしょうか。駅の水没対策、ど

こが改善されたのか目に見えません。

通学路にガードレール、信号機を増やしてほしいです。

小学校に上がる前に一緒に歩いてみて、車の多さや道の舗装の不備が目立ちました。若い家族や子供

のいる家族は通学路の安全を見て街を判断します。安心して子供が歩ける街は発展します。絶対にガ

ードレール設置に予算をさいて下さい。歩道の雑草、木の枝の撤去をして下さい。子供が歩道を歩く

のにじゃまです。

親が居ないと、ずっと家の中に居るので、社会勉強などが出来るように。

明るいサイクリングロードなどが出来たりすると安全に、図書館に行けたり、お友達と買い物が出来

たりするのかなと思います。

駅周辺ももう少し安全になって欲しいと思います。駅から大網高校に渡るカーブは、危ないと思う時

があります。

中学生も塾に自分達で通えるととても助かります。

駅からみどりが丘や、きみのもりの間が暗すぎて、心配です。塾の送迎が難しく、自転車で暗い中帰

ってきます。

通路を安全にしてほしい。（みやこ野 2丁目の歩道はガードレールがない。みやこ橋に柵がない。草

がボウボウで暗い。信号のない横断歩道に信号をつけてほしい。または下校時に警官や見守りしてほ

しい。）

通学路、車との距離が近く、道も悪い。

大網小前の横断歩道に車止めが欲しい（昨今のニュースを見て危険を感じる）

大網中への通学路が土砂崩れしている場所が多いので整備が必要だと思う。

通学路の歩道整備をして欲しい。毎朝ヒヤヒヤしながら送り出しています。

通学路が危険
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１６．公園について

１７．子どもが過ごす（遊ぶ）場所について

白里地区には、子ども達が安心して過ごせる場所(公園や児童館)が、ありません。安全で楽しめる、

交流の場所をぜひ考えて頂きたいです。

公園がないに等しい！なぜ？もっと子供達が外で遊べるようにアリーナも改善してほしい

遊具やアスレチックエリア

競技場やプールなど検討して下さい早急に

公園の時計うごかしてほしい。ベンチ、あずまやがボロボロ直してほしい。

街灯も増やしてもらいたい。

遊具が置いてある公園がない件について、白里地区は公園が 2つしかなく使える遊具がありません。

公園に限らず、子供達や高齢者が集える場の整備を切に願います。

同じ住民税を払ってる以上、公平な環境整備を望みます。

白里地区には子ども達が楽しめるような公園がありません。ちょっとした滑り台がある公園などはあ

りますが、行っても誰もいないので、子どもの足も遠のきます。少し遠くからも遊びに行きたいと思

えるような、例えば小中池公園のような楽しめる公園があれば、地元の子どもだけではなく、利用者

も増え、白里地区も活性化するのではないかと思います。

公園が少なく、子供達が安全に遊べる場所がないのが悩みです。公園を増やしたり、園庭・校庭を開

放して欲しい（白里地区）。

増穂地区に住んでいます。公園を増やして欲しいです。集まれる場所が少ないです。

子どもが遊べる公園が全くないのが不満

子供が行きやすい、楽しく過ごせる場所を増やして欲しい。

中・高校生が集まって会話や勉強の場があると良いと思います。（現状ファミレスや友人宅が多いの

で）

学童を利用していましたが、高学年になると同学年の子達が利用しなくなり、友達がいなくなるので

利用しなくなります。ですが、学校が早い時など、曜日や親の都合で迎えに行けないもしくは遅くな

るなど困る事があります。学童は前もって手続きしていないと利用ができないので、そういう子が利

用できる場所や施設があると助かります。今は１人で歩いて帰る子がほとんどいないので、１人で歩

いて帰らせる事が出来ません。

ストレッチ、体操教室など、預けた先で有料でもいいのでできると助かります。公文や塾、ピアノな

どの教室を週でふりわけて設置するとか。各企業とコラボしてはどうでしょう？働きながらも子ども

を習い事に通わせられて安心では？

父母がフルタイムの共働きで、近くに祖父母もいないので、高学年になった時に子どもがどう過ごす

のかが、悩みです。

学校から直接塾などに行かせるにせよ、その時間になるまで、高学年のみが利用できる、学童とはま

た違う子どもを預ける事ができる施設ができたらいいなと思う。

・子どもが集える場所が少ないと感じます。児童館も狭く、遊具も少なく、大網小学校中学校の規模

に対して全く大きさが足りないと感じます。

・現在、大網にある大型店舗はアミリィしか無く、そのアミリィもテナントやフードコートがどんど

ん無くなっていき、中学生になった時に遊べる娯楽施設、買い物施設がありません。

・みどりが丘には今、たくさんの児童がいますが、ファミマ一択で他に買い物ができる所も無く、公

園も制限が厳しかったりと外で遊ぶ事が少ないです。ママ友同士で隙間時間に会える様な飲食店も

無く、交流が狭くなっています。

又、病院、薬局はありますが、ドラッグストアが無いため、緊急の病気やケガの時に子どもを置い

て駅の方まで行かなければならなくてはならず、困っています。

せっかく今、みどりが丘に人口が増えていますが、この先も環境が変わらなければ、人が離れてい

くのではないかと思います。
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子供達は、いつも北グラで遊んでいます。

公園ていう公園がないこと あっても雑草だらけであっあたりトイレがなかったり不便です。まとも

に遊べる場所がほしいです。

アリーナにサッカーゴールができて喜んでいます。遊ぶ場所がアリーナか自宅かなのでもう少し公園

（開けた場所）等があるといいなと思います。

歩道も広げてもらえるといいなと思います。中学生になるともっと集まる場所もないので、バスケッ

トゴールとかあるといいなとも思います。

人によって情報を得る事ができる人とできない人がいると思うので情報をどう伝えていくかも大切だ

と思います。

私もフルタイム勤務ですが、土日や長期休暇で子供達が集まって遊ぼうとしても誰かの家という訳に

はいかず、公園などに集まるそうですが、夏休みなど特に暑くていられず、結局各々家へ帰ってしま

うということが何度かあったようです。せめて公園に日影ができる東屋のようなものがあればやるこ

とは結局ゲームであったとしても友達と集まって遊ぶということができるほうがいいのではと思いま

す。子供達だけで集まれる場所がほしいですね。

公園で禁止されている遊び（ボール遊びなど）が出来る公園や施設ができるといい。バスケットコー

ト、サッカーコート、野球場など。

スポーツが出来る場所が少ないと道路や家の前などでやっていて逆に近隣の迷惑になりかねない。ト

ラブルのもと。しかし、出来る場所がないと、子供達も練習が出来なかったりと･･･。空地の有効活

用してほしい。

公園の整備（センター公園バスケットゴール設置）

体育館の開放日を作り、子供達が遊べる屋内の場所を作って頂きたいです。

スケボー、ストライダーなどを楽しめる場が欲しいです。

公園の時計設置をして頂きたいです。

長期休みに働いている家庭の子だけでなくても預かってくれるような場所やイベントがあるとうれし

い。

子どもの習い事（ダンス等）を披露出来る場所・施設がないです。

図書館上の施設も 2か月前しか予約出来ず、他の市へ手続きを行う状況です。（他の市は 1年前から

予約できます）芸術・文化を通して子供の育成を大切にしていきたいと考えます。

現在子供は 6年生なので学童など必要ありませんが、小さい時は児童館や公園が歩いて行けるほどの

所にあると助かるのになと思っていました。特に児童館があるとうれしい。

花火が出来る場所を作って欲しい。

みどりが丘に児童館はありがたい。サッカー、野球ができる庭がほしい。

卓球台、昔あそびの道具など欲しい。

小中学生が遊べる場所や公園が白里地区にあると良い。子供達が遊べる場所が少ない。

大網小近くには児童館があり、小中学生の子ども達が遊ぶ場所があります。増穂地区にはそのような

場所がない。アリーナのロビーも利用禁止。子育て支援館も未就学まで･･･。せめて支援館の空き部

屋の開放など検討して頂きたい。

子育て世代が多く住んでいるのに、学校からは学区外で遊ぶなと言われているのに娯楽施設が無さす

ぎる。子供達がかわいそう。イオン内の専門店を充実させたり、ジムやスポーツ施設を作ってあげて

ほしい。

児童館がどこにあるのかよくわかりません。大網にずっと住んでいますが一度も利用したことがない

です。子供が歩いてでも行ける距離に作ってほしいです。

無料の塾、いろいろなスポーツに参加できる機会が、欲しいです。

小学校の先生方の働き方改革のため、放課後の自学が増えてくると思われます。有料で全然構わない

ので学童や子育て交流センターに民間の塾やおけいこの場を併設してはいかがでしょうか？雇用も生

まれ、学童などのスタッフの負担軽減にもなると思いますし、市としても子ども達の教育の視点で取

り組んでいることをアピールできたら、移住者も増える対策になるのではないでしょうか。いろんな

方面から学べる場をつくっていくことは、市の発展にもつながると思います。子育て支援おろそかに

したら人は来ないし、子供達も戻ってはきません。
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１８．親子の居場所について

子どもだけでも安全にすごせる場所（公園など）を作ってほしい。親と子で一緒に利用するものなど

も必要かもしれませんが、娘は小学生ですので、自分たちで友だちと約束をしたり時間を考えて遊ん

だりすることも成長していってほしい事の一つであると思います。しかし、白里地区では、子どもた

ちが安心して遊べるような公園などがないため、娘たちも集まる場所すらなくこまっています。私は

大網白里が地元ではないので、この町の状況に正直落胆しています。主人は地元なので、これがあた

りまえで育っているせいか疑問に感じていないようですが、子育てのしやすい環境だとは思えませ

ん。親が助かるという事も大事ですが、まずは、子どもたちが楽しく安全にすごせる町を作ってほし

いです。

フルタイムで仕事すると習い事の送迎が難しいので、習い事送迎サービスの設立。（例：送迎をタク

シーがしてくれる。）

先日、大網アリーナで開催されたワークエキスポがとても楽しかったので、子どもが喜ぶイベントが

今後も企画されると嬉しいです。

小学生が室内で遊べる複合施設が欲しい（イオンモールみたいな所）。大網のイオンでは、子供の遊

ぶ所がなく残念です。

みどりが丘地区に学習塾が算数、数学など増えると、安心して通わせることができる。

スポーツ系の習い事は保護者送迎がほとんどなので、そこをサポートできる支援があると助かる。部

活動が地域移行するにあたり、共働き世帯では送迎が難しいから、通わせたいけど、通わせられない

とい辛い現状もある。

水道代が高いので、子どもに水遊びをさせられない。

夏場は暑くて外で遊べないので、屋内でみんなで集まって、おしゃべりしたり、ワイワイできる場所

が欲しい。

増穂地区に公園が欲しいです。 アリーナにベンチを増やして欲しい。

現状としましては、東小学区にも小学生が気軽に行ける児童館のような施設が欲しい。

公園など子どもを遊ばせられる屋外施設が少なすぎる、またあったとしても駐車場がないため家から

離れてると気軽に行くことができない。

市内図書館の休館日をずらして欲しい。読書週間の充実のためにはせめて 1か所は空いている方が嬉

しい。小学校の図書室開放時間も少ないと聞いたため、活字に触れる機会を増やす対策をお願いした

い。

交通事故や不審者、不慮の事故、野生生物等の対策を踏まえると、少なくとも核家族フルタイムで仕

事をしている家庭は小 4以降も安全に放課後を過ごせる場所(学童保育など)が増えるとよい。子ども

だけで家で留守番するのは不安が多い。

大網アリーナ等で子ども対象のスポーツイベントや自由に遊べる時間の設置を検討して欲しい。

アミリィの空きスペースに小中学生用の自習室や簡易図書室、キッズスペース等を導入して欲しい。

自習室は市内に数カ所設置して欲しい。

子供が自力で行ける児童館が地域にあると良いと思います。そしてボール遊びができる広さの公園も

あると助かります。中学生の居場所も欲しいです。自由に使える体育館など、あれば運動しながら発

散できると思います。

子供と大人が一緒に、家族で過ごせるショッピングモールがあると便利。図書施設が狭く、本の種類

も少ない、近所に習い事など、教育に関する施設も少ない。図書や教育も充実させて欲しい。発達障

害、学習障害がある子供に対しての支援員さんの増員、対応方法がわかる援助、子供が楽しく、安心

して親も一緒に学べる環境を整えて欲しい。

子どもを連れて遊べる所が無い。
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１９．保育料（給食費含む）について

２０．医療費助成について

２１．経済的支援（補助金・助成金）について

無償化（幼児・保育）の充実は少子化対策等に関しては良い傾向ではあるが、家庭での乳幼児期の両

親との関係が薄れてしまっているように感じます。

学校給食の内容がこの数年で落ちてきているように感じます。自分が子どもの頃は毎日デザートがつ

くのが当たり前だったので、今の子どもたちはデザートがある日が少なく可愛そうに思ってしまいま

す。小学校だけではなく、中学校でも同様で、おかずが少なく白米だけ量が多い。白米でお腹を満た

しているようで残念です。

物価高騰は理解しているので、給食費の値上げなり、手当て分を給食費に少し回すなり、何か方法は

ないのでしょうか？

給食費無償化にして欲しいです。

子育て施策について、保育園や子育て支援センター等の拡充は進んできていると思います。あとは費

用面で気になるところは給食費です。第三子から全額免除できるみたいですが、第一子から同じ支援

を受けられるととてもありがたいです！

第 3子の給食費無料も大変助かります。対象が第 1子・2子にも拡大されればと願っています。

歳が離れている兄弟の場合、保育料がリセットされるのはおかしい。第三子はいつ生まれても第三子

のはずなので、第三次以降の保育料について負担軽減を検討して欲しい。

医療費の無料化

診察 300 円負担になったのが地味に面倒臭い。

小学校入学前（就学前）～成人するまでは、医療や学費は全て無償にして欲しい。妊婦へのサービス

も拡大するなど全国どこにもないようなサービスや子育てしやすい地域を作って欲しい。

子ども医療助成金を無料に戻してほしい。

持病があり、定期的に通院していますが、医療費助成のおかげで安心して病院へ連れて行くことがで

きありがたいです。

子育て世代への税率負担減

インフルエンザ等、予防接種費の一部補助

多子世帯の授業料支援、給食費免除

給食費無料が無理なら、せめて補助金の額を増やして欲しい。周りの市町村にはオーガニックの給食

や、子供に図書カードを配ったりといった子育て世代が喜ぶことを行っているけど、大網は何もな

い。

中学校進学にあたっても制服等そろえる際の家計への負担が大きすぎる。もっと援助が欲しい。

児童手当の金額を増やしてほしいです。中学生や高校生も同じくお金はかかると思います。ひとり親

の援助だけではなく、平等に考えてほしいです。同じ子供を育ててる親としてはみんな一緒だと思い

ます。

中学、高校とお金がかかるので、もう少し充実させてほしい。たとえば 2歳までは支援金 1万円でオ

ムツなどを支給、3～小学校卒業まで 15,000 円、中・高は 20,000 円のように子供は大きくなるにつ

れてお金がかかるので、その負担をへらせたらと思う。

高校生までの児童手当の延長

高校の完全無償化

高校・大学などの教育負担を軽減してほしい。成長してもお金がかかるのは変わらない。

大網の近隣の市などは子供だけに支援クーポンがあったりするが、大網の場合全員に配られるので、

その分子育て世帯に使用をしてもらいたいです。子育て世代が結局払っている税金から出ている物な

ので意味がないです。

習い事をする、塾などに行くのが当たり前な世の中で、ひとり親の家庭等に支援を考えてほしい。
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２２．医療体制について

子供が小さいうちも支援があるのはありがたいのですが…1番お金のかかる高校～大学生の時期の支

援があるといいなと思います。

児童手当の金額をもっと増やして欲しい。

子どもに対する手当に所得制限をかけないで欲しい。税金をたくさん払っているのに何の見返りもな

いと感じます。

他の自治体のように特別手当を支給して欲しい

乳幼児の子育て中は小児科が近くにないことが困りました。

市に産婦人科が欲しいです。

産婦人科も市内にほしい。

産婦人科が無い。医療も弱い、特に小児科と整形外科（近場に少ないうえ 良い所がない）

結局、周りと情報交換しながら茂原市か緑区 東金に行くしかない。

急な発熱、ケガの時は特に困る。休日の体調不良時はほぼ 諦め。

小児科専門医の不足。小児科が少ないため千葉市へ通院しています。皮膚科、耳鼻科も混雑しすぎで

数時間待ちはあたりまえです。

小児をみてくれるクリニックが少ない（地域中核病院がない。大網病院×、メディカルまでいくと市

外の者で割高になり隣市なのに不便）。産院もない。

かかりつけを東金市にし、東千葉メディカルの紹介状を書いてもらうことが多く、それが市内で住め

ばいいのにと思う。

医療機関はあるが、科によって市外へ行かなくてはならないことが多い。フルタイムで就労している

ので、夜間診てもらえる所があると助かります。（pm7:00 位まで）

先日、小 6の子が発熱をした時、祝日という事もあり、病院がどこも見つかりませんでした。当番医

も「混んでいて、もう受けられません」とことわられました。一日中電話して病院を探しまわりまし

た。熱でグッタリしている子をそのままにしなければならないのはかわいそうでなりません。同じ思

いをしてる方たくさんいると思います。早急に対策をお願いいたします。切実に願います。千葉県ホ

ームページ発熱外来相談センターに電話してもムダでした。意味ありますか？

医療的ケア児への対応も考えて欲しい。

山武郡の医ケアの集まりで大網白里市だけだれも参加がなくはずかしかったです。

病院の誘致。

東金の夜間救急は小児は断られることが多く、喘息の為海浜病院まで行くことが多い。大網白里から

は遠いので近くに夜間小児を診てくれる病院があれば安心して子育てができる。

0歳児をしっかり診てくれる小児科が少ない(小児科を掲げているのに 0歳児は診られないと言われ

たことがある)。夜間や休日でも子どもを診てくれる病院が欲しい。
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２３．その他

かけっこ教室や各種スポーツイベントに有名な方を呼んでとかの企画がまったくない。テレビで放送

されるような、有名な方が小学校でバレーボール指導しましたとかやってはいかがか。また、子供が

遊ぶところもほぼない。小学校の遊具が充実してない。通学路が整備されていない所がある。生徒が

多いからか市中心部の学童だけ、学童室のおもちゃなど充実していて不公平を感じる。小学校の先生

がプール掃除や運動会前の草刈りをやっていたので、親の了承得た生徒は奉仕作業としてその手伝い

をさせていいと思う。共働きが多いと思うので、学童利用学年を高学年まで伸ばしてほしい。市内に

習い事できる施設が無いので増やしてほしい。

教育、医療、校外活動、子どもに関する活動が全て市内で賄えるようになるといいなと思います。

ハード面での支援もとても大切でありがたいのですが、今の世の中は子供連れや子供本人に周囲の

（地域や市の人たち）目が厳しく、気をつかい嫌な思いをする事が多い。何をやっても良いとは思っ

ておりませんが、子供への教育（迷惑行為などを指導する）は元より、子育てがおわった世代（ご年

配の方たち）の方たちへ、子育て世代へのあたたかい目線を送ってもらえるような声かけをしてもら

いたい。子供たちの声が騒音とされてしまうのは非常にかなしい。

10 年近く住んでいますが、何も変わらない市。

老人ばかりで、その老人もマナーは悪い。

子育てに不向きで、失敗したと思っています。

子供達の楽しく遊ぶ声を騒音だという人が、悲しいことに、たくさんいます。将来この市を支えてい

くのはいまのこの子供たちなのです。そんな子供達の好奇心や、外に向かう力を自由に発散してもい

いような場所をもっと誰の迷惑にならないところに作っていただけないだろうか。もしくはいまある

施設を放課後利用できるよう開放してもらえないか。

「市が行っている子育て支援」はどこの市も当然のようにやっていることばかりで評価できるものは

ありません。特に増穂地区での対策ではあまりないと思います。

父親が子の孫を連れて同居する家族です。近くに親類がありませんので、困った時に預かって下さる

方がいません。どうしてもという用事がある時に安心して預かっていただける所があったらと切にお

願いしたいと思います。公の施設だと気兼ねなく預かっていただけますので前もって予約できたら安

心です。祖父 82才、祖母 75 才、年老いるとご近所の友達もほとんど高齢ですし、若い世帯の方々は

お仕事を持ちお忙しそうですから･･･。今も用事がある時は、火・木の放課後教室に併せて通院等の

用事で大変助かっています。

子供食堂の開設（私が 1級身体障害者で入院ばかりしていたので、食事に大変困った）

たまたまみどりが丘に人口流入しているが、子育て環境的に行政はやさしくないので次代はすぐ離れ

る。

もっと働ける場所も誘致するべき。老人都市になるのはすぐ。労働人口を増やさないと町は衰退して

いく。

児童館が出来ても１ヶ所で、一部の住民しか使い勝手が良くない。しかも行ったら満杯で入れなくイ

ミがない。自治会でなく市でのお祭りや行事を増やしてほしい。

保育園や学校の制服、ジャージ高すぎ。（必要？）シャツなんて白だったらなんでもいいのでは。譲

渡会などやってほしい。制服、カバン、服やおもちゃなどもゴミにするのではなくバザーやフリマで

も市でやってプラスに持ってってほしい。

子供というより、大人の人が挨拶をしない事に子供が怒ってました。

町ではなく市なのに、近隣の市（茂原・東金）に比べ、子育て環境や支援が遅れている。子育て交流

センターが設置されたといっても、大網小の子ども達中心、他の地区にも設置が必要である。子ども

達の放課後、長期休みの時の居場所づくりをすすめてほしい。また他町村に、イベント等も少ない。

親子で参加できる季節のイベント、小学生向けのボランティア講座など、もっと増やしてほしい。

市長と県議が変わらなければ大網は変わらない。
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学童を利用していた際、土曜日の利用が他施設になってしまい、就業時間の関係から学童を利用する

ことができなくなり、やむをえず自宅で留守番をさせていました。当時は瑞穂の土曜利用者が一番多

かったのに、他施設での保育に変更になったことに納得がいきませんでした。また、所得によって児

童手当がもらえなくなることも納得がいきません。子供も 3人いて所得がギリギリ制限を超え、両親

とも正社員で、第一子が年中から父親がずっと単身赴任です。2世帯分費用がかかりワンオペでやっ

と稼ぐ金額で制限を受け、なんのために税金を払っているのか疑問です。ちなみに長女は高校無償化

対象外で不登校です。だれの学費を払っているのでしょうか。所得がそれなりにあるのはある程度本

人の頑張りでもあるのに、頑張った分を根こそぎ他人の福祉に使われている現状が心底腹立たしいで

す。大網白里市の問題ではありませんが、働かないほうが得した気分になるような政策では子供は増

えません。頑張ったら不幸になるような政策を増やさないでください。

保育士の先生や学校の先生、学童の先生の労働時間や賃金などのより一層の改善、支援を強く望みま

す。親の勤務時間より早く、また遅くまで施設に留まり、教育に携わってくださる姿にはただただ頭

が下がります。先生達が働きやすい環境の整備をどうかお願い致します。

民間でも良いので土日や夜間の託児施設があるとよい。

インフルエンザワクチンは子供は小さいうちは 2回接種が必要だが、全て実費で子供が複数人いると

金額が高く打たせたいが現実的に難しい。

習い事もさせたいが、月々支払うのが大変でやらせてあげられない。

都内の保育園に長年勤務しておりましたので、いろいろな支援があることを知っておりますが、小さ

な市ながらも保育園や子育て支援に力を入れて改善していることが分かりました。

我が子はもう高学年なので保育施設の充実、ファミサポ、支援センター等あまり利用することはあり

ませんが、小さいお子さんを育てている方にはぜひ知ってもらい利用して欲しい内容だと思います。

頑張ってください。応援しております。

保育士の正規職員には戻りたくありませんが、短時間パートでしたらぜひやりたいです。パート募集

の内容も発信してください。

明石市を見習ってほしい。

大変な社会情勢の中、経済的・金銭的な負担も大きく補助等で支えて下さり大変に助かっています。

引き続き補助、支援に力を入れて頂けます事を願います。

教育は、良い事を続け新しい教育方法等を取り入れ、楽しく学べ心を豊かに成長出来るような環境を

目指し、将来の日本を支えて欲しい。

安心して過ごせる環境の整備のさらなる強化。お世話になりますが、これからも宜しくお願い致しま

す。

保育園に行っている時よりもフルタイムで働いている場合、小学校に上がってからのがあずける場所

やおるす番など問題が沢山ある。とても安心して仕事に行ける状況ではない。

現状、世の中全体の物価が値上げしており給与が若干上がっても、税金で引かれたら何の為に働いて

いるのか解らない時がある。

子供と一緒に遊んだり、子供の勉強を見てあげたり今よりも、もっと子供と関わる時間を増やしたい

けど残業しなければ生活はきつい。

少子高齢化と言うならば、現役世代を太く支え将来の働き手となる今の子供を大切にして子育てがし

やすい環境を増やして欲しいです。

今の現状だと子供を増やしたくても、助成や支えがしっかりしていなければ不安しかなく子供も授か

れない。

２人を共働きで育てているが、安心して預けれる場所の拡充や高齢者ばかりに目を向けずにしっかり

現役世代にも目を向けて頂きたいです。

市議選に伴い選挙カーが走っているが、子育てや現役に着目した内容は希薄です。

日頃何しているか解らない方が選挙の時ばかりアピールされても、そんな方に票は入れません。

もっと実際の言に目を向けて下さい。

体操服や学生服などを買える店を増やして欲しい（立地が良い所（アミリィなど））

市のホームページでも営業時間や定休日（臨時休日など）明記してほしい）。市側も支援して利用し

やすくしても良いのではないか。
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0 才から 18 才までの子供達・親・etc が勉強、生活、病院など、平等で心配がない生活をおくれるよ

うにあってほしいです。

このような調査を実施いただきありがとうございます。

調査範囲に中学生も入れていただけるとより助かります。

特にありません

図書室から図書館へ。みどりが丘地区の児童館横の空き地に図書館があったら良いなと思う。

いろいろと頑張ってくれていると思います。ありがとうございます。

子供の人数などを考慮した税金、支援などをしてほしい。少子化も含めて考えてほしい。白里地区な

どのバス定期補助も助かりました。

通学路の道路整備もしてほしい。安全に通学できるようにしてほしい。

多分野における教育体験の充実

指導者及び施設の充実

放課後子ども教室のスタッフが一部威圧的で怖いと子どもが言う。また、17時まで続くのにおやつ

がないため、難しいかもしれないがおやつの持参や提供などを検討してほしい。

小学校や放課後子ども教室等の連絡が紙媒体できたりメールできたりするが、メールの PDF で出来る

のであればメールで良いのでは。パスワード付きにすれば情報漏洩も防げるはず。

子ども食堂の充実や食糧支援、フードバンクの設置、文房具の支援などをして欲しい。

幼稚園、保育園、小学校等で使う工作の材料(牛乳パック、ラップの芯、プリンカップ、空箱など)を

子育て以外の世代からも回収する場所を設ける。

子どもが中心となるイベント(ワークエキスポのようなもの)をもう少し増やす。もしくは開催日を 2

日間にする。

色々書きましたが、自身の幼少期を思えばだいぶ子育てに対して充実しているとも感じております。

特に小学校の教室にスクリーンが設置されていたり、椅子にテニスボールで音がうるさくならないよ

う配慮されていたり、子育て支援センター等の設備が出来たことを嬉しく思っています。

これからも子どもたち 3人をこの市で育てて行きたいですし、夫婦ともしっかり働いて納税の義務も

果たしていくつもりです。どうか子どもたちへの更なる支援、子育て環境の充実をお願いいたしま

す。
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